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    あの山世界の果てを越えた先には、どこまでも紫色の海が広がっている。


    この浮遊している大陸の外には、海しかない──それが海の民ぼくたちにとっての常識だった。
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    　今日は、週に一度ある戦闘演習の小試験の日だ。ここ冒険者養成機関ギムナジウムでは、授業の一環としての試験であろうと、本物のモンスターを使っての演習が行われる。冒険に危険リスクはあっても、命の保証シミユレーシヨンはない。


    　試験は４人一組の徒党パーテイーを組んで行われる。メンバーはくじで選ばれるので、優秀なつよい学生なかまと組めるかは運による。


    「タマキさん、そんな薄着で大丈夫っすか？」


    　闘技室の入り口で出番を待っている４班の男子学生が、同じ班の背の高い女子──タマキに話しかけた。これから魔物モンスターと殺し合いをするというのに、彼女は布面積の狭い、軽さだけがウリの街着タウンウエアを身につけている。各自、好きな防具を装備してきていいのにもかかわらずだ。


    「へーきへーき～」


    　そう答えるタマキの、へらっとした締まりのない表情を見ていると、この娘こは真ま面じ目めに試験を受ける気がないのかと思ってしまう。


    「…………貧弱な装備で、ボーナス点をもらおうって作戦か……」


    　革かわの胸当てで装備を固めた男子が、タマキの軽装の理由を呟つぶやく。彼も４班。


    「そーなんだ～？　へ～。知らなかったよ～」


    　タマキは初耳といったふうに驚く。作戦ではないようだった。４班の班員たちが恐ろしいものを見るような目になる。


    「……まあ、タマキは腕わん力りよくありすぎだから。自分の攻撃で武器が壊れる心配した方がいいわ。その布１枚でじゅうぶん。この前、いっそ裸で挑みたいって言ってたし」


    　呆あきれたような声を発した、鎖くさり帷かた子びらを着こんだ女子は、前回もタマキと同じ班だった。


    　裸!?　男子陣ふたりの目つきが変わった。可愛かわいい女の子の裸が見たくない男がいるだろうか？　いや、いない。この事実は、反語を使って強調しておく必要がある。


    「別に脱いでもいいんだけどね～。布の服なんて、着てても着てなくても同じだから～」


    　タマキの無邪気な発言で、ふたりの男子はいっそう目を輝かせる。


    「ダメだってば！　重要なのは、防具としての性能じゃないの！　布１枚で守られるものは、乙女おとめにとって、時として命よりも尊いんだから！」


    　女子学生は色めき立つふたりの男子を牽けん制せいすべく、タマキに言ってきかせた。


    「そうかな～？」


    　タマキは重い鉄製の槍やりを、ペンを回す要領でくるくると振り回し始めた。あまり真面目に注意を聞いているようには見えない。女子生徒が金かな切きり声で力説する。


    「わかってない、わかってないわ！　この世で不必要な生殖行為をするのは人間だけなのよ？　みんな全裸で暮らしてなんかいたら、ところかまわずズバブチュンズバブチュン…………とにかく、男はモンスターなんだから。裸はダメ。ダメ、ゼッタイ」


    「だいじょぶだいじょぶ～。モンスターなら、遠慮せずに殺やっちゃえばいいんだし～」


    　前回の小試験で、壁にたたきつけられてぺしゃんこになった猿型モンスターの無残な姿が、女子学生の脳のう裏りをよぎった。タマキの貞操より男子生徒エロザルたちの命を心配すべきかもしれない。


    「まあとにかく、さすがに全裸はいろんな意味でまずいのはわかる」


    　女子学生の心配をよそに、４班の男子共は目を合わせて頷うなずき合う。男ふたりにこのチャンスは逃せないという連帯感が生まれていた。


    「…………水着なら、ＯＫ……？」


    　全裸が無理なら、水着でどうでしょう、という男子側サイドの妥だ協きよう案。この男たち、意外と粘る。言うが早いか、おもむろに腰に吊り下げた道具袋から紐ひも状じようの物を取り出した。


    「……それはなに？」


    　女子学生は冷めた視線を男子に向けた。


    「…………水着みたいな紐……」


    「誤ご魔ま化かせたつもり!?　紐みたいな水着ならまだしも、水着みたいな紐ってなんなのよ!?　……っておい、コラ、タマキ！　着るな着るな!!」


    　水着みたいな紐に興きよう味み津しん々しんで脚をかけていたタマキは、女子学生の必死の制止に、〝あれ？　着ちゃまずかった？〟みたいな表情で、着替えをストップした。


    「やだも～、冗談、冗談～♪」


    　タマキは紐を男子に返すと、彼の肩をばしばし叩たたいた。


    「ぐあああああ！　…………かっ、肩の骨が……！」


    「だっ、大丈夫!?」


    　タマキに叩かれ、尋常じゃなく痛がっている男の姿を見かねて、女子学生は革かわの胸当てを外し、怪け我がの状態を確認した。


    「……折れてるわ」


    「マジで!?」


    　想像を遥かに上回る重傷であった。


    「はわわ～、ごめ～ん！」


    「ごめんって……タマキさん、やりすぎにもほどが──」


    「やりすぎてないよ～。このくらいの力だよ～？」


    〝ブォオン!!〟


    　タマキをたしなめた男子学生は、自らに向かって振るわれた彼女の手が不穏な風切音を奏でたのを聞き、命の危険を感じた。あとコンマ１秒でも後ろに下がるのが遅れていたら、自分は殺やられていただろう。


    「よけないでよ～！　よけたらわかんないでしょ～？」


    「ちょっ、タンマ！　怖い！　軽くやってることはわかった！　けど折られそうで怖い！」


    「それより早く手当てしないと！」


    　女子学生の切迫した声で、４班全員の意識が骨折した男子に集まった。


    「ツバつけとけば治るよ～」


    　それは常人離れした体力を持っているタマキだけだろう……とタマキ以外の３人は思った。ましてや、擦すり傷程度ならまだしも、骨折である。


    「頼む……ツバを……」


    　しかし、ツバ、と聞いて、男の目は輝きを取り戻していた。痛みを治すことよりも、自分の性癖を優先してしまう男の、あっぱれな態度であった。


    「あ～い。じゅるるるる……」


    　タマキは骨折した男子の肩に、だばー、と唾だ液えきを垂らし、柔らかなタッチで塗りこんだ。


    　男に至福の時間が訪れた。ヘヴン状態になった彼の瞳ひとみを見ていると、邪よこしまな心の声が聞こえてきた。……可愛かわいい女の子のツバを、拒こばむ男がいるわけがない。可愛い女の子のツバを、拒む男がいるわけがない。大事なことなので二回言いました……。


    「…………ああ、癒される……！」


    「こ、これじゃロー○ョンプレイじゃないの！」


    　タマキの口から湧わいて出てくる唾液の量はすさまじく、治癒効果があるんじゃないかと錯覚しそうになったが、冷静になってみれば、唾液は唾液で、それ以上でも以下でもない。これはやっぱり、治療とは別のものだ。


    「なぁ、本当に大丈夫なのか？」


    「…………悔いはない……」


    　そう言って、骨折した男子は、とびきりいい笑顔を見せてサムアップしていた。


    　調子に乗ったタマキは男子生徒の身体からだを抱かかえ上げ、仕上げに取り掛かる。


    「はいよ～、痛いの痛いの～、とんでけ～♪」


    「待て待て待て!!　なんでタマキさん大きく振りかぶってんの？　マジでコイツ星になっちまうぞ!?」


    　男子学生が慌ててタマキの腕に両手でしがみつく。


    「やだも～、冗談、冗談～」


    「いやだから叩たたくな！　痛い痛い痛ェェエエエエエエ!!」


    



    　タマキら４班が骨折した班員の手当てをしていた頃、彼らの目の前にある、ドーム型の屋根を持つ、直径30メートルほどの円状の部屋──第一闘技室では、訓練用の魔物モンスターが解き放たれていた。


    　モンスターの原型イデアは水牛バツフアロー。戦闘演習のために獣けものの国から輸入したもので、総合戦闘力レベルの高さは折り紙つき。頭部からは、分厚い鉄の盾をも易やす々やすと貫通するツノが前方に突き出ている。


    　闘技室内にいた戦闘学部の学生・３班４人は、獰どう猛もうな水牛型モンスターの荒々しい息づかいを聞いただけで、体中の筋肉が萎い縮しゆくし、動きが鈍った。


    　──怖い。


    　モンスターと向き合った４人の頭の中を支配したのは、被捕食者が抱く本能的な恐怖だった。人は捕食者にも被食者にも成りうる。モンスターを狩って生計を立てている者もいれば、モンスターに食われて命を落とす者もいる。この場にいる学生たちは、狩る側に立つため戦闘訓練を受けてきたが、まだ食われる側から抜けきれていなかった。


    　３班の学生は、全員が壁にべったりと張りつき、高らかに咆ほう哮こうをあげて突進してくるモンスターから距離を取った。わらわらと壁にそって逃げまどう姿は、傍はたから見ると少し情けない。


    　誰でもいいから助けてくれ──そんな思いが見え隠れする幼い視線を、逃げ惑う４人の中のひとりが斜め上に向かって飛ばした。そこには、壁の一部をくりぬいて作った狭い観客席がある。観客席の柵さくに頰ほお杖づえをついて高見の見物をしているのは、戦闘学部の授業を受け持っているベテラン教官だ。その隣には、背筋をピンと伸ばして立っている若い教官補佐の姿もある。


    「おまえらー、逃げてばかりじゃ評価がつかんぞー」


    　視線に気づいた教官は、学生の甘い期待に応じず、代わりに厳しい野次を飛ばした。


    「残り時間１分です」


    　教官の隣でおとなしく控えていた教官補佐が、時計を見て淡々と告げた。闘技室の高い壁に張りついたまま、なにもできずにいる学生たちは、教官補佐の言葉を聞いて焦あせり始めた。


    　ギムナジウムでの成績が悪いと、冒険者組合ギルドに所属することが難しくなる。ギルドを運営しているスタッフに言わせてもらえば、実力のない冒険者に所属されると、仕事クエスト成功率が下がって迷惑だからだ。人気のあるギルドに所属したければ、好成績を収めるしかない。


    「３班全員、Ｅ評価でいいなー？」


    　Ｅというのは、判定不能のＦを除けば、最低評価である。別名、参加賞。授業に出たことを証明するだけの、不名誉な評価だ。


    「アンタ、俺が囮おとりになるって大おお見み得え切ってたじゃない！」


    「勢いで言っちまったんだよ！」


    「いいから、やりなさいよ！」


    「まだ俺、死にたくねぇもん！」


    　ぎゃあぎゃあわめいている試験中の４人に目を向けることもなく、教官補佐は首にかかった笛を吹いた。室内に耳をつんざくような高音が響きわたる。


    「時間です」


    　教官補佐の事務的な声を聞いて、うあー、と学生たちはうなだれた。


    　結局、制限時間いっぱい、モンスターから逃げ回っただけで終わってしまった。もっと無茶をすればよかった、と３班の学生たちは思った。次に活かしたことのない、お決まりの反省。


    「おら、とっとと出ろー」


    　教官に煽あおられるまでもなく、３班の学生たちは足早に闘技室から出た。


    　モンスターは暴れ続けている。３班の学生たちと交代する形で、室外に控えていたふたりの教官補佐が闘技室に入り、モンスターを檻おりに押しやった。教官は手にした紙に、逃げ回るだけで試験時間を終えてしまった３班の評価と戦闘内容のメモを記した。宣言どおりのＥ判定だ。


    「次、４班」


    「たのも～っ！」


    　プラチナブロンドの長い髪をはためかせて、タマキが闘技室に入場した。


    　檻を挟んで向こう側にいる、既に最高潮にヒートアップしている水牛型モンスターを見るなり、タマキは陽気な声で歌った。


    「いやっは～！　今日のお昼は牛丼～♪　はやいのうまいのやっすいの～♪」


    （（（うげぇ……）））


    　タマキとは対照的に、続いておそるおそる入ってきたその他の４班の学生たちは、モンスターを見てテンションを大幅に下げていた。あんなものと衝突したら、骨が折れるどころでは済むまい。あれは自分たちの手に負える相手ではない。タマキに任せてしまった方がよさそうだ、と彼らは悟った。しかも既に班員の半数が、闘う前から完全に戦力外という状態なのだ。


    「こりゃ、ダメだな……タマキさん、頼みました」


    　早くもリタイアを決めこんだ班員（左腕開放骨折）が、そっとタマキに耳打ちした。


    　なんか言った？　とタマキが聞き返すよりも先に、再び檻が開かれ、入り口付近で密集していた４班パーティーへとモンスターが突撃した。硬い蹄ひづめが地面を抉えぐり、土煙を巻き上げる。


    　タマキを除いた３人の学生は、モンスターの迫力に圧おされるように散開する。３人は、消極的に見られて評価を下げられないよう反撃の機会を窺うかがうフリをしつつ、モンスターから必要以上に距離を取った。


    「よしきた！」


    　タマキはひとりセンターに残り、長めに持った槍やりを勢いよく前に突き出した。槍そう術じゆつを習うまでもなく、誰にでもできる平凡な突き。それが、でたらめなスピードで繰り出される。


    「ほあぁ～！」


    　槍先は２本のツノの間かん隙げきを縫ぬい、モンスターの顔面を正確に捉えた。簡単なように見えて、恐怖とは無縁の者──真の強者にしかできない芸当だった。


    　モンスターの額ひたいに槍が突き刺さり、派手に赤紫色の血が噴ふき出す。だが、それでもモンスターの突進は止まらなかった。槍の先端がモンスターの頭ず蓋がいを貫通したにもかかわらずだ。


    　凶暴な形状をしたツノと、巨体の重圧が、軽装のタマキの体に襲いかかる。タマキは奥歯を嚙かみしめ、重心を下げて向かい入れる。足あし下もとから、ずるずるとソールが滑る音がした。


    　槍はずぶずぶとモンスターの体内へと飲まれていくが、モンスターの勢いは止まらない。気づけば、タマキはモンスターの生温い鼻息がかかる距離まで接近していた。


    　鼻息で飛ばされたモンスターの血がタマキの顔にかかる。まだ温かい血は、とんでもなく臭くさく、生理的に受けつけられないにおいがした。


    　モンスターの呼吸音や体温を直じかに感じ、さすがのタマキも自分の身が危険にさらされていることを痛感した。


    （うひゃ～、このままじゃ潰つぶされちゃうよ～）


    　単純な肉体同士のぶつかり合いになれば、眼前のモンスターより軽いタマキに勝ち目はない。


    　タマキは槍やりから手を離すと同時に、モンスターの胴の下へと滑りこみ、巨体との接触を回避しようとする。細身の体型が幸いして、モンスターの股こ間かんを通り抜けることができた。


    　モンスターは、勢い余ってタマキの後ろにあった石の壁に激突していた。震動が伝わって、室内全体が揺れる。ざらざらとした灰色の壁面に、大きな亀き裂れつが入っていた。


    　すぐさま撥はね上がるように立ち上がったタマキは、自分の体に意識をやる。


    　──外傷はない。さらさらの長い髪が少しぱさついただけ。


    　槍に貫かれたままでいるモンスターは、既に思考力を失っていた。残っているのは闘争本能と運動神経だけだった。


    　槍が気になるのか、モンスターは壁に何度も頭を打ちつける。しかし、それで頭部の異物感が消えることはなかった。異物感を消し去りたいがために繰り返された頭突きが、壁の亀裂を広げていき、ついには壁を崩壊させた。このままではモンスターが闘技室から出てしまう。


    「いかん！」


    　慌あわてて教官は柵を飛び越え、モンスターを捕獲しようとしたが、教官が着地する頃には、既にモンスターは壁に開いた穴を通り抜け、闘技室から外へ出ていた。モンスターを檻おりに入れ直す役割を任せられている教官補佐ふたりが室内になだれこんだが、これまた一歩遅かった。


    「待て～牛丼～！」


    　タマキは、疾しつ風ぷうのごとき速さでモンスターを追いかけていった。


    　タマキ以外の４班の学生たちは、呆ぼう然ぜんとしてモンスターを追いかけるタマキを見送っていた。


    「やられたな……」


    　瓦が解かいした石の壁を見て、教官は鼻の先をぽりぽりと搔かいた。古ぼけた築ウン十年の校舎だが、闘技室は用途が用途なので、定期的にリフォームしている。そのため、壁が脆もろくなっていたとは考えにくい。モンスターの潜在能力を甘く見ていたことを認めるしかなさそうだ。


    「……急いで処分しろ」


    　教官補佐は引き締まった声で「はい」と返答しつつ、闘技室から走って出ていった。


    （あっちは鍛か冶じ室か……）


    　４班の学生は、鍛冶室で実習中の学生たちを案じた。鍛冶室では今頃、タマキの弟が授業を受けているはずだった。


    （タマキさんの〝本気〟が出ちゃうかもなぁ～。大惨事にならなきゃいいけど……）
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    　タマキには、彼女そっくりの容姿を持つ双子の弟がいた。その、パッと見、女の子にしか見えない妹と見み紛まがう弟──ユウキは、同じ学園ギムナジウムの職人学科に属しており、今日も一階の鍛冶室で授業を受けていた。


    　ユウキは左手に持った大降りのペンチで、真っ赤になっている鉄の塊を作業台の上で固定した。右手に持ったハンマーで鉄塊を叩たたくと、破裂音と共に鮮烈な火花が飛び散った。２度、３度と叩いていくうちに、飛び散る火花の量は減っていった。


    「ふぅ」


    　ユウキは額ひたいに浮かび上がった汗を袖そでで拭ぬぐい、顔を上げてひと息ついた。すると目の前に筋肉質なケツがあった。ケツ毛のない、手入れの行き届いた、もしケツの品評会があれば優勝間違いなしの端たん正せいなケツであった。


    「ふィー、あっちィねェ」


    　ユウキの目の前の席に座っているケツ（男子学生）は、白い褌ふんどしを好んで着用することで有名で、今日も褌と法はつ被ぴだけという祭男風の格好で作業に勤いそしんでいた。角張ったケツが露出しているのは、そのような格好のせいだった。


    　ここディアプレペス東第二ギムナジウムでは、学生の服装を指定しておらず、完全自由。このクラスには男子学生しかいないこともあってか、彼の褌姿を咎とがめる者はいなかった。


    　問題は、なぜか彼が非常に高い確率でユウキの目の前の席に座るということだった。さしてユウキと仲がいいわけでもない彼が、こうも毎回毎回、目の前の席に座っていることにユウキは違和感を禁じえなかった。


    「…………」


    　なんであれ、授業のたびに引き締まったケツを見せられる身にもなってほしい。暑苦しいったらない。ただでさえ、鍛冶室内は何十人もの男子学生たちが発する熱気に包まれているのだ。視覚からも暑さを感じさせられては、堪たまったものではない。


    （うああ……）


    　ユウキは暑さのせいでぼんやりとした眼で、ケツの割れ目に食いこんだ褌を見ていた。玉の汗がムキムキしたツルツルのケツを滑り落ちていき、椅い子すを伝って、床に水溜まりを作った。


    　他人の汗を見ていたら、無意識のうちに自分の汗に意識がいっていた。汗については、ユウキも他人のことをとやかく言えなさそうだ。ユウキは眉まゆに溜まっている汗を袖で拭った。


    　蒸し暑い鍛冶室内で、わざわざユウキが長袖の服を着ているのには、理由があった。コンプレックスのある肌や体型をさらしたくないからだ。公衆浴場で蜂の巣にされそうなほどの鋭い視線を浴びて以来、彼は肌の露出を増やすことに対して強い抵抗を覚えるようになっていた。


    「ユウちゃん、汗拭いたげるよー」


    　そう言って、ユウキの了解を待たずに、クラスメイトがユウキの首筋に木綿のハンカチを当てた。ユウキは〝ビクゥ！〟と体に電気でも通ったかのような反応を見せた。


    「いいって。自分で拭ふくよ」


    　ユウキはあからさまに鬱うつ陶とうしそうな顔で応じた。


    「いいからいいからー」


    　男子学生はユウキの態度を意に介さず、楽しそうに汗を拭き取ったのち、立ち去った。一連の行為が、ユウキには新手のテロのように感じられた。


    　去っていく男子学生が、汗を拭いたハンカチのにおいを嗅かいでうっとりしている姿は見なかったことにして、ユウキは作業を再開した。


    「どうだ？」


    　漠然とした問いかけをユウキに投げたのは、鍛冶室ここでの授業を担当している教官だった。


    「今のところ大丈夫です」


    　大丈夫じゃないのは、この部屋にいる人間たちだった。が、それを指摘する度胸がユウキにはなかった。それに、大丈夫じゃない人々の中には、この教官もしっかり含まれている。


    「姿勢がなってないな。もっと脇わきをしめて 腕はこう……」


    　丁てい寧ねいに指導してくれる、いい教官なのだけれど、ボディタッチがやたら多いのが気がかりだ。


    　でもそれは、同性が相手だからできる丁寧な指導の一環で、手取り足取り教えてくれることは、悪いことではないはずだ。猫背がちなぼくの姿勢に問題があるのは事実なんだろうし、なにより、同性相手にセクハラだなんてありえない。


    　ありえない……はず。


    「……もう大丈夫です。ありがとうございました」


    「なにかあったら、すぐに言えよ？」


    　教官は名な残ごり惜おしそうな顔をして離れていった。


    　その教官と入れ替わるようにして近づいてきたのは、隣の席で作業していたチェック柄がらのシャツを着ている男子学生だった。毎日、似たようなチェック柄のシャツを着ている彼は、焼き入れに使う水をバケツいっぱいに入れて持ち歩いていた。


    　フラフラと歩いている男子学生の姿を捉とらえたユウキは、経験からくる嫌いやな予感を抱いて、反射神経を研ぎ澄ませていた。


    「おっとっと！」


    　彼は何も躓つまずくものがないところで足を滑らせて、ユウキに向かってバケツの中身をぶちまけてきた。


    　しかし、ユウキはバケツから飛び出た水を、すんでのところでかわす。


    （危なかった……）


    　目を離さなくて正解だった。半なかば強制的に脱衣キヤストオフさせられるところだった。ここ最近は、チェック柄がらの服を着た人に近づかれるだけで危険を感じるようになってしまったが、その嫌なクセのおかげで助かった。


    　ユウキは足を滑らせた男子学生に、やや怒りを込めた視線を送る。


    「ここ、よく滑るんだよねー」


    　これで何度目になるかわからない言い訳だった。仮に、本当によく滑るのだとしても、滑りすぎである。注意力散漫で片づけられるレベルじゃない。めがっさ可愛かわいいドジっ子にしか許されないレベルだ。どうすればそんなに滑るのか教えてほしい。


    （ダメだ……もう保もたない……！）


    　ユウキの精神的衛生状態は、良好とは言いがたかった。


    　雅みやびの国の鍛か冶じ師し──刀とう匠しようは、製作する刀に魂を込めるため、鍛たん金きん中、極限の集中力を発揮し、周囲の景色や雑音が消えた世界に入り、金属の声を聞くという。ぼくにもそれくらいの集中力があればよかったのだが、それができたらギムナジウムになんか通ってないって話だ。


    （どうしてこうなった……）


    　入学前は、ＳセクシヤルＨハラスメントＰプリベンシヨン制度があるセクハラに厳しい学園ギムナジウムと聞いていたんだが……ＳセクシヤルＨハラスメントＰパフオーマンスが激しい学園の間違いだったとしか思えない。


    　ユウキは憂うれいに沈んだ顔をして、この環境を心の中で嘆いていた。


    　ドオン、という轟ごう音おんとともに、頭に槍やりを生やした水牛型モンスターが廊下側の壁をぶち抜いて鍛冶室に飛びこんできたのは、そんな時のことだった。


    「うわっ、うわっ！」


    　突然目の前にモンスターが現れた。学生たちが反射的に腰を上げて後ずさる。慌てて立ち上がったはいいが、腰を抜かして尻しり餅もちをついたり、工具が収納されたワゴンを倒して工具一式を床に散乱させてしまった者もいた。


    　無機質な石張りの床に、ぽたぽたと血を垂らしながら、モンスターは空きスペースのない鍛冶室ごと、戦闘力のない生活学部の学生たちを蹂じゆう躙りんした。


    「みんな落ち着けぇ！」


    　先ほどユウキの汗をハンカチで吸収していった学生が、大声でクラスメイトに呼びかける。


    「こういう時のために避難訓練をしてきたんじゃねえか！　今こそ、おかまを思い出せ！」


    「違う！　おかし、だろ！」


    　別の男子学生が、芝居がかったツッコミを入れる。


    「それそれ。捺おさない、書かない、喋しやべらない」


    「違うだろ！　そんなヤクザに囲まれて、連帯保証人になることを強要されている弱者のための標語じゃねえ！　避難時は、押さない、駆けない、喋らない！」


    「おもむろに、屈んで、しごかない、じゃねえのか……？」


    「じゃねえよ！　大幅に遠のいたよ！　お前、避難する気ないだろ!?」


    「そういや、おはしってのもあったよな。幼い、儚はかない、喋しやべらない」


    「お前の好きなタイプだろそれ！　……つーか、地震や火事の際の避難シミュレーションが、今みたくモンスターが教室に入って来てる時、役に立つか……？」


    　ツッコミ担当が、やっと根本的な問題に気づいた。


    「ええい、もうなんでもいい！　逃げっぞ！」


    　この学生たち、頭はともかくとして、運はよかった。彼らが座っていたのは教室の隅の方で、モンスターの視界に入りにくく、比較的安全だった。それは角席のユウキにも当てはまった。


    （このまま嵐モンスターが過ぎ去るまで、じっとしていよう……）


    　とユウキは思っていたが、瞬またたく間に別の問題が浮上してきた。


    （まずい……）


    　この席は男に包囲されている。


    　いつの間にか部屋の角に溜たまる埃ほこりのように、ユウキの周りには男子学生が群がっていた。


    「ユウキちゃん、大丈夫だからね。キミはボクが守るから」


    「いやいやオレが」「いやいやオイラが」「いやいや私が」「ミーが」「ワイが」「マロが」「オレっちが」「ボクちんが」「我ワレが」「小生が」「俺様が」「当方が」「某それがしが」「朕ちんが」


    　──どんだけ一人称多彩なんだよ。


    （そんなこと言ったって、こんなに固まっちゃ……）


    　モンスターが教室の角に狙ねらいを定めて突進してくる。ユウキの懸け念ねんが現実になった。


    　ひとりの男子学生が前に出て、ユウキを振り返り、凜り々りしい笑顔を見せて、言った。


    「キミのためなら死ねる！」


    　──ドサクサに紛まぎれてなに言ってんだ。


    「ボクは、キミのためにこそ死ににいく！」


    　愛が怖い。


    「うおおおおおお！」


    　男子学生はユウキの前に立ちはだかり、モンスターの体当たりを一身に受けた。


    　男子学生は力尽きた。


    「えええ!?」


    　瞬殺とはこのことか、とユウキは呆あきれたが、それでも彼が犠牲になってくれたおかげで、自分の身が守られたのは確かだった。


    「あのバカ……無茶しやがって……」


    「かっこいいじゃねえか、クソッ！」


    「よし、オレたちも壁になるんだ！」


    「ワーッ！」「ワーッ！」「ワーッ！」


    「ワアアアアアアアアアアアアアア！」


    　ユウキの前に学生たちが集まっていき、肉体の障しよう壁へきが顕けん現げんした。


    「鍛か冶じ場ば」だけに、バカ力ぢからが発揮されていた。彼らのユウキを守りたいという思いは本物だった。周りがサウナ化した代わりに、ユウキは一時的に安全を得ることができた。


    『すごい熱気やなぁ～』


    　唐突に、幼い少女を思わせる、甲かん高だかい声が響いた。


    　ユウキが横に目をやると、背中に小さな白い羽を生やした妖よう精せいが浮かんでいた。


    　少年のようにも少女のようにも見える中性的な顔に、黄緑色の布切れを身につけた瘦そう軀く。その姿は、妖精としか言い表わしようがないように思われた。


    『あんちゃん、愛されとるな～』


    　妖精はいたずらっぽい笑みを浮かべた。


    （シルフちゃん、お願いだから黙ってて）


    　妖精はユウキにしか視みえていなかった。


    　入学前──数か月前から、ユウキは一日に一度は妖精の幻覚を視るようになった。『ウチの名前はシルフっていうんや～』と言うので、ユウキは暫ざん定てい的てきに「シルフちゃん」と呼んでいる。かかりつけの精神科医が言うには、あまり意識しない方がいいらしいので、ユウキは自然体で幻覚と接するようにしていた。


    『つまらんな～』


    　ユウキが不機嫌そうにしているのを察したのか、シルフは緑色の気体に変化し、空気中に溶けて消えた。賢い幻覚で助かった。


    「……くっ！　もたない！」


    「もう無理だ！　限界だ！」


    「あとは任せたぜ……っ！」


    　学生たちはモンスターに吹っ飛ばされたり轢ひかれたりされ、一方的に虐ぎやく殺さつされていった。肉の壁は薄くなっていく一方。そろそろ遮しや蔽へい物ぶつとしての機能を失いつつある。


    「こうなったら、これしかない！」


    　男子学生はユウキの体に覆おおい被かぶさり、その身を盾たてにした。


    「ぎゃああああ！」


    　押し倒される形になったユウキは悲鳴をあげた。男に抱きつかれる趣味はなかった。


    「ほあああ！　ユウちゃんの！　ユウちゃんのにおい！　いいにおい！　いいにほひ！」


    　男子学生はユウキの胸に顔を埋うずめ、鼻を擦こすりつけた。彼は「どうせ死ぬんだから最期くらいイイ思いさせろ！」と欲望に忠実な行動を取っていた。


    「ひぃぃいいい！」


    　二重の意味での悲鳴だった。モンスターの蹄ひづめの音が近づいてきていたのだ。


    「誰かっ、誰かぁぁあああ！」


    　ユウキは見慣れた天井に向かって助けを求めたが、鍛か冶じ室しつは死し屍し累るい々るいの様相を呈しており、ユウキを助けられる人はいなかった。


    　この時より、一瞬前までは。


    「あたしのユウくんに、なにしとんじゃワレェェエエエ！」


    



    　モンスターよりも速くユウキに駆け寄ったタマキは、ユウキの上に覆おおい被かぶさっていた男子学生の背中に左ひだり膝ひざを乗せると同時に、左ひだり太ふと腿ももを軸にしての右膝蹴げりを放った。


    　変則シャイニングウィザード。側頭部へのクリーンヒットを受けた男子学生は、硬い床をごろごろと転がっていき、壁にめりこむことでようやく止まった。


    　間かん髪はつ容いれずに、モンスターの体当たりがタマキを襲った。飛び蹴りの直後で、初めから宙に浮いていたタマキの体は、踏ん張りの利きかせようがなく、いとも容た易やすく吹っ飛ばされた。


    （……いや、先モンスター倒してよ！）


    　優先順位がおかしいよ、とユウキがツッコミを入れる暇ひまはなかった。


    　しかしタマキは猫のように空中で体勢を制御し、重力を感じさせない動きで、壁に着地した。その際にかかった負荷が、タマキの腱バネの反発力を強める。


    　モンスターの額ひたいに刺さった槍やりへと、壁から一直線にタマキは跳んだ。人間を大砲で飛ばしても、これだけの速度は出ないんじゃなかろうかと思う速さで、タマキはモンスターに迫る。


    　タマキは接触するなり、モンスターの背中から飛び出ている槍を強引な手つきで引っこ抜いた。魔物の頭が弾ける。血が派手に噴ふき出て、タマキの服を汚よごした。鍛冶室に血の雨が降った。


    　脳のう漿しようをブチ撒まけられ、運動中枢を破壊されたモンスターは、平へい衡こうを失いぐらりと傾き、ずずん、と低い音を立てて倒れた。モンスターが立ち上がる気配はなかった。


    「……姉ねえさん、助けてくれてあり──ぐえっ」


    　タマキは倒れっ放しでいたユウキの上に飛び降り、問答無用で馬乗りになった。


    「ユウくんのばか！　ばかばかばか！」


    　パァン！　パァン！　パァン！


    「おごほっ！　ぐあばっ！　ひでぶっ！」


    　タマキに馬乗りになられ、一方的にボコボコにされているユウキだったが、彼の表情に浮かんだものは憤いきどおりでも苦痛でもなく、悦よろこびだった。


    「あはっ、あはっ、あははブッ」


    　──姉さんのドメスティック・バイオレンス……何度食らっても最高さ！


    　この痛みだけが、ぼくに生きているっていう実感を与えてくれる気がするよ。


    「も～。ユウくん、あたしの知らないところで男とイチャイチャするのやめてよね～」


    　好きでしているわけではない。


    「……姉さん、早くどいてくれない？　重おもグフッ」


    　──姉ねえさんのヒップ・ドロップ……何度食らっても最高さ！


    　この痛みだけが、ぼくの曖あい昧まいな輪りん郭かくを縁取ってくれる気がするよ。


    「あたし、そんなに重くない～！」


    　タマキが素早く立ち上がりながら言った。


    　腹をさすりながら、ユウキものろのろと立ち上がった。


    「まぁともかく……ありがとう姉さん。助かったよ」


    　事後にしか見えない乱れた衣服を整えつつ、ユウキはタマキに感謝の気持ちを伝えた。


    「いいってことよ～」


    「うん……でも、ちょっとやりすぎちゃったかもね……」


    　ユウキは先ほどタマキの変則シャイニングウィザードを食らった、今は力なく壁にもたれかかっている男子学生を見て言った。


    　同情したい相手ではないが、死んではいないかと不安になる。念のため、脈の有無を確認しておいた方がいいんじゃなかろうか。


    「……なんで先にモンスター倒さなかったのさ？」


    　ユウキは振り返って尋ねた。ついさっき、タマキに訊ききそびれたことだった。


    「姉として、弟が痴ち漢かんに襲われていたら、助けてあげなくちゃと思うでしょ～？」


    「いや、モンスターが先でしょ」
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    　痴ち漢かんも大いに問題アリだが、モンスターは直接生死に関わるのだから。


    「ユウくん、男としての尊厳を奪われてもいいの!?」


    「全然よくないけど」


    　そんなマジな顔して訊きかれると、困っちゃうんですけど。


    「でも、尊厳より命の方が大切だとは思うんだよ」


    「命よりも、尊厳とか名誉とか誇りの方が大事だって、先生が言ってたよ～」


    　これだから騎士学科は……。


    「……ん？　う、うわぁ！」


    　ユウキが視線を倒れている男子学生に戻すのとほぼ同じタイミングで、壁がガラガラと音を立てて崩壊した。闘技室と違って、鍛か冶じ室しつの壁はオンボロ校舎なりの強度しか持っていなかった。男子学生とタマキの衝突で、壁は一気に寿命を削り取られてしまったようだ。


    「……どうするんだろ、これ……」


    　壁に大きな穴が開いて、外の駐車スペースから光が差しこんでいた。


    　この国では、馬車を使った輸送が盛んに行われている。登下校の時間には、ごく一部の、上流階級出身の教官や学生が馬車で登下校している姿も見られる。そのための駐車スペース。


    　そこに、黒い影が映っていた。初め小さな点だった影は、徐々に大きくなり、この世のものとは思えない形状へと変化した。


    　なにかが降りてくる。ユウキは外に出て、空を見上げた。


    　後光が差していた。太陽を背負っているのだから当たり前なのだが、なぜか酷ひどく神秘的に感じられた。それは、ユウキが久しく触れることのなかった〝非日常〟そのものだったからかもしれない。


    　上半身は鷲わし、下半身は獅し子しの姿を模かたどった、合キ成メ獣ラ型モンスター──グリフォンが降下してきた。砂すな埃ぼこりを孕はらんだ風が、グリフォンからユウキに向かって吹いてきた。顔を背そむけたくなるほどの風を浴びても、ユウキはグリフォンから目を離せなかった。


    　グリフォンは水の国アトラスの王立研究機関ムセイオンが発明した、人が空を移動するための手段だ。


    　アトラスでは、他国に比べ錬金術や魔導に関する研究が進んでいる。グリフォンは、人間への忠誠度の高い便利なモンスターを人工的に作るプロジェクトの数少ない成功例で、唯一実用化された人造モンスターだった。グリフォンと野生モンスターの違いは、犬と狼おおかみの違いに似ている。人あるじへの依存度が大きく異なるのだ。精神的自立度の相違と言い換えてもいい。犬と同じで、人が管理してやらないと、グリフォンは九割がた死滅してしまう。


    　そのような乗り物として作られたモンスターであるのだから、当然、ユウキの前に現れたグリフォンにも、人間が乗っていた。


    　グレーベージュのマントを羽織った、長ちよう身しん[image: ]そう軀くの男だった。服装や顔つきから、都会的な雰囲気を醸かもすその男は、場違いな格好をしているとしか言いようがなく、牧歌的なこの国デイアプレペスの風景になじんでいなかった。


    　男は颯さつ爽そうとグリフォンから飛び降りると、ユウキのいる方に向かってツカツカと歩いてきた。脚が長く、歩幅が広いため、あっという間に男はユウキの目の前に着く。男はユウキの後ろ──崩壊している外壁を見ていた。


    「この校舎は老朽化が進んでいるようだな、ゴータマ・キ・ギルガメシュ」


    　男はユウキを見て言った。傲ごう慢まんな態度ではなかったが、やけに冷れい徹てつな物言いだった。抑揚のない平坦な口調のため、セリフから感情が汲くみ取りにくい。


    　異種族に突然話しかけられた子供のように、ユウキはうろたえた。


    「タマキは、ぼくの姉です」


    　とりあえずユウキは訂正した。


    　男はあっさりと理解を示した。彼はタマキに双子の弟がいることを知っていたようだ。


    「君が問題の弟か」


    　ユウキは見ず知らずの男に〝問題の弟〟呼ばわりされて、戸惑いの表情を濃くした。


    「あなたは何者ですか？」


    「アトラス王に遣つかわされた者だ。王の遣い、とでも言おうか」


    　その言葉が噓うそではないことを、グリフォンが証明していた。


    　王族に認められた者でなければ、王族のみが保有するグリフォンに乗ることは許されない。財力カネさえあれば誰でも乗れる馬車とは違うのだ。


    「ユウくん、どうしたの～？」


    　まだ意識のあった学生何人かと一緒に、血みどろのタマキがやって来て言う。


    　ユウキの後ろに現れたタマキを見て、王の遣いは「幸さい先さきいい」とつぶやいた。


    　王の遣いはマントの内側に手をやり、胸ポケットから片眼鏡モノクルを取り出した。


    　モノクルは世界各地で発見されている幻想遺物オーパーツの一種だった。


    　オーパーツは一般的な道具や武器と異なり、空気中の霊的エネルギーマナを利用して超現実的な現象を引き起こす機構システムが備わっている。例えばこのモノクルなら、レンズに映ったものを解析し、情報やデータを視界に表示することで、装備者の視界を拡張現実にすることができた。


    　モノクルをかけた王の遣いは、若い学者か研究者のように見えた。王の遣いはタマキの顔をじろりと見た。数秒後、タマキの情報がレンズに出力された。タマキの強さを裏づける、すさまじい数字が並んでいた。


    「確かに」


    　確認が取れて、王の遣いは心なしか満足げだった。


    「この人は～？」


    「姉ねえさんの知り合いじゃないの？」


    　王の遣いはタマキの顔写真を確認してきただけで、直接の面識はなかった。


    「私は、君を迎えに来た」


    　タマキの前に立って、王の遣つかいは用件を述べた。


    「……開拓船の件ですよね～？　それなら、お断りしたはずですけど～？」


    　開拓船と聞いて、学生たちがざわめいた。


    　自分たちの住んでいる浮遊大陸の外には、どこまでも海が広がっている。そこは巨大海獣型モンスター──人類には到底太刀打ちできないバケモノたちの生息域で、これまでに浮遊大陸から外へ鳥型モンスターや滑空機グライダーを使って出て行った者は、すぐに引き返してきた者を除いて、ひとりも帰ってきていない。だから大陸の外には、海しかないと思っている人が多数派だ。


    　でも、もしかしたら……外界の海も、浮遊大陸上の海と同じように有限で、ここ浮遊大陸と同じような文明を持つ世界が、どこかにあるのかもしれない。


    　それを確かめる手段になりうる幻想遺物オーパーツが見つかった、というニュースが流れたのは、今から半年ほど前のことだった。その大型船舶の形をした空飛ぶオーパーツを、所有国であるアトラス王国は開拓船と称し、全国から優秀な乗船者を募った。


    「君は、弟が乗船しないことを理由に、開拓船への参加を断ったそうだな」


    「いけませんか～？」


    「いけなくはない。ただ、君の乗船を望む声が多いのも事実だ。そこで、我われ々われは君の弟に、特別に乗船権を与えることにした」


    「ぼくに？」


    「ああ」


    　王の遣いはモノクルを介して、品定めをするような目でユウキを見た。ユウキはこの場に居づらそうに後頭部を搔かいた。


    「……血が繋つながっているとは思えないくらい差があるな」


    　ユウキの能力値は、どれもタマキより貧弱だった。それどころか人並み以下だった。適当にそこらへんの学生を捕まえてきた方が、まだいい数字が得られそうだ。


    「君ら、本当に姉弟か？」


    　王の遣いは不思議そうな顔をした。


    「もちろんですとも～。見ればわかるでしょ～？」


    「そうなんだが……」


    　よく似た双子ゆえに、血が繋がっていることは誰から見ても明らかだった。が、双子ゆえに、なおさら身体能力の差が王の遣いには疑問に感じられた。体型も違わないというのに、ここまで差が出るものだろうか？


    「……まぁともあれ、これで君が乗らない理由はなくなった」


    　王の遣いはタマキを見て言った。


    「だって。ユウくん、どうする？」


    　タマキはユウキを見て言った。


    「姉ねえさんはどうしたいの？」


    　ユウキはタマキを見返して言った。


    「あたしはどっちでもいいよ～。ユウくんが決めちゃって～」


    「そんな軽く言われても……」


    　姉さんにとっても、重要な選択だ。それをぼくが決めてしまっていいのだろうか？


    「乗船を拒否した者は、君の姉ぐらいなものだ」


    　ギムナジウムに通っている者の多くは、冒険することに憧しよう憬けいを抱いている。まだ見ぬ地平を求めている。そういった者が、開拓船に乗ることを拒む理由などない。


    「期間は１年間を予定している。乗船者には、各々が所属するギムナジウムの１年分の単位を付与する。留学すると思えばいい。かかる費用は、一切をアトラス王国が負担する。乗船者が支払う金額は０クレイト。無タ料ダだ」


    　裏があることを疑いたくなるくらい、うまい話に聞こえた。


    「無料といっても、乗船する学生は、いろいろな係に就ついてもらって、それぞれ仕事をしてもらうがな。そこは、持ちつ持たれつだ」


    　王の遣つかいは簡単ながら説明を終え、返答を待つ姿勢に入った。「さぁ、どうする？」という、返答を急せかす声なき声が、ユウキには聞こえた。


    「父さんと話し合わせてくれませんか？」


    　ユウキはあまり乗り気ではなさそうだった。


    　変わった学生もいたものだな、と王の遣いは不思議に思った。


    「……君の父親には、もう既に話をつけてきてある。君の意思で決めていいんだ。──いや、君の意思で決めるべきなんじゃないか？　君はもう、それなりの年と齢しなのだから」


    　それは、10代後半という、子供と大人の境界にある少年の心をくすぐる言葉だった。


    「……わかりました。乗ります」


    　断れる雰囲気ではなかった。粘るのが面倒くさくなってきて、ユウキは微かすかにうなずいた。


    「よろしい。……さぁ、乗れ」


    　間近で見るグリフォンは、空を飛ぶ生物としてはありえない素晴らしい体格をしていた。どんなに優れた翼を持っていても、体重が重ければ空は飛べない。なのにグリフォンが優雅に空を飛べるのは、オーパーツと同じように、霊的エネルギーマナを利用して超現実的な現象を引き起こす器シス官テムを備えているからだ。それはモンスターの特権で、人間や動物には真似できない。


    「と～うっ！」


    　タマキはひとりで先にグリフォンの背中に飛び乗った。


    「ほぅ。大した度胸だ」


    　続いて、王の遣いがタマキの後ろに腰を下ろした。


    「……あのー、ぼくはどこに乗ればいいんでしょうか？」


    　怖おじ気けづいているうちに、ユウキの座るスペースがなくなっていた。


    　グリフォンの背中に固定された革かわの鞍くらは、ふたり乗りがせいぜいで、３人で乗るには無理があった。翼の動きを妨げないよう、鞍が小さめに作られているせいだ。


    「君はそれを使え」


    　王の遣つかいが指さした場所にユウキが目をやると、そこにはロープが落ちていた。


    「…………」


    　これでどうしろと言うのだ。


    「そのロープは、グリフォンの首に巻きつけてある。それに捕まれ」


    　無茶を言わないでください。


    　林りん檎ごを握り潰つぶす握力と、無む尽じん蔵ぞうの体力の持ち主である姉ねえさんなら、きっといけると思うのだが、だからといって代わってくれと懇願することは、情けなくてできなかった。


    「準備できたか？」


    「いや、ちょっと待ってください」


    　やるっきゃない、と決意を固め、ユウキはロープを手に取った。ロープの先端には、頭がギリギリ入りそうな直径の輪っかがついていた。


    　……首吊りしよけい用かよ！　なんでこんなロープを使ってんだ。


    「末端に輪があるだろう？　それに足をかけるといい」


    　納得させられてしまった。


    　首吊り用なら、強度も信頼に足るだろう。簡単に切れてしまっては、役割を果たせないだろうから、つくりは悪くないはずだ。騙だまされているとか思ったら負けだと思っている。


    「摑つかまったな。では、行くぞ」


    　王の遣いはグリフォンに鞭むちを入れて、離陸のために走らせ始めた。


    「ちょ、ちょ……ちょぉぉおおお！」


    　ユウキはロープだけは決して離すまいと死ぬ気で握りしめた。


    　気づくと、ユウキの体は地を離れ、空へと舞い上がっていた。


    「うわー！」


    　グリフォンの上でタマキが歓声をあげた。


    「うわぁぁあぁ！」


    　グリフォンの下でユウキは悲鳴をあげた。


    



    　……こうして、姉弟の長い冒険が始まった。
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    　浮遊大陸アトランティスにおける人間社会は、10の王国によって成り立っている。それぞれ言語や通貨こそ共通のものを使用しているが、国民の生活スタイルや法律は国によりけりだ。


    　ユウキたちが住む花の国ディアプレペスは、過ごしやすい風土に恵まれており、花の国という字あざなが表わすように、国土の半分近くを占める平原には、美しい花々が春い夏ち秋ね冬んを通して咲き誇る。安定している温暖な気候、高い食料自給率、低い人口密度といったストレスフリーな環境が、国民の穏和な気質を育はぐくんでおり、人間同士の諍いさかいも少ない。


    　しかし、そんな平和な国だからこそ、刺激を求めて冒険者になる道を選ぶ者がいる。


    　冒険者になる方法は簡単だ。最低限度の生活用品を詰めこんだ鞄かばんひとつ持って、目的地のない旅に出ればいい。旅の最中、魔物モンスターを狩り捕らえ、財宝トレジヤーを探し求め、素材マテリアルを採集することで生計が立てられれば、もうそれだけで立派な冒険者といえる。


    　だが、それだけのことを達成するのが難しい。それに冒険者は、モンスターに腸はらわたを食いちぎられて死ぬかもしれない。罠トラツプに引っかかって身動きが取れなくなり、野の垂たれ死じぬかもしれない。洞窟や森の奥地で迷い、人目のつかない場所で餓死するかもしれない。そういった〝無惨な死〟という危リ険ス性クを背負っている。冒険者はリスクを減らすため、実力をつけなければならないが、冒険のやり方を教えてくれる者は少なく、危険とわかっていながら冒険に出て経験を積むしかない者も多数いた。


    　そこで設立されたのが、冒険者を志す若者のための教育機関、ギムナジウムだった。


    　ギムナジウムは、入学者に実践的な戦闘訓練やサバイバル術の指導を行った。ぶっつけ本番の冒険旅行に出ざるをえなかった冒険者の卵たちは、それなりの経験と実力を身につけた状態で、初めての冒険の旅に出ることが可能となった。


    　世界首都にしかなかったギムナジウムは、評判のよさから、瞬またたく間に世界中に広がっていき、冒険者を志す若者がギムナジウムに通うのは、常識的なことになっていった。いつしか若者は、冒険者を志望していなくても、自衛に必要な戦闘力、最低限の教養、食っていくために必要な技能を身につけるために、ギムナジウムに通うのが当たり前のようになっていった。学生の多様化に合わせて、ギムナジウムは学部・学科を増やしていった。


    　その世界各地にあるギムナジウムから優秀な学生を集め、開拓船の乗船員として活用しようというのは、界外開拓プロジェクトに関係している者の総意だった。そうすれば、開拓と同時に人材育成と人材管理もできて一石三鳥、というわけだ。


    



    　既にメトロポリスには、約３００人もの乗船予定の学生が集まっていた。タマキとユウキは最後の乗船生として、メトロポリスの上空にいた。太陽は沈み、空には代わりに青白い月が浮かんでいた。メトロポリスには、太陽よりも月の光の方がよく似合う。


    　メトロポリスは全域が海上都市となっている。上空から見ると、水路が蜘く蛛もの巣状に張り巡らされているのがわかる。街まち中じゆうに水路が走っている涼しげな景観は、モダニズムに富み、幻想的な雰囲気と近代的な雰囲気を両立させていた。


    　しかし、ユウキには、そのような風景を暢のん気きに眺める余裕などなかった。


    「限界でぇぇええええええっす！」


    　腕がっ、腕がぁぁあああ！　グリフォンに繋つながっているロープから手を離せば、確実に死がそこにある。


    「頑張れ。あと少しだ」


    　そう王の遣つかいに冷めた声で言われ、ユウキの顔が紅潮した。頑張ってるのに「頑張れ」と言われると、腹立たしいことこの上ない。


    「がんばれ～、がんばれ～、ユ～ウ～く～ん！　がんばれがんばれユウくん！」


    　緊張感のないタマキの声によるエールのせいで、ユウキの握力はさらに緩んだ。


    「もうすぐそこだ」


    　街の南端に位置する港が見えてきた。メトロポリスは外周一帯が港になっており、なかでも利用者数の少ない南区の港を、王族が開拓船の保管スペースとして借りきっていた。港には、大口径のスポットライトに照らされている巨大な船のシルエットがあった。闇やみの中に浮かび上がる開拓飛行船は、まるで小さな島か巨大な要塞のように見えた。


    　世界最大のオーパーツ、界外開拓飛行船トリプラヴィマナ。甲板に生えているマストや外装の各所には、浮力や推進力を生み出すプロペラやタービンが見えた。しかし、それだけでは、この巨体は持ち上がらない。翼を持たない巨体はグリフォン同様、空気中の霊的エネルギーマナを利用することで、物理法則を超越した飛行を可能にする。


    　開拓船の周囲には、ワイヤーを網状に編んで作られたガードフェンスが設けられていて、身分証なしに船に近づくことは許されなかった。海上には小型と大型、合わせて６隻の軍艦が配置され、開拓船を奪おう、ないしは破壊しようなどという輩やからがいても、ほぼ確実に撃退しうる戦力が結集していた。


    「着陸する」


    　王の遣いの宣言後、突如、ユウキの体がふわっと舞い上がり、上下の感覚がなくなった。


    「う、うわ、うわぁ！」


    　高所での無重力状態が、こんなにも人を不安にさせるものだとは知らなかった。


    「うぎゃああああ！」


    　手からロープがすっぽ抜けて、ユウキの体が飛び上がった。いつの間にか足が輪っかから外れていたことに、飛んでしまってから気がついた。ユウキの体はくるくると縦に回転した。体操選手の演技のフィニッシュを思わせる、躍動感溢あふれる飛行であった。


    　しかし、ユウキのバランス感覚では、着地フイニツシユまで再現することができなかった。


    「ぶべらっ！」


    　ユウキは固い地面を跳ね転がり、しこたま腰や背中や肩などを打ちつけて、防波堤に頭をぶつけたところで、ようやく停止した。


    「ユウくん！」


    　地面に倒れたまま脱力しているユウキの元に、タマキは駆け寄った。


    「ごめんね。代わってあげればよかったね。お姉ねえちゃん、ユウくんのこと買い被かぶってたよ」


    　それは事実かもしれなかったが、買い被られていた側の自尊心は深く傷つけられた。


    「立てる～？」


    「なんとか……はぐぅぅううう！　……けほっ、かはっ」


    　打ちつけた体中の痛みは半端ではなかった。地味に擦すり傷も痛かった。叫びすぎたせいで喉も痛かった。こんなに大声を連発したのは、何年ぶりどころか、生まれて初めてだ。


    「意外とタフなやつだな……」


    　王の遣つかいは苦笑とも驚きともつかない複雑な表情をしていた。


    　あんな体勢で落下して、よく意識があるものだ。姉に遥かに劣るであろう運動神経を貶けなすべきなのか、数字以上に頑丈な骨肉を褒ほめるべきなのか……。


    （……どうでもいいことか）


    　王の遣いはマントの内側に手をやり、高価そうな懐中時計を取り出し、現在時刻を見た。


    「間に合ったか。ふたりとも、ついて来い」


    　王の遣いはマントを翻ひるがえして歩き出した。タマキはユウキに肩を貸し、その背中を追った。


    「すごいね～」


    「うん……」


    　そんな芸のない感想しか出てこないほど、開拓船は巨大だった。これまでにアトランティスで見つかったオーパーツの中では、文句なしに最大のサイズを誇る。


    　これまで、空を飛ぶ技術を開発するため、現代の職人や錬金術師は研究を積み重ねてきたが、成果としてできあがったものは、グライダーとグリフォンくらいしかなかった。自由かつ安全に、長時間・長距離間を高速で移動し、しかも１０００人以上の人間や大量の物資を乗せて飛べる乗り物など、できるわけがないと考えられていた。この船が見つかるまでは。現行文明が暗黒時代以前の古代文明に追いつくには、まだまだ時間がかかりそうだ。


    　ほどなくして、船に乗りこむためのタラップがかかっている場所に出た。タラップの接続先は、甲板ではなく、船の前面に開いた口だった。グリフォンくらいの大型生物でも、余裕を持って中に入れる幅と高さがあった。


    　タラップの両りよう脇わきには、重そうな鎧よろいに身を包んだ警備兵がふたり、立っていた。顔まで覆おおう兜かぶとのせいで、その表情は窺うかがえないが、優しそうな表情をしているとは思えなかった。


    　王の遣いは顔パスで警備兵の横を通り抜けた。タマキたちもそれに続いた。


    　船内はタマキたちと同年代の男女──乗船する予定の学生たちでひしめきあっていた。


    　世界各地から集められたというだけあって、彼らの服装や立ち居振る舞いには、一貫性がまるでなかった。暑苦しそうなマキシ丈のローブを身に着けているのは砂の国、毛皮のフードを被っているのは氷の国の出身者だろう。はよ脱げや、とユウキは言ってやりたかったが、見ず知らずの他人相手にツッコむ勇気などあるわけもなく、横を無言で通り過ぎた。


    　袴はかま姿で腰に２本の刀を差しているのは、雅みやびの国の出身者で間違いない。優雅な曲線を描く打うち刀がたなは、雅の国の象徴ともいうべき武器だ。男性なのに羽飾りをつけて、派手なメイクを施しているのは、緑の国の出身者だろう。自然と対話するには、ああいった装飾が必要になるらしい。


    　ユウキたちと同じ、花の国の出身者と思われる、いわゆる田舎者っぽい人の姿はなかった。優れた冒険者や文化人は、過酷な環境から生まれるといわれており、平和な国である花の国の学園から選ばれた乗船者は、ふたりしかいなかったようだ。


    　船内の学生たちは、ユウキとタマキを物珍しげな目で見た。人目を引く双子の容姿のせいか、それともふたりとも服に血がべっとりとついていたせいか、注目されてしまっていた。タマキは四方八方から注がれる視線が気にならないようだったが、ユウキは居心地が悪かった。


    「これから各教室でミーティングが行われることになっている」


    　王の遣つかいは足を止めずに進んでいく。


    「ミーティングとは名ばかりの、自己紹介を兼ねた顔合わせだ。気軽に楽しむといい」


    　王の遣いは無表情のまま、そう言った。


    「は～い！」


    　タマキは遠足感覚でこの状況を楽しんでいたが、ユウキにはそれを楽しめるほど精神的な余裕がなかった。合意の上とはいえ、いきなり拉ら致ちされたかのようなめまぐるしい状況を「楽しめ」と、楽しくなさそうな表情で言われても、反応に困るというのが本音だった。


    　外から見た印象以上に広く感じる船内を歩くこと数分、教室が固まっているエリアに出た。階段を何度も上ったので、どちらかと言えば高層の方に位置すると思われる。


    「ユウくん、またあとでね～！」


    　騎士学科の教室前でタマキと別れて、ユウキは王の遣いの引率で空き教室に移動した。


    　黒板や机など、ひととおりの教具が揃そろっていたが、誰もいなかった。騎士学科の教室周辺には、それなりに人がいて、活気があった。ここには、それが全くない。


    （どうしてこんな部屋に……？）


    　ぼくのことは〝特別に〟乗せてくれると言っていたが、学生としてじゃないのか？


    「あの野郎……ここで待っていろと言ったのに」


    　王の遣いらしからぬ乱暴なセリフを聞いて、ユウキの挙動が不審になった。


    「少し、ここで待っていてくれ」


    　王の遣いは早足で去っていった。仕方なく、ユウキは無人の教室でひとり、机に顔を突っ伏して王の遣いが戻ってくるのを待った。


    　五分が経過し、十分が経過した。初めて来た慣れない場所で過ごすひとりの時間は、やけに長く感じられた。


    　ユウキはトイレに行きたくなった。というより、行きたいと思っている自分に、ようやく気がついた。肛こう門もん括かつ約やく筋きんが救いを求めていた。


    　迷いそうで不安だが、ここで漏もらすくらいなら迷った方がマシだと思い、ユウキは教室の外へ出た。廊下には誰もいなかった。


    　ユウキがトイレを探してうろうろと船内を歩き回っていると、突然、音もなく突進してきた猪いのししに撥はね飛ばされた。──猪!?


    「ごっふぅぅううう！」


    　な、なぜ船内に猪が……？


    　地面と平行に飛ばされたユウキは、壁にぶつかって、ずるずると崩れ落ちた。


    　廊下で力つきたユウキは、ドタバタと足音が近づいてくるのを感じた。


    　足音の正体は、腰のくびれたドレスを着た少女だった。


    「うわァ……死んだか、コレ……？」


    　少女はユウキの傍かたわらでしゃがみこみ、人差し指でユウキの頭を小こ突づいた。


    「な、なんとか……生きてます……」


    　さっきの無様な着地直後に比べれば、耐えられるレベルの痛みだった。肛門の方も奇跡的にセーフだった。セーフじゃなかったら、ユウキに返事をする余裕などなかっただろう。


    　それはともかくとして、ドレスの丈が短いせいで、床に倒れているユウキの視点からだと下着が丸見えになっており、目のやり場に困った。


    　普通、女性はしゃがむ時、股または意識して閉じるものだと思う。なのに、この人ときたら、お構いなしだ。ヤンキー座りというほどではないけれど、豪快というか、がさつというか。


    　他人の下着を何ページにもわたって解説するのもなんだし、ユウキは紳士であろうと心がけているつもりなので、彼は透け感のある艶なまめかしい下着に目がいかないよう努力した。


    「……あれ？」


    　ユウキは立ち上がろうとしたが、突進のダメージが足にきていて、ぺたん、と尻しり餅もちをついてしまった。


    「おいおい、大丈夫か？」


    　少女がハスキーな声でユウキに尋ねた。


    「すいません、ちょっと、足が……」


    「しょうがないなァ」


    　ユウキは少女に支えてもらい、どうにか立ち上がった。ヒールのついたパンプスのおかげで、ふたりの身長は同じくらいだった。タマキほどではないが、女性にしては背が高い。


    「すいません」


    　ユウキは少女に頭を下げた。そうしたら、タマキほどなくはないにしろ、主張の弱い彼女の胸が目に入ってきた。視線をどこにやればいいのか、判断に困ったユウキは、彼女と目が合わないよう気を遣いつつ、無難に顔を見ることにした。


    　勝ち気な印象を与える大きな目、長い睫まつ毛げ、通った鼻筋、頰ほおにタトゥー、耳に銀のピアス。飛び抜けた美人ではあるのだが、個性が強すぎることが窺うかがい知れた。普段のユウキなら、絶対に話しかけない、関わりたくないタイプだった。


    「どうした？　そんなジロジロ人の顔を見て」


    　少女は不思議そうな顔をしてユウキを見返した。


    「……もしかして、アタシのこと知ってる？」


    　少女は自分の顔を指さして、ぱああ、と華やかな笑顔を見せた。歯並びがいい。


    「あ、いえ、そういうわけでは」


    「なーんだ」


    　期待していた少女は、僅わずかながら落胆した。


    「それで、さっきの猪いのししは？」


    　ユウキは腰を手でさすりながら少女に尋ねた。


    「逃げた」


    「ああ、よかっ……たのかな？」


    　ユウキは少女の顔色を窺った。少女は考えこむような表情をしていた。

  


  [image: ]


  
    「とりあえず、キミが無事みたいでよかったよ。意外と硬いんだね」


    「はあ」


    　硬いというのは褒ほめ文句にあたるのだろうか？


    「……あの、学生の方ですよね？　それとも、先生？」


    「アタシ？　先生に見える？」


    　見えなくはなかった。ギムナジウムの教職には、20歳から就つくことができる。外見的には、若手の教官であってもおかしくない気がした。


    　けれど、疑問形で返したということは、この人は学生なのだろう。


    「アタシはアイ。芸能学科１年。ここで会ったのもなにかの縁だし、仲良くしてね」


    　すっ、と手を差し出されたので、ユウキはおずおずとアイの手を握った。アイの手の爪には、艶のあるマニキュアが丁てい寧ねいに塗られていた。こんなに女性らしい手は、見るのも触れるのもユウキにとって初めての経験だった。これでぼくと同い年だなんて……。


    「キミは？」


    　名前を尋ねられているのだと気づくのに数秒かかった。


    「ぼくは──」


    「なっ……ぼ……ぼ……」


    「──？」


    　アイが驚きよう愕がくしているのを見て、ユウキは戸惑いから言葉を止めた。


    「ぼ……ボクっ子キタァァアアアー！」


    　そこかよ。


    「意味わかんないって顔してるねェ。よかろう。説明しよう！　ボクっ子とは、アタシが敬愛する属性のひとつで「いいよ、いいよ！　言われなくても、なんとなくわかるから！」


    　テンション上がり過ぎだろ。どんだけボクっ子好きなんだよ。


    「アタシ、変なヤツ大好きなんだよ！　あ、バカにしてるんじゃないよ？　ほんとほんと。ただ変なだけじゃダメだしね。キミみたいに可愛かわいかったり、強かったり、頭がよかったりしないと、アタシ的には全部ナシだから」


    「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　アイさん──」


    「アイでいいよ」


    「アイさんに言いたい──」


    「アイでいいよ」


    　有無を言わせぬ声だった。


    「……あ、あ、アイ、は、勘違いしてる」


    「なにを？」


    「ぼく、男」


    「……おお、本当だ。ついてるついてる」


    「ぎゃあああ！」


    　痴ち女じよ！　この人、痴女です！


    「なんだ、男か……って、それはそれですごいな！　ついさっきまで、こちとら真剣に女の子だと思っていたよ」


    「わかったんなら手を離そうよ！」


    　いつまで揉もんでんだ。


    「死んでもこの手は離さない！」


    「このシチュエーションで言うセリフじゃないよね！」


    　あと、キメ顔で言うな。


    「よいではないか～。さっきパンツ見してやったろ～？」


    　見られてることに気づいてたのかよ、この人……。同性と思いこんでいたからって、それでも普通は気にするんじゃないのか？


    「ちょ、もういいでしょ！　やり過ぎだよ！」


    「意外と硬いんだね」


    「変態か！」


    　おもちゃにされているユウキであった。


    「しかし、もっと胸に注目すべきだったか。アタシとしたことが迂う闊かつだった」


    「…………」


    　姉ねえさんも胸ないけどね……。


    「そうだ、名前教えてよ」


    「……ユウキだよ。ぼくも呼び捨てでいい」


    「言われなくてもそうするよ」


    　同年代の学生同士で、遠慮したりされたりしたくはない。


    「それでユウキ、ここで会ったのもなにかの縁だ。手伝ってくれ」


    「手伝うって、なにを？」


    「いやね、あの猪いのしし、実はアタシのペットなんだよ」


    「猪が？」


    　猪はペットになるんだろうか……？　っていうか、ペットが猪の女子って……。


    「グリンブルスティ。アタシはグリンって呼んでるんだけど」


    　名前の有無は、かけた情の有無でもある。情が移ると食べにくくなるからという理由で、食用の動物には名前をつけないのが一般的だ。対して、あの猪には愛称まであるというのだから、なるほど確かに、愛あい玩がん用か労働用の動物なのだろう。


    「あの子さー、人を襲ったりはしないと思うんだけど……モンスターなんだよねェ」


    　モンスターだったのかよ。本日２度目の感想だけど、よく生きてるな自分……。


    「モンスターなのにペットなの？」


    「操そう獣じゆう士しって職業、聞いたことない？　モンスター使いとか、魔物調教師でもいいんだけど。アタシはそれなんだ」


    　アイはサーカス団長の父親を持ち、幼い頃から曲芸に使われるモンスターと共に生活してきた。彼女にとってモンスターは、凶暴で危険なだけの生物ではない。とりわけグリンは、彼女が10歳の頃から一緒に育った家族の一員コンパニオンモンスターで、愛着があった。


    「というわけで、手伝ってくれる？」


    「いいけど……」


    　断っても無理やり手伝わされそうだったので、ユウキは手伝える範囲で手伝うことにした。


    「グリンがどこにいるかわからないから、二手に別れて──」


    「いや、わかるよ。たぶん、こっち」


    　ユウキは猪いのししが逃げ去った方向へと走り出した。アイは一瞬あっけにとられたが、ここは彼を信じてみることにした。


    　ユウキは分かれ道に出くわしても、迷うことなく、すいすい進んでいった。


    「いた」


    　金色の体毛を持つ空飛ぶ猪──グリンがいた。最短ルートで、ユウキはグリンに追いついた。


    「……ねぇアイ、なんで猪が宙に浮かんでるの？」


    　ぶつかられた時は気づかなかったが、グリンは宙に浮かんでいた。今になって思えば、猪にしては当たりどころが高すぎた。飛んでいたのだから、それもそのはずだ。


    「レアモンスターだからだよ。皮剝はいで売ればウン百万」


    　原型となっている動物の持っていない機能を持っているモンスターは、非常に珍しい。ノーマルモンスターは、原型動物よりも感覚が鋭敏だったり、体格が大柄だったりするだけで、体内で精製した炎を吐いたり、重力を無視して宙に浮かんだりはできない。


    　珍レ種アは雑ノー種マルよりも多量のマナを体内に保有しているため、色鮮やかな体毛や皮をしているケースが多い。毛皮などに含まれるマナはモンスターの死後も半永久的に循環し続けるため、レアモンスターから獲られた骨や革は、準オーパーツとでも言うべき、高価な武器や防具の素材として高値で取引されている。


    「にしても、すごいなユウキ。なんで居場所がわかったんだ？」


    　足跡をたどったのではない。常にグリンは浮いているので、足跡を残せない。


    「においとか？」


    「そんな、犬じゃあるまいし」


    　妖精の幻覚と同じで、ユウキは常人の眼には見えないものを頼りにグリンを探知していた。だから根拠を訊きかれると答えられない。説明しても、ヘンな人と思われるのがオチだ。


    「カンだよ、カン」


    　ユウキは万能の説明でお茶を濁し、どうやってグリンを捕まえるかを考え始めた。


    「どうすればいいのかな……普通に捕まえても、また逃げられちゃうよね？」


    　束そく縛ばくするための道具が必要なのではなかろうか。


    「捕まえたら、ぎゅーっと圧迫して。こんな風に」


    「え？」


    　いきなりアイに抱きつかれて、なにをされるのかと一瞬ものすごく焦った。ほんのりと首筋のあたりから、甘ったるい香水のにおいがする。


    　こうして密着されると、改めてわかるが……アイ、胸ないなぁ……いや、本当に〝ない〟姉ねえさんとは雲泥の差で、あるにはあるんだけど。


    　でも、ぼくも男だから、全く興奮しないかと言われれば噓うそになる。いきなり股こ間かんを鷲わし摑づかみにして来るような痴ち女じよ相手でも。アイは無駄に美人だし、なんかいいにおいするし──


    　ぎゅううううううううううう


    「痛い痛い痛い痛い！」


    　あばらっ、あばばばば、あばらメキメキぃぃいいい！


    「こんな風に。オーケー？」


    「うん……」


    　もうやだこの人。


    「……それで、圧迫すると、どうなるわけ？」


    　グリンのあばらを折ればいいのだろうか。あまり腕力には自信がないのだが。


    「グリンは風船みたいなものでさ、圧迫すれば中の気体が抜けて、小さくなって無力化する」


    　小さくなったら、あとはアイが両手でがっちり摑つかんで持ち運ぶという。


    「じゃあ、ぼくは後ろから回りこむから。アイはグリンに逃げられないよう、通路の入り口で壁になってくれる？」


    　ユウキは通路の反対側に回った。……猪いのししは鼻がいい生き物だと聞いている。ぼくとアイが近づいてきていることなど、とっくのとうにお見通しだろう。今は落ち着いているようだから、できるだけ刺激せずに近づいて、荒事になる前にしっかりとホールドしてしまいたい。


    　グリンが見えた。じりじりと距離を詰める。目が合った。まずい、逃げられる！


    「わかりやすいやつだな！」


    　ユウキが予感したとおり、グリンは逃げ出した。目が合っただけで逃げ出すのだから、臆病な性格なのだろう。先ほどユウキを撥はねたのも、わざとではなく、逃げ道とユウキの立ち位置が重なってしまったせいで、意図的な攻撃ではなかった。


    「アイ、そっち行った！」


    「よっしゃ、任せろ！」


    　バスケットボールのディフェンスを思わせる低い体勢で、アイはグリンを待ち構えていた。グリンはアイから放たれるプレッシャーに気け圧おされ、動きを鈍くした。


    　それを千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと見て取ったユウキは、ダイビング・ボディプレスを放つ。


    　しかし、グリンは横にすすすとズレて、冷静にそれを回避した。


    　結果、ユウキはグリンではなく、その奥にいたアイにダイブしてしまった。


    「いたたたた……ごめん、アイ……平気？」


    　いかん。不可抗力とはいえ、女の子を押し倒してしまった。なにをやっているんだ、ぼくは。


    「…………」


    「……あれ？　……アイ？　アイってば」


    　話しかけて、軽く肩を揺さぶってもみたのだが、反応がない。目の焦点が合っていない。全身が脱力しきっている。


    　まさか……後頭部を打って、どこか重要な神経がやられた……？


    　打った頭は腫はれていない方が危険ともいうし、これって、やばいんじゃ……。


    　自分の顔が青あお褪ざめていくのがわかる。


    「アイ？　ぼくのこと、からかってるんだよね？　ねぇ、そうでしょ？」


    「…………」


    　反応がない。ただのしかばねのようだ……。


    　──いや。


    　いやいやいや。


    　ありえない。こんなのは、ありえない。


    　断じて、こんな展開は認められない。断じてだ。


    「ああ、ああ、ああ？」


    　こういう時、どうすればいいんだ？


    　助けを求める？


    　そう、それだ。


    　でも助けを呼んだら、ぼくが犯人になってしまう。うまくやれば、船内にいる学生や教官を容疑者に仕立て上げることもできなくはないだろうけれど、ぼくより怪しい容疑者を作るのは至難の業わざだ。


    　……なんだこの悪人思考は。最低だ。最低過ぎる。最低なんだけど止まらない。最低な思考が止まらない。最低な思考が加速する。誰でもいいから早く止めてくれ──。


    「ごっふぅぅううう！」


    　後ろから突進され、ユウキの体が弾き飛ばされた。


    　グリンが「ここは俺の居場所だ！」と言わんばかりに、倒れているアイの上で唸うなっていた。


    　そうして勝ちどきをあげているグリンの脇わきに、ぬっとアイの手が伸びた。


    　アイの手はグリンの体を捕らえると、がばっと胸に引き寄せて圧迫した。グリンの体内から、ぷすーっと気体の抜けていく音がして、グリンの体はみるみるうちに萎しぼんでいった。体長１メートル以上あったグリンの体は、バスケットボール大にまで小さくなった。


    「グリン、ゲットだぜ！」


    　アイはユウキの方を見て、白い歯を見せて笑った。


    「……元気じゃん！」


    　ユウキは怒り半分、喜び半分にツッコんだ。


    「フフフ、迫真の演技だったろ？」


    　普通の死んだフリよりもタチが悪い演技だった。


    「グリンをおびき寄せるための作戦だったんだ？」


    「いや。キミをからかってみたかっただけ」


    　まぁなんて素直。


    「酷ひどいことするなぁ……」


    「助けを呼ばずに保身に走るキミも、相当酷いと思うぞ？」


    「……すいませんでした……」


    　まるっとお見通されていた。エスパーかよ……。


    「ったく、グリフォンごときにビビって逃げてんじゃないよ、もう」


    　土下座しているユウキの横で、ぱこぱこアイがグリンの額ひたいを叩たたいた。


    「フンフンフン！」


    　さらにグリンをボール代わりにしてハンドリング練習。グリンは目を回していた。これではもう、逃げようがないだろう。


    



    　トイレの場所を教えてもらったあと、アイとは別れた。万事うまくいったと思ったユウキだったが、出発した教室への戻り方がわからず、結局、迷うハメになった。


    　どうにか見覚えのある通路に出た。空き教室に戻ると、もう王の遣つかいが戻ってきていた。


    「どこに行っていたんだ？」


    　王の遣いは僅わずかに苛いら立だちの籠こもった声を出した。


    「……まぁいい。席に着け」


    　冷ややかな声に命じられるがまま、ユウキは教室の中に入り、奥、窓際の席に座った。


    （……誰だ？）


    　王の遣いとは別に、ステロタイプな体育会系の格好をしている、ガタイのいい角刈りの男が同室していた。ユウキは人相の悪いその男を、ちらちらと横目で見やった。


    「……女？　男じゃなかったっけか？」


    　ガタイのいい男が、顔に見合った野太い声で言った。


    「こう見えても男だ。だからって変態行為に走るのはやめておけよ」


    「へえへえ」


    　男と王の遣つかいは、20から30は年齢差がありそうなのに、仲良さげだった。


    「女にしか見えないな……」


    　ユウキは驚いた。ぬっ、と一瞬にして男が距離を詰めて来ていたからだ。


    　ぐぐぐ、と男に顔を近づけられ、ユウキは心理的にも物理的にも圧力を感じた。


    「女っぽいと、なにか問題でも？」


    　王の遣いが男に尋ねた。


    「問題というか……数か月後のこいつは、顔は童顔なのに首から下はマッチョ、みたいな感じになっちまう可能性が高いが、いいのか？」


    「えええ」


    　なんでやねん、とユウキは口走りそうになった。


    「参ったな……先生、もっとこう、男らしい男をイメージしていたんだよ。先生みたいな」


    　胸筋むん、と男は筋肉を強調するポーズを取った。


    「ところが、どうだ？　おまえからは、マッチョのマの字も感じられない」


    　ずびしっ、とユウキを指差して男が言う。


    「姉がスゴイと聞いていたから期待したのに、ガッカリだ……」


    　本気で肩を落としている。どんだけマッチョ願望強いんだよ……。


    「……この人は？」


    　ユウキは訊きくに訊けないでいた質問を王の遣いにぶつけた。


    「盗賊学科の担任教官だ」


    「盗賊学科？」


    「君の所属する学科だ」


    　ユウキは困惑した。


    「ぼくは職人学科じゃないんですか？」


    「じゃない」


    　王の遣いはユウキを見たまま、首を小さく横に振った。


    「君には、盗賊として開拓船に乗ってもらう」


    「……は？」


    　なんでやねん、とユウキは口走りそうになった。


    「それしか君みたいな凡人を乗せる枠がなかったんだ」


    　王の遣いは手て慰なぐさみに煙草たばこを銜くわえながら言う。


    「……どうして盗賊なら乗せられるんです？」


    　その点が意味不明だった。


    「盗賊にしかできない……というより、まっとうな人間にはしてもらいたくない仕事がある。そこで、数えられる程度の人数だが、盗賊を乗船させることになっているんだよ」


    　王の遣つかいは紫煙を吐き出しながら告げた。


    「その仕事というのは？」


    「捨て駒だ」


    「…………」


    「……君は将棋というボードゲームを知っているか？」


    「知ってますし、捨て駒の意味はわかってます」


    「それなら、なんとなくわかるはずだ」


    「すいません、時間がかかってもいいので、具体的な説明をお願いします」


    　そうユウキが言うと、担任教官（仮）の貧乏ゆすりが激化した。「早くしろ」という無言の圧力に屈しそうになったが、説明を受けないままにしておくわけにもいかなかった。


    　王の遣いは煙草たばこの灰を携帯灰皿に落としてから、説明し始めた。


    「先行部隊として、乗船者の誰よりも先に開拓地に降りてもらう」


    「……それだけですか？」


    「それだけだ。君にもできる簡単な仕事だろう？」


    　確かに、難しいことのようには聞こえなかった。


    　だからこそ、盗賊にしか務まらない仕事ということに、ユウキは異常さを感じた。


    「どうして盗賊がやらなくちゃいけないんですか？」


    　そんな簡単なことのために、盗賊を乗せる意味はあるのだろうか？


    「簡単だが、安全とは言っていない。開拓地の安全性は未知数だからな」


    「ああ……だから盗賊にやらせるんですか」


    　人道に反していると思った。盗賊だから死んでもいい、ということにはならないはずだ。


    「君が言わんとしていることはわかる。だが、これは誰かがやらなければならない仕事だ」


    　でなければ、界外を開拓することなど、できるわけがない。


    「もちろん、盗賊ではなく、生活学部の学生だった君は、実戦の経験が不足している──というより皆無だろうから、ほかの盗賊たちに比べてもリスクが大きい。そこで、君が戦闘訓練を受けられるよう、盗賊学科を新設した」


    （で、これがその担任……？）


    　この男、どう見ても〝すばやさ〟より〝ちから〟の方が上っぽいんだけど。あー、でも、山賊とか海賊も盗賊に分類されるのだとすれば、当てはまらなくはないのか？


    「うーっし、さっさと終わらすぞ。先生は、一刻も早くここを出て夜伽酒場キヤバクラに行きたいんだ。協力してくれ」


    　ユウキは担任教官からプリントを渡された。
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    　盗賊学科１名。


    「１名て！」


    　定員割れすぎだってばよ。


    「しかも慌あわてて書き足しました感ありすぎだよ！」


    　隠いん蔽ぺいしようという意志は、微み塵じんも感じ取れなかった。


    「それと、この〝女子０名〟て！」


    　どう考えてもいらねえ。どうして書いた？


    「というわけで、連絡事項は以上！　解散！」


    「待て待て！」


    　ユウキは足早に去ろうとしていた担任教官の肩を摑つかんで引き止めた。自分でも不思議なくらいの力が出た。


    「ほぉ……意外と、やるじゃねえか。56マッチョ、ってとこか？」


    　そんな単位は存在しない。


    「盗賊学科って、ぼくひとりなんですか？」


    「書いてあるとおりだ」


    「ほかの盗賊は？」


    「学生をやる年と齢しじゃねえ。それに一応、おまえ以外は全員、プロだからな」


    「ぼくひとりしかいないクラスを新設する必要あったんですか？」


    「細こまけぇこたぁいいんだよ！」


    　よくないってばよ。


    「戦闘訓練させるなら、傭よう兵へい学科に交ぜさせてくれてもよかったのに……」


    　30名も31名も変わらないでしょ。それこそ細かいことでしょ。


    「そりゃあ無理だ。乗船者は学生とはいえ、全国トップクラスの連中だぞ。落ちこぼれるだけで済めばいいが、おまえみたいなのじゃ、実力差がありすぎて演習で殺されかねん」


    「…………」


    　担任教官に厳しい指摘を受けたユウキは、返す言葉がなく沈黙した。


    「先生がマンツーマンで教えてやるってのに、なにが不満なんだよ？」


    「それは……」


    　マンツーマンで教わらなければならないことが、まず不満だったりしたが、さすがに面と向かっては言えなかった。


    「盗賊扱いされるのがか？」


    「そうですね……かなり抵抗あります」


    「まぁなぁ」


    　30年以上前の盗賊は、貧困層プレブスにとって、富裕層パトリキと戦う正義の味方ヒーローだった。だから盗賊学科にも需要があった。今では需要がなくなり、どこのギムナジウムでも廃止されている。


    　担任教官は腕を組み、自分のセリフにうなずきながら言う。


    「今時、職業・盗賊はない、っていうのが社会の風潮だしな。先生は一応、元盗賊だから、あからさまな差別はしないけれど、世間が盗賊を見る目は非常に冷たい」


    「…………」


    　曲がりなりにも担任がそういうこと言うなよ……。


    「……先生も盗賊として乗船するんですか？」


    　ユウキに「先生」と呼ばれて、担任教官は満更でもない様子だった。


    「先生は一応〝元〟盗賊だから、盗賊としては乗らない。おまえを含めて、乗船する盗賊を管理するのが客員ゲストの仕事だ」


    「ゲスト？」


    「説明するとオッサンふたりの武勇伝が混ざって長くなるから、知りたいならそいつに訊きけ」


    　担任教官は王の遣つかいを顎あごで指して言った。


    　王の遣いはオッサンというほど年を食っているようには見えないが……？


    「じゃ、最後に出欠でも取っとくか！　なんつったって先生、先生だしな！」


    　出欠確認は一秒で終わった。


    



    
      [image: ]

    


    



    　船から出たユウキは、メトロポリス中央区にある、乗船者のための宿泊所ホテルへと向かった。


    　ホテルの入り口にいた礼服を着たスタッフに指示され、ユウキは２階の食堂に入った。


    　食堂はパーティー会場と化していた。ステージの上では、芸人や歌手が代わる代わる特技を見せつけている。景気のいい雰囲気を作ろうという試みは成功していた。


    　知り合いの姿を求めて、きょろきょろと臆おく病びような鶏にわとりのように食堂内を見回すと、ひとりでちびちび給仕ウエイターから受け取ったシャンパンを飲んでいるアイの姿を見つけた。


    「アイ」


    「……ユウキか？」


    「そうだけど……さっき別れたばっかりなのに、なんで疑問形？」


    「あれは知り合いか？」


    　アイはユウキそっくりの女子を指差して言った。


    「ああ、うん」


    「やっぱりそうか」


    　あれで遺伝子的な関係皆かい無むだったら、ぼくもビックリだ。


    「兄妹きようだい？　双子？」


    「双子の姉だよ」


    「……大変よくできましたエクセレント！」


    「…………」


    　うわぁ、まーた変なスイッチ入っちゃったよ、これ。


    「なんということだ……神よ！」


    　アイは感銘を受けている様子だった。


    「念のため確認させてもらうが、姉の方には、例のブツはついてないんだよな？」


    「ついてたら、ぼくは兄と呼んでいるよ……」


    「なるほど。いや、胸がないし、顔もそっくりだから、一卵性かなー、と思って──」


    　一卵性双生児は、上の子と下の子が別の性別にはならない。


    「──姉と呼ぶよう強要されている可能性を考慮したわけよ」


    　いらん考慮だ。


    「正統派美少女だねェ」


    「そうなるのかな……」


    　胸さえ見なければ。


    「ユウくん、やっほ～」


    　もたついていたら、タマキが顔を輝かせて近づいてきた。食べるのに夢中だった彼女は、幼児さながらに口の周りをソースで汚していた。ユウキは手近なところにあった紙ナプキンで、丁てい寧ねいにタマキの口の周りを拭ぬぐってあげた。


    「どっちが上だかわかんないなぁ、これじゃ」


    　ユウキとタマキのやり取りを見て、アイがぽつりと感想を漏もらした。


    「わかんなくていいよ。双子に上も下もないでしょ」


    　よその家の双子がどうかは知らないけど。


    「ユウくん、この人は～？」


    　タマキの質問にユウキが応じるよりも先に、アイが動いた。


    「アタシはアイ。仲良くしてね」


    　アイはタマキの手を両手で摑つかんで、笑顔を投げかけた。


    「タマキです～。よろしくね～。……ユウくん、なんでこんな可愛かわいい子と知り合ってんの？　ユウくんといえば、女に縁がない男の代名詞と言ってもよかったのに……」


    　我が姉ながら容赦ねえ。


    「しっかし、ほんと、面白いくらい似ているなァ……ちょっと失礼」


    　アイはおもむろにタマキの股こ間かんを撫なでた。


    「アイ!?　なにやってんの!?」


    「付属品のチェックを、こう、ね？」


    「ね？　じゃないよ！　さっきぼく、姉だって言ったじゃん！」


    「でも、触るだけならタダだし」


    「変態か！」


    「同性相手なんだから、変じゃないって。これくらい、よくあるスキンシップだって」


    「あんまりない！　というか絶対ない！　姉ねえさんも、されるがままでいないでよ！」


    「ユウくん、心配いらないよ～。お姉ちゃんの一番大切なものは、ちゃんとユウくんのために取っといてあげるから～」


    「なに言ってんの!?」


    「おいおいユウキよ……まさかの双ふた子ご丼どん竣しゆん工こうか？」


    「なに言ってんの!?」


    　あんたら、これしかぼくに言わせない気か。


    「ねえタマキ、ユウキとキスしたことある？　デートしたことある？　セッ……「ないないないないなぁい！　アイ、マジで黙ってくれる!?」


    「あっはっはっは、了解、了解」


    　アイは目を輝かせた。コイツらやっぱり面白い!!　あとでユウキがいない時に訊きくとしよう。


    「はぁ……アイ、トレー取りに行こう……」


    　バイキング形式なので、食事の盛りつけはセルフサービスだ。


    「そうだな。せっかくだから、なにか食べるとするか」


    「あたしも、お代わりもらいに行く～」


    　食堂利用者の数の割りに、用意されていたテーブルは数が少なかった。限られたスペースの中で、多くの利用者は皿とフォークだけを持ち、立ったまま飲み食いしていた。彼らにとって、食事は会話のおまけだった。席についてガッツリ食べる姿勢の者は少数派だった。


    「いっただっきま～す♪」


    　タマキはトレーの上に大皿５枚を強引に載せ、そこにありったけの料理を山のように盛っていた。タマキのトレーには、混こん沌とんという言葉がよく似合った。


    「……別に実家が貧乏で、飢えてるわけじゃないよな？」


    　アイがタマキの豪快な食べっぷりを見て言う。


    「食べたものを、どこに入れているんだ……？」


    　宇宙か？


    「さぁ……？　姉ねえさんは、そういう体質だからとしか……」


    　物理法則無視はタマキの十お八は番こなので、あまり深く考えない方がいい。


    「見ているだけで、こっちの内臓が疲れてくるよ……」


    　ユウキが小食なのは、タマキと毎日の食卓を一緒にしていたせいなのではないか、とアイは思った。


    「そういやァ、ユウキってなに学科なの？」


    「ああ……ええと……」


    　ユウキは答えに窮きゆうした。


    「ちょっと言えないなぁ……特殊な学科だから」


    「特殊？　そんな学科あるの？　プリントに書いてない学科？」


    「う、うん」


    　プリントに書いてあった盗賊学科の部分は、慌あわてて書き足したとわかる、手書きだった。なので、ほかの学科生のもらったプリントには、盗賊学科の文字はなかったはずだ。


    「ぼくひとりしかいないんだ」


    「へェ。学部は神秘？」


    「戦闘」


    「へェ、意外。強そうには見えないのに」


    　率直な言葉だった。


    「でも、姉さんは強いよ」


    　ユウキは自分のことのように自慢げに告げた。


    「それは言われなくてもわかる。聞かなくても、タマキが戦闘学部だっていうのもわかるし」


    「なんで？」


    　ぼくと同じ顔と体型なのに。


    「纏まとっている空気が違う」


    「よくわかるね、そんなの……」


    　会話に区切りをつけて、ちんたら食べ始めたユウキは、気まぐれに前方のステージに視線をやった。スタンドライトで照らし出されているステージの上では、界外開拓プロジェクトに資金を提供している、いわゆるスポンサーの豪商が現れ、乗船者に祝辞を述べていた。


    「──ですから、えー、この世界を知ることは、自分自身が何者かを知ることでもあります。えー、ですから、浮遊大陸の外で、わたしの娘を含め、ここに集まった精鋭たちは──」


    　ステージ上で喋しやべっている、ふてぶてしい面つら構がまえの男……なんとなく、ぼくの方を意識して見ている気がするが、いくらなんでも自意識過剰だろう……そうユウキは思い、視線を手元の皿に戻した。


    「へェ。娘が乗船者に選ばれてるんだ」


    　なんとはなしにユウキの視線を追っていたアイが言う。


    「なーんか、裏があるんじゃないかと勘かん繰ぐっちゃうよねェ」


    「どうだろう……」


    　ユウキは煮え切らない返答をしてしまったが、心の内では、それはないと思っていた。コネクションがあっても、実力が伴ともなわない場合、ユウキと同じように盗賊学科行きにするしかないように思えるからだ。あからさまな落ちこぼれを受け入れてくれるほど、どこの学科も優しくはないだろうから、仮に合否判定で不正な権力ちからが働いていたとしても、あの人の娘さんが優秀な女性であることは疑いようがないだろう。


    「娘が開拓の旅を金持ちの道楽と勘違いしてないといいけど」


    　アイの言葉には、人をバカにするニュアンスが多分に含まれていた。


    「そういうことは、本人に聞こえないところで言うのがマナーですよ」


    　声の出所は、ユウキのすぐ隣の席に姿勢正しく座っている女子だった。


    　独ひとり言ごとみたいに、けれど、確かにアイに向かって放たれた言葉だった。


    　ユウキは隣に座る女子の横顔を見た。


    　美人というよりは可愛かわいい印象だが、目・鼻・唇パーツのバランスがよく、整った顔立ちをしている。髪型はシンプルなショートボブで、カジュアルな服装と相まって幼さが際立ってしまっているが、それなりの格好をさせれば、確実に美少女に化けるだろう。


    「げッ」


    　アイはすぐに気づいた。斜め前に座っている、幼顔で男ウケがよさそうな顔をした女子が、あの商人の娘だということに。父親と似てなさすぎだろ。


    「せっかくですから言っておきますが、わたしが得た乗船権は、わたしが実力で勝ち取ったものです。お父様は関係ありません」


    　その優しそうな声は、きつい口調で台なしだった。


    「口利きしてもらったなどと思われては、心外です。わたしは、そんな卑ひ怯きようで愚ぐ劣れつな人間と思われたくありませんから」


    「うっ……」


    　心になにかが突き刺さり、ユウキの口から声が漏もれる。自分の意志からではないとはいえ、コネで乗船することになったも同然のユウキにとって、彼女の歯に衣きぬ着せぬ言葉は堪こたえた。


    「まったく、貧乏人のやっかみは聞くに耐えません。自分にコネクションがなかったからって、富裕層の乗船者がみんな裏口を使っているとでも思っているんですか？　頭の悪い発想、というか妄想ですよ、それ」


    　……あんですとォ？


    「黙って聞いてりゃ、いい気になりやがって……」


    「あ、アイ？」


    「元はといえば、アンタに金持ちオーラが皆無なせいなんだよ、この幼児体型！」


    「胸まで貧しい人に言われたくありません」


    　なんてレベルの低い言い争いだ。


    「豪商の娘って割りには、ダッセェ服着てるから、庶民にしか見えなかったんですよ。どうもすいませんでしたねェ！」


    「大した家の出でもないのに、ドレスなんか着てめかしこんでるあなたの方が、ずっと滑こつ稽けいだってことに気づいた方がいいですよ」


    「表出ろゴルァ！」


    「暴力で解決しようだなんて、あなた野蛮人ですか？」


    　ぎゃーぎゃー言い合う女子ふたりの傍かたわらで、タマキは４枚目の皿の処理に取りかかっていた。


    「ユウくん、このパスタおいしいね～」


    「…………」


    　我が姉ながら神経を疑う。人の話聞いてないってレベルじゃねーぞ。


    「アイ、その辺にしときなよ」


    　誰も止めに入ってくれないので、渋々、ユウキが止めに入る。


    「ええと、その……もういいじゃないですか」


    　ユウキはおかっぱ頭の女子を見て言った。


    「先に名誉を毀き損そんされたのは、わたしです。謝ってください」


    「謝ったじゃん」


    　アイが即座に言い返した。


    「そうは聞こえませんでした」


    「主観の相違だ」


    「客観的に見ても、謝っているようには聞こえませんよ、あんなの」


    　おかっぱ頭の女子は強気な態度を崩さない。


    「ユウキ、言ってやれ。それは貴様の主観にすぎません、ってな」


    「えええ」


    　ぼくを巻きこむのは勘弁してほしい。あと、ぼくは〝貴様〟とか言わない。ぼくにどんなキャラ演じさせるつもりなんだよ……。


    「あなたに正義の心があるのなら、言うべきことはわかっているでしょう」


    　おたおたして、答えに窮きゆうしているユウキを見て、おかっぱ頭の女子が言った。


    「なにが〝正義〟だ。そんなあってないようなものに惑わされるな。ユウキ、心のままに、あるがままに言えばいいんだ。それは貴様の主観にすぎないのだよ、とな」


    　それは全然これっぽっちも心に忠実ではないセリフなので言えないのだが、このままダンマリというわけにもいかなさそうだ。どうすんの、ぼく？　どうする？


    「リリア殿」


    　ユウキが目の前に現れた選択肢のうちどれを選ぶかで悩んでいると、若い長身の男が、おかっぱ頭の女子に話しかけてきた。おかっぱ頭の女子の通称は「リリア」のようだ。


    　リリアを「殿」づけで呼ぶ長身の男は、鴉からすの濡れ羽を思わせる黒い長髪に、ロングスカートを着用しているようにも見える袴はかま姿をしていた。腰には長い刀を一本だけ刷はいている。


    「もう九時になる。そろそろ部屋に戻られた方がよろしかろう」


    　長身の男はリリアを宥たしなめるように言った。線目で、表情が読みにくく、男がなにを考えているのか、ユウキにはわからなかった。


    「……そうですね。そうします」


    　リリアは立ち上がって、飲みかけのカクテル入りグラスをグイっと飲み干してから、食堂を出ていった。長身の男も、リリアのあとに続いた。


    「……第三者の介入で、あっさり片づいてしまったなァ」


    「そうだね」


    「兄ってことはないし──」


    　髪の色、顔つき、身長、推測される出身国、全てが違いすぎた。


    「──義理の兄ってこともないだろうから、身辺警護ボデイガードとか？」


    「考えすぎじゃない？　そんな感じに見えなくもなかったけどさ」


    　長身の男は、ユウキたちよりも何歳か年上に見えた。顔つきはもちろん、持っている空気が違った。10代であの空気を醸し出せる人は、そうはいまい。


    「意外と、彼氏さんだったりしてね」


    「ないない。あの乳房は処女だ」


    「…………」


    　奴隷商人みたいなことを言わないでほしい。黙っていれば美人なのに、残念な人だ……。


    「プラトニックなおつきあいってこともありうるけど、アタシの目には、カレカノには見えなかったね。女のカンは噓うそ発見器よりも信頼に足るぞ」


    　……まぁ、女のカンなどなくても、表面的には恋人関係に見えなかった。


    「ねえアイちゃん、あたしたちはどう見える～？」


    「どう、って……ユウキとタマキ？　仲のいい姉弟に見えるけど……」


    「そうじゃなくって～、肉体「ストォ───！　姉ねえさん、ストォォォップ！」


    「あると思います！」


    　アイが自信たっぷりにドヤ顔で答える。


    「ねえユウキぃ、ホントのこと言っちゃいなよォ。ユー、言っちゃいなよォ」


    「アイが期待しているようなことはないから！」


    　……たぶん。
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    　食後、タマキがユウキの部屋を訪れた。


    「デリバリーお姉ちゃんで～す♪」


    「…………」


    「なんだよユウくん、反応薄いぞ～」


    「痛い痛い痛い痛い！　的確に人体の急所に何度も手を伸ばさないでくれるかな姉さん！」


    　軽く殴っているように見えて、その実、一撃一撃が内臓に届いていた。


    「姉さん、なにしに来たの？」


    「用がないのに来ちゃダメなのかよぉ～」


    　タマキが不ふ貞て腐くされた声をあげる。


    「いや、そうは言わないけど……」


    　ユウキは殴られることを警戒して、なよなよしいファイティングポーズを取った。


    「ユウくん、ホテルに泊まるの初めてでしょ～？」


    「ああ、言われてみれば」


    　ユウキが自宅以外の場所で眠るのは初めてだった。


    「だから、なにか困ったことはないかな～、って」


    　ユウキは唇くちびるに指を当てて思索に耽ふけった。


    「んー……特にはないかなぁ」


    「そお～？　それならいいんだ～。じゃあ、ん～！」


    　タマキは目を瞑つぶってキスを催さい促そくした。


    　ユウキは躊ちゆう躇ちよなく唇を重ねた。


    （（（うええええ!?）））


    　廊下を歩いていたホテルのスタッフやら宿泊者やらが奇異の視線をふたりに向けていた。同じ顔をしているふたりがキスしているのを見て、華麗にスルーできる人は少ないようだ。


    　キスを終えたタマキが視線に気づいて廊下を振り返ると、視界に入る位置にいた全員が、さっと視線を逸そらした。見てはいけないものでも見ていたようなリアクションだった。


    「なにをしていたんだ……？」


    　タマキの視界の外から声がかかった。王の遣つかいだった。廊下の端、階段の前に作られた喫煙スペースにいた彼は、廊下から漂ってくる異様な雰囲気を察知し、指導者のひとりとして確認しにきたところだった。


    「おやすみのチューしただけだよ～」


    　タマキのセリフを聞いた王の遣いは、芸術に疎うとい者が近代的なオブジェを見て「奇妙な塊にしか見えない」と思っている時と同じ目になった。


    「姉弟で、おやすみのチュー……？」


    　王の遣いらしくないその言葉を聞いて、「ぷっ」とユウキが小さく噴ふき出す。


    「姉弟なんだから、おやすみのチューくらいするよぉ！」


    「そうなのか？」


    　王の遣いは極めて真ま面じ目めな調子でユウキに尋ねた。


    「いや、ぼくに訊きかれましても……」


    「……まぁいい。おやすみのチュー……姉弟間だし、それくらいなら許されるだろう。ただ、船内での不純異性交遊は禁止だから、ほどほどにしておけ」


    　おいたをした男子学生は去勢されることも珍しくなかったという数十年前の学園並みに、開拓船では不純異性交遊に厳しい校則が採用されていた。


    「ユウくん、お姉ねえちゃんは近親愛以外の愛は認めませんからね！」


    「愛が狭いよ姉さん！」


    　せめて自己愛と隣人愛くらいは認めてもらいたい。


    「それはそうと、こんな時間に女子学生が外を歩き回るものじゃない」


    　王の遣いは業務的な注意をして、タマキに部屋に戻るよう促うながした。


    「しょうがないなぁ。ユウくん、また明日ね～！　おやすみにゅ～」


    「はいはい、おやすみにゅ～」


    　タマキは満足げな顔をして去っていった。


    　王の遣いは、なぜかまだ、ユウキの部屋の前にいた。


    「……なにか用ですか？」


    「夜伽酒場キヤバクラに興味はないか？」


    「は？」


    　興味どうこう以前に、意味がわからない。なんだその質問は？　どこから湧わいて出てきた？


    「すまん、端は折しよりすぎたな……キャバクラというのはキャバレークラブの略で──」


    「いや、そこから説明してくれなくても大丈夫ですよ？」


    　聞けば、連日、ユウキの担任教官のキャバクラ通いにつき合わされているそうで、昼間仕事がある王の遣つかいは、これ以上は体力的につき合いきれない状態にあるという。


    「そこで君、これから私の代わりに行く気はないか？」


    「えええ」


    　なんでよりにもよってぼくなんだ。いくらなんでも、ぼくに白羽の矢は立たないだろ。


    「出発後の授業では、あいつとふたりきりになるんだぞ。この機会に、飲みニケーションで親睦を深めておいたらどうだ」


    「はあ……」


    　この人の年齢が、さらに不詳なものになっていく。


    「嫌いやそうだな。君ぐらいの年頃の男は、本能的にキャバクラに興味を抱くものと思っていた」


    「本能的にですか」


    「性サガでも業カルマでもいいが」


    　どんだけ男とキャバクラを切っても切り離せない関係みたいに表わす気だ。


    「本当に行きたくないのか？」


    「はあ、まぁ」


    　ユウキは心底興味なさげな顔をしていた。


    「そうか……残念だ」


    　あまりアテはないが、ほかを当たってみると言う。


    「まぁ、君が行ったら、働きに来たと間違われてしまいそうだしな」


    　余計なお世話だ。


    「しかし……大丈夫なんだろうか」


    「なにがですか？」


    「開拓船内にキャバクラは存在しない」


    　あったら困るわ。金持ちの道楽で界外アウトサイドに行くんじゃないんだからよ。


    「つまり、出発後、あいつは心の拠より所を失うことになる」


    　どんだけキャバクラと切っても切り離せない関係になってんだよ。


    「心配だな……」


    「はあ……」


    　見習いたくない男の友情が、ここにある。


    「では、失礼する」


    　王の遣いも去っていき、ユウキは扉を閉めて鍵をかけた。
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    　ユウキたちの到着から２日──出発を明日に控える今日は、大半の学生が自由時間となっていたが、タマキら騎士学科生は王宮で王に謁えつ見けんする予定があり、朝から外出していた。


    　タマキがいないので、やることのないユウキは昼過ぎまで寝ていた。


    　ユウキが目覚めると、ほぼ全裸のアイが隣ですやすやと寝息を立てていた。


    （……あれれ～？　おっかしいなぁ～？）


    　ユウキは記憶を真剣にたどってみたが、こうなる要因がなにひとつとして思い浮かばない。


    　そこでユウキを追いこむように、ノックの音がした。


    「あのー。ユウキさん、いませんか？」


    　扉の向こう側から聞こえてくる声が、ユウキの混乱に拍車をかけた。誰の声なのか見当がつかなかったからだ。その声は女性のものだったが、タマキの声ではなく、当然、アイの声でもなかった。


    「不在……？　おかしいですね……この部屋で合っているはずですし」


    　コンコンコン、と再びノック。さっきよりも強く、速いテンポで。


    「ユウキさん、いませんか？」


    「…………」


    　ユウキは息を潜ひそめて、シーツをぎゅっと握りしめた。


    　誰だか知らないが、頼む、諦あきらめて帰ってくれ──というユウキの祈りは通じなかった。


    「本当にいないんでしょうか……あ、開いてる」


    「えええ」


    　なんで開いてんだ。ぼくは閉めたぞ。閉めとかないと姉ねえさんになにされるかわからないから。閉めた。絶対に閉めた。賭かけてもいい。


    　……いや、今はそんなことを考えている場合じゃない。ここは高級ホテルと銘打ってはいるが、部屋の広さは大したことないワンルーム。扉を開ければ、中に入るまでもなくベッドまで見渡せてしまう。


    　ユウキは扉が開くのと同時に、自らベッドの上から転げ落ち、ベッドの下に潜りこんだ。


    　控えめな足音を立てて入ってきた訪問者が、カーテンを開けて部屋に陽光を取り入れた。


    「……アイ……なに他人の部屋で二度寝してんですか！　起きてください！」


    　訪問者に首根っこを摑つかまれたアイは、上半身を激しく揺すられた。ベッドのスプリングがギシギシと軋きしんだ。


    「んあ？」


    「起きましたね」


    　訪問者は、ぱっと摑んでいた手を離した。アイの上半身がベッドの上に沈みこんだ。


    「約束の時間をとっくに過ぎているから来てみれば……ユウキさんはどうしました？」


    「……あれ？　いない？」


    　アイは目め尻じりを指で擦こすりながら言った。


    「わたしが来た時には、もうアイひとりでしたけれど……ふたりで、なにしてたんですか？」


    「いや、特には……ユウキ寝てたし」


    　ええと……寝顔を見ていたら、アタシも眠くなってきちゃって、それでそのまま寝ちゃったんだっけ？　皺しわがつかないよう、ドレスは無意識のうちに脱いだんだろうと思う。


    「裸で他人と一緒に寝られる感覚が、わたしには理解できません……」


    「そんなの気にしてたら、開拓中どうすんの？　みんな浴場じゃ全裸ですぜ？　同性相手なんだから、気にしない気にしない」


    　いやいやいや、異性だよ！　とユウキはツッコみたかったが、状況が状況なので我慢するしかなかった。


    「とりあえず、服着てください」


    「はいはい」


    　アイはドレスを頭からすっぽりと被かぶった。


    「アイ、ブラジャーつけましょうよ……」


    「隠すほどのもんじゃないって」
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    「そんなことわかってますよ。貧しい胸を見せびらかされても困るって言ってるんです」


    「ほォ。それはアタシに喧けん嘩かを売っていると解釈してよろしいか？」


    「お好きにどうぞ。この前の続きがしたいんでしたら、お応えしますよ」


    「よし、ならば戦争だ。とりあえずキミもスポーツマンシップに則のつとって全裸になれ」


    「いやですよ！　なんでそんなことしなきゃならないんですか」


    「おっぱいの大きさを比べるために決まってるだろうが！」


    「ちょっと、やめてください！　しつこいですよ！」


    　ゴン、と鈍い音がした。アイの頭と部屋に置かれていた金属製の花か瓶びんが激突した音だった。


    「うおぉたがぁぁ……」とアイが水属性っぽい苦痛の声をあげる。


    （…………）


    　どうやら訪問者は、ぼくの本当の性別を知らないようだ。パンツ一丁で出ていくのはまずい。余計な混乱を招きかねん。ここは、訪問者が部屋から立ち去るのを待つしかないだろう。


    「それにしても、ユウキさんはどこに行ったんでしょう？」


    「あー……リリア、先、ロビー行って待ってて」


    「ユウキさんがいる場所、わかるんですか？」


    「まぁね。アタシとユウキは、遠く離れていても場所がわかる仲だから」


    　そんなエスパーな友情で結ばれた覚えはない。


    「だったら、わたしも一緒に行きますよ」


    「いいっていいって。これでいなかったら悪いし」


    「そうですか？　じゃあ、お願いします」


    　アイと訪問者──リリアは、ユウキの部屋から出て行った。


    （なんだったんだ、今のは……）


    　意外すぎる組み合わせだった。一昨日おとといは身も蓋ふたもなく罵ののしり合ってたのに……。


    　仲直りしたんだか、してないんだかわからない会話だったけど、結局一緒に行動してるし。……まぁ、好きの反対は嫌いじゃなくて無関心とよく言うし、出会いは最悪だったふたりの恋愛物語はよく聞く話。でもなんで、そこにぼくが加わるのが決定なのかが気になるけど。


    　ユウキはもぞもぞとベッドの下から這はい出て、足をズボンに通してから、鍵をかけるべく扉の方に近づいた。


    　ユウキがノブを摑つかむと、勢いよく扉が引かれて、外に引っ張り出されそうになった。廊下には扉を引くアイの姿があった。


    「はあい♪」


    「はあい、じゃないよ、もう……」


    　ユウキはアイ目がけて、げんなりとした声を放った。


    　室内に靴があることに気づいたのだろう。遠く離れてしまった相手の場所はわからないが、近くにいる相手の場所はわかることもある。


    　上半身裸のまま廊下で立ち話もなんだったので、部屋に戻った。ユウキは麻のシャツを羽織りながら、ベッドに腰をどさっと下ろした。


    「キミ、なんかエロいことした？」


    「……は？」


    　いきなり、どういう意図の質問なのか理解できなかった。


    「だって、隠れてたから。なんか疚やましいことしたんでしょー？」


    　アイはニヤニヤと笑いながらユウキを見た。


    「してないよ！　だって、ぼくと服脱いだアイが一緒に寝てたら、おかしいでしょ!?」


    　不純異性交遊である。大問題に発展しかねない。


    「なんだ、そういうことか。それなら、気にしすぎだ」


    　アイは「やれやれ」とでも言いたげな顔をして応えた。


    「キミはな、キミが思っている以上に、他人から見たら男には見えないんだよ。アタシがキミを最初に見た時も、女の子だと思ったし」


    「…………」


    　バカな……ぼくはパンツ一丁でも女子にしか見えないのか……？


    「だからキミは隠れずに堂々とリリア──さっきの子のことね──を迎えていても、なんら問題なかったんだよ。不純同性交遊と思われさえしなければね」


    　あまり耳にしないが、それはそれで大問題だった。


    「ぼくは、どうすれば男だって気づいてもらえるんだろう……」


    「自然と周囲が気づくとは思えないから、自分からカミングアウトしてかないと」


    「カミングアウトって言われても……」


    「全裸の上にコート羽織って、これを見てくれ！　ってコートを開きながら言うとか」


    　痴ち漢かんじゃねえかよ。


    「オレは男だ、ってでかでかと書いたプラカードを掲げて、全裸で歩き回るとか」


    　下半身を露出させない解決策はないのか？


    「それくらいしないと、たぶん、周りはキミが男だと信じてくれないぞ」


    「…………」


    　諦あきらめるしかないようだ。


    「……それで、なんの用？」


    「買い物に行くんだけど、キミも一緒に行かない？」


    「いいけど……なに買いに行くの？」


    「生理用品とか下着とか」


    「間に合ってるから、ぼくはいいや」


    　ユウキは布ふ団とんを被かぶり、二度寝することにした。


    「冗談だって！　服とか防具とか、そういうのだよ。キミが嫌いやがりそうな場所には行かないようにするから」


    「本当かなぁ……」


    　ユウキは疑り深い眼まな差ざしをアイに向けた。


    「キミ、アタシの誘いを断るってのか？」


    「……はぁ……わかったよ。行くよ」


    　面倒くさそうにユウキは答えた。


    「リリアも一緒だけど、別にいいよね？」


    「いいけど」


    　だからなんでリリアさんとアイが一緒に行動してんの？　とユウキは思ったが、説明してもらうのも野暮な気がして、なにも訊きかなかった。


    　ロビーに着くと、ひとり用ソファに座っていたリリアが律りち儀ぎに歩み寄ってきた。


    「おはようございます、ユウキさん」


    「おはようって言うほどの時間じゃないけどね」


    「おはようじゃないんですか？　寝ね癖ぐせついてますけど」


    　リリアに指摘され、ユウキは手て櫛ぐしで髪を整えた。


    「北区かー。２年ぶりだなァ」


    「そんなに変わってませんよ」


    「じゃあ、今日も元気に裸のおっさんが走り回ってるのかなァ」


    「ええ……ええ!?」


    「また巡回中の兵士と揉もみ合う毛深いおっさんの雄姿が見られると思うと、心ときめくわァ」


    「ときめかないでください！　そんな人、年に一度現れるか現れないかですよ！」


    　リリアとアイが仲睦むつまじげに話している様子は、２日前に食堂での口くち喧げん嘩かを見ていて、しかもそれをついさっきあった出来事のように思い出せてしまうユウキにとっては、違和感ありありだった。見ていると、なんだかもやっとしてしまう。


    「じゃ、行きますかァ」


    　今日は昨日と打って変わって、日差しの強烈な晴天だった。リリアは日ひ傘がさをさして、肌に陽光が直接当たらないようにしていた。


    「あ、それとユウキさん。わたしのことは呼び捨てで構いませんから」


    「リリアさんの方こそ──」


    「リリアで。〝さん〟は要いりません」


    「…………」


    　アイの影響が垣間見える。


    「わたしの敬語はクセみたいなものですから、ユウキさんは気にしないでください」


    「はあ」


    　自分は〝さん〟づけしておいて、ぼくには呼び捨てを強要。リリアの理屈は理解しがたい。……とはいえ、呼び名なんて基本なんでも一向に構わないので、気にしないことにした。


    



    　３人は水路の方へ向かい、手漕ぎの平底船ゴンドラに乗ってメトロポリス北区のアーケード商店街ガレリアに移動した。


    「店多すぎでしょ……」


    　一店一店回っていたら、日が暮れるどころでは済まないだろう。


    「わたしが案内しますよ」


    　リリアはメトロポリス生まれのメトロポリス育ち。特に北区は、彼女がアルバイトをしていた場所なので、自分の庭も同然だった。


    　３人はリリアの父親が出資している大型総合服飾店〝オデッセイ〟を訪れた。


    「武器も売ってるんだね」


    　案内板によれば、今いる１階は街着売り場。武器売り場は４～５階。


    「冒険者がトータルコーディネートできるようにと、最近は、武器を併売しているところが多いです」


    　そんなファッション感覚で武器を選んでしまっていいのだろうか……？


    「そういえばユウキ、防具は持ってるんだよな？」


    「持ってないけど」


    　アイは信じられないものを見る目をした。せっかくだから新しく買うことを勧めるつもりで訊きいたのに、まさか「持ってない」なんて返事がくるとは思わなんだ。


    「戦闘学部なのに、準備を怠おこたるにもほどがあるだろ。キミは死にに行くつもりか？」


    　乗船する学生は、ひとりひとりが係につき、仕事をする。戦闘学部生の仕事は、開拓先でモンスターなどの危険から船を守ったり、開拓地の探索、調査隊の警護などを予定している。


    「装備は乗船する前に揃そろえておくべきですよ。開拓先で調達できる保証はありませんから」


    　リリアは熱っぽくユウキに防具購入の必要性を語った。


    「まぁ、そうだよね」


    　盗賊学科のユウキは、先遣隊として真っ先に開拓地へ降り立つのが仕事だ。鎧よろい兜かぶとをつけたくらいで死亡率がさして改善されるとも思えなかったが、だからといって防具が不要だとも思えない。あのタマキでさえ、防具は出発までに用意すると言っていたのを思い出す。


    「まずはユウキの防具だな。これは必需だ」


    　街着とは別に、戦闘用の衣服を置いているフロアがあったので、３人はそこに移動した。


    「こんなのも防具に分類されるんだ……」


    　ユウキが手に取ったものは、どこからどう見ても革ジャンだった。街着にしか見えない。


    　参考までに、ユウキはタグを確認してみた。サイズＸＳ、魔獣革１００％、アトラス製。


    「うわ、30万もするの、これ？」


    　花の国なら２階建ての家が建つぞ。


    「バフォメットレザーにしては安いな」


    「確かに、お買い得ですね。試着してみたらどうですか？」


    「…………」


    　金銭感覚に大きなズレがあるな……これが都会を生きる者たちか……。


    「普段着っぽいのじゃなくて、もっとバトル臭がするものの方がよくない？」


    　ユウキはトルソーにかかっている鎧よろいの肩を撫なでながら言った。冷たい金属の感触がする。


    「鎧を着て歩く冒険者なんて、時代遅れも甚はなはだしい」


    　とアイは言った。「わかってないなァ」とでも言いたげだ。


    「移動時間の長い冒険者に、重い鎧は向いていません。鎧を買うのは、宝物庫を守る警備員や、城勤めの兵士くらいですよ」


    　冒険者とは縁のなさそうに見えるリリアだが、防具屋でのアルバイト経験が長いので、知識だけはあった。


    「悪いんだけど、ぼく、そんなにお金持ってないから──」


    　ふたりの欲しいものを見に行こうよ、とユウキが続けるよりリリアが言う方が早かった。


    「気にしなくていいですよ。足りなければ、わたしが奢おごります」


    「えええ。そんな、悪いよ」


    　軽い気持ちで奢れる値段の商品は、売り場のどこにも置いていない。物価が安いディアプレペスで育ったユウキの目には、そう見えた。


    「遠慮なさらなくていいですよ。友情や愛情は、お金で買えることもありますからね」


    　リリアが笑顔ですごいことを言い出した。


    　確かに、友情や愛情は金で買えることもある。「奢ってやるよ」の一言が好感度を大幅に上げたり、「割り勘でお願い」の一言が好感度を大幅に下げたりすることは、珍しくもなんともないことなのだけれど……平然と言ってのける人にお目にかかるのは初めてだ。


    　……よく考えてみれば、変人好きのアイの友達が、まともな人間であるはずもないのだった。


    「ユウキ、言ってやれ。お、奢ってくれたくらいで友達ヅラすんなよなッ！　ボク、そんな安い男じゃないんだからねッ！　ってな」


    　いや、それ誰だよ。ぼくのキャラ再現する気ないだろ。


    「それ、わたしに奢ってもらうためについてきたアイの言うセリフじゃありませんよね」


    「ええー……」


    　奢ってくれるという約束だけで友達ヅラかよ。すごく安い女もいたものだ。


    「てへッ♪」


    　アイは、グーにした手で頭をコツンと叩たたきウインクしながら舌を出すという、そう現実ではお目にかかることのない、難易度の高いポーズを取った。


    「いいんですけどね。謝罪の意味もありますから」


    「しゃ、謝罪？」


    　態度で示せる謝罪には限界がある。お金で示した方が合理的で確実だ。しかし、外交レベルの謝罪ならともかく、対人レベルの謝罪でお金を使うというのは、やはりまともではない。


    　というか、それ以前に、リリアがアイに謝罪する理由なんてあったっけ……？


    「謝罪って、どういう意味？」


    「謝罪は謝罪ですよ。先日、わたしのせいでアイに不快な思いをさせてしまいましたから」


    「えええ？」


    　あれは、お互いさまだったのでは……？　気にしすぎとしか思えない。


    「というのが建前で、出発する前にわたしの財力を見せつけておくのも一いつ興きようかと思いまして」


    「えええ!?」


    　とんでもねえ本音だ。今となってはもう遅いが、そのセリフは心の中でつぶやくにとどめておいた方がよかったと思う。


    「ユウキさんも遠慮なさらなくていいですからね。貧民にお金を振る舞うのは、富豪の務め。普段は搾さく取しゆしてばかりですから、たまにこうして再分配するくらいでちょうどいいんですよ」


    　さらりと貧民扱いされてしまったが、事実なので反論する気も起きない。


    「それにユウキさん可愛かわいいですし、貢みついであげたくなっちゃうんですよね」


    　明け透けすぎるってばよ。


    「そこまでぼくに親切にしてくれなくても、ぼくはリリアのこと友達だと思ってるし……」


    「わたしに奢おごられるの、嫌いやですか……？」


    「…………」


    　上目遣いで言うセリフじゃないよね。


    　……奢られたくないなら、ここはキッパリと断るしかない。けれど、そこまで気合いを入れて断っては、逆に機嫌を損ねそうで怖い。


    「ユウキ、どうした？　そんな吐き気を催もよおしたみたいな顔しちゃって……生理か？」


    　軽く辟へき易えきしていただけなのに、酷ひどい言われようだ。女性じゃないのに生理がきたら、買い物しているどころじゃないってばよ。言っとくけど、血便・血尿が出たこともないから。


    「……リリアに任せていい？　ぼくにはどれがいいのか、よくわからないから」


    「ええ、構いませんよ」


    　リリアはユウキのサイズに合うものの中から、最高の防具を選び取り、店員にラッピングしてもらった。プレゼントしてもらう形になってしまったが、リリアの顔はいかにも〝ご満悦〟という感じだったので、ユウキは断らなくて正解だったと安あん堵どした。


    「ついでに武器もいかがですか？」


    「武器は支給されるって聞いたんだけど」


    「支給される武器は、どれも大量生産品ですから、性能が低く、壊れやすいんです。自分用のものを用意しておいた方がいいと思いますよ」


    　そうリリアに勧められては断れなかった。


    　武器フロアは、剣ソード、槍スピア、斧アツクスなどのメジャーなものはもちろん、投擲刃ブーメランや鞭ウイツプ、鎌サイズ、爪クローなどなど、変わった武器も豊富に取り揃そろえられていた。


    　ユウキは自分が戦闘素しろ人うとであることを肝に銘じた。扱いが難しそうな武器に惹ひかれるが、それを選んだら大変なことになる。ブーメランなど使おうものなら、投げたあと戻ってきそうにないし、戻ってきてもキャッチできるとは思えない。キャッチできずに自分の指やら首やらがすぱっと飛びそう。鞭むちもダメだ。絡まって絶対に面倒くさいことになる。


    （ここは無難に剣けんにしておこう……）


    　ユウキは何百と陳列されている剣の中から、自分の手に一番馴な染じむものを探した。


    「これが一番いいかな」


    　ユウキは刀身を縦にして、手に持った剣をしげしげと眺めた。磨き抜かれた、真新しい銀色の刃に、薄く引き延ばされた己の顔が反射して映っている。


    「もっといいものも、たくさんありますが……それでいいんですか？」


    「うん」


    　ぼくには、この剣が一番合っている……そんな気がする。それに、剣術の心得のないぼくが、すごい剣を持ち歩いても、宝の持ち腐れだろう。


    「そうですか」


    　ユウキがあえて安物を選んだようには見えなかったので、リリアは納得した。装備者の手に馴染む武器には、価格以上の価値があることを、彼女は理解していた。


    「グラムと同じ形をしているものは、そのレプリカ以外にありませんから、ユウキさんがそれが一番いいと仰おつしやるなら、それが一番いいんでしょう」


    「グラム？　これ、レプリカなんだ」


    「グラムという剣はご存じありませんか？」


    「聞いたことない。有名なの？」


    「はい、とっても」


    　世界樹の根に、選ばれし者にのみ抜けると言われる魔剣〝グラム〟が突き刺さっている。グラムを抜いた選ばれし者は、勇者として、この世に平和と救いをもたらすだろう──。


    「オーパーツの中に、魔剣や聖剣と呼ばれているものはたくさんありますが、グラムよりも名が知られているものはありません。あらゆる魔剣の祖にして王、それがグラムなんです」


    「へぇ」


    　ユウキはリリアの解説を話半分に聞いていた。


    「グラムの知名度を高めているのは、現在、使い手がおらず、一般市民に公開されているからでもあります」


    「伝説上の剣じゃないんだ？」


    「はい。架空の剣ではなく、実在している剣なんです。伝説がある以上、使われたんだろうとは思いますが……グラムは今日も、勇者が現れるのを待っているはずです」


    　誰にも使われず、根に突き刺さりっ放しと聞いて、ユウキは魔剣を哀れに思った。


    「買い物が終わったら、実物を見に行ってみましょうか？」


    　興味を持ち始めている様子のユウキを見て、リリアが提案した。


    「見に行けるの？」


    「ええ、行けますよ。グラムがあるのは、ここメトロポリスですからね」
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    　アイとリリアの買い物が終わると、爆発的に荷物が増えていたが、そのほとんどはリリアと顔なじみの運び屋ポーターに預け、ホテルまで持っていってもらった。購入品の中でユウキの手元に残ったのは、グラムのレプリカのみ。これから本物を見に行くので、持って行こうというわけだ。


    「グラム国立公園があるのは、西区の方です。途中までゴンドラに乗って行きましょう」


    　北区からゴンドラに乗って揺られること数十分。メトロポリス西区に到着。ゴンドラを降りると、世界首都らしからぬ閑静な住宅街に出た。中央区に近いエリアは高級住宅街で、成り上がりを果たした大商人がこぞって住みたがる。リリアの実家も、この住宅街にあるらしい。


    　中央区から離れていくにつれて、住宅のレベルは目に見えて下がっていった。


    「ここから先は貧民街スラムですから、早く抜けてしまいましょう」


    　リリアは最短距離の道を選んで進んだ。早く抜けた方が、ガラの悪い住民に出くわす危険性が低いと踏んだのだ。だが、それは失敗だった。少しでも安全な、表通りをなるべく選んでいくべきだった……かもしれない。いや、そもそも、時間はかかるが、いったん南区の方まで行って回りこめば、スラムを横切る必要などなかった。急がば回るべきだった。


    　高層集合住宅イシユラに挟まれた狭い路地裏で、リリアたち３人は10人かそこらの男と対たい峙じした。男たちの外見年齢はまちまちだが、10代から20代の者が多そうだった。また、禿スキンヘツド、鶏冠型モヒカン、弾丸型リーゼント、仏陀風パンチパーマなど、個性的な髪型をしている者が多かった。


    　広義では盗賊に分類されるだろう人々を見て、乗船したら自分もこいつらと同じ種類の人間と思われるのか……と思い、ユウキはテンションを下げた。


    　３人は方向を転換して、逃走しようとしたが、後ろからも似たような男たちが現れ、挟み撃ちにされてしまった。意外と統率が取れているのかもしれない。


    「ウジャウジャとまァ、出てくるわ出てくるわ」


    　アイは苦笑いを浮かべた。


    「ここらへんって、いつもこんな感じなの？」


    　アイが周囲に注意を払いながらリリアに尋ねた。


    「いえ……初めてですよ、こんな目に遭うのは」


    　リリアは渋い表情をしていた。


    「美少女が３人集まったことで、変質者を引き寄せてしまったか」


    　だから美少女じゃ……という言葉をユウキは飲みこんだ。リリアがいる前で言うと、余計な混乱を招きそうだったからだ。


    　それよりもアイの余裕が理解できなかった。なんでそんなに余裕ありげなんだ。抵抗しても多勢に無勢だから逃げるしかないというのに逃げ道なし。アイは丸腰だし、リリアは日ひ傘がさしか持っていないし、ユウキは安物の剣しか持っていない。絶体絶命のピンチと言っても過言ではないというのに。


    　男たちは下げ卑びた薄笑いを浮かべたまま、じわじわと距離を詰めてきた。ひとりひとりからは酷ひどく小こ物もの臭しゆうがしたが、数の力とは偉大なもので、心の底からユウキは怯おびえていた。


    『あんちゃん、だいじょぶか～？』


    　シルフちゃんが現れた。昨日会わなかっただけなのに、この国で目にするのは初めてだからか、久しぶりに会ったように感じる。なにかと彼女は心配性らしく、「だいじょぶか～？」が口くち癖ぐせだ。


    『ウチが力貸せたらいいんやけど～』


    　自分に好意的な幻覚に感謝しつつ、ユウキは自ら状況を打開すべく剣の柄に手をやった。すると、男たちは一斉に武器を取り出した。ハンマー、ナイフ、鉄パイプ。言葉はないが、無駄な抵抗はしないでください、と言っているようなものだった。


    「いいだろう」


    　そう言って、アイが数歩、前に出た。


    「この超絶小悪魔破ハ廉レン恥チ美少女、アイネイアー・イ・クライストが相手になってやる」


    　アイは首から２種類の銀ぎん鎖さを外して、手に持った。ユウキは銀鎖をアクセサリーだと思っていたが、それはれっきとしたアイの武器だった。


    「かかって来いやァ！」


    　アイはノリノリだ。逃げるという発想は頭にないらしい。ユウキは不安そうに、リリアは信頼した表情で、アイの背中を見た。


    　アイは左手に持った細い銀鎖〝レーディング〟を手元で振り回し、ギュルギュルと高速回転させたのち、もっとも接近していた男めがけて投げつけた。


    　投げつけた鎖の先端は弾丸と化していた。ゴッ、と鈍い音がして、男の頭が跳はね上がった。鼻がべしゃっと潰つぶれて、血が散乱した。男は白目を剝むいて倒れた。


    「このアマァ！」


    　男が倒れた音が、開戦の狼煙のろしとなった。アイは頭を狙ねらって鎖を撃ち出し、立て続けに３人を戦闘不能に陥らせたが、接近してくる者全員に鎖を撃ちこむには距離がなさすぎた。


    　アイは地を這はうように鎖を投げて、足首に引っかけた。転倒した男は後頭部を打ちつけて気絶した。さらに転倒した男の足首から鎖を外すモーションから、鎖を大きく振り回すモーションに連結させ、左斜め前方一帯を薙なぎ払いながら、並行して右手の太い鎖〝ドローミ〟を縦に振り下ろす。ドローミが右側にいた鉄パイプを構えていた男の手に直撃し骨を砕く。男の手は使いものにならなくなった。


    　アイはバックステップを踏みつつ、両手の鎖を回転させた。バックステップに合わせて距離を詰めてきていた男に、回転させているドローミを投げずに叩たたきつける。男は身を引いて避けようとしたが、鎖の先端が眼球を掠かすめていた。男は痛みのあまりナイフを落として膝ひざをついた。


    　アイは男が落としたナイフに細い鎖〝レーディング〟を巻きつけ、鎖を手のように器用に操り、ナイフを飛ばした。鎖にばかり注目していた男は、予想外の飛来物に驚き、反応が遅れた。男は思わず目を瞑つぶり、手で顔を守る。男が目を開くと、赤くて短い刃が手を貫通していた。


    　アイが次々と男たちを叩きのめしている間、ユウキとリリアは後ろから近寄ってきていた男たちに追いつめられていた。さすがのアイも後ろに目はついていなかった。


    　ユウキは剣の柄つかに手を当てたところで不安になっていた。剣術の心得のない、構え方すらよくわかっていない自分が剣を抜いたところで、牽けん制せいにもならないのではないかと思ったからだ。しかもアイのように、正当防衛とはいえ、容赦なく人を攻撃できるか？　ぼくにできるわけがない、と思った。


    　ユウキが硬直していると、上空から何者かが落下してきた。フードを被かぶった男だった。薄うす汚よごれた衣服に身を包んでおり、左腕につけた悪趣味な黄金の腕輪が、やけに浮いて見えた。


    　フードを被った男は五点着地で着地時の衝撃を分散させると、そのまま転がってハンマーを持った男の懐ふところに入った。


    　フードを被った男は無手にもかかわらず、恐怖を感じている様子はなかった。掌しよう底ていを顎あごに叩きつけ、脳を揺らして、ひとり目。鉄パイプを振りかぶったところを、後ろ回し蹴げりで制して、ふたり目。ナイフによる突きを避けて、突き出た腕を捻ひねり上げながら隣接し、空いている手で胸ぐらを摑つかむと、頭突きでノックアウト、３人目。


    　フードを被った男は、単純に速くて、単純に強かった。タマキに勝るとも劣らない身体能力の高さが窺うかがえた。


    　暴漢をちゃちゃっと片づけ終えると、フードを被った男はズボンのポケットに手を突っこんで、ユウキとリリアを見た。


    「……さっさと立ち去れ。ここは女子供の来るとこうおおお!?」


    　アイの鎖がフードを被かぶった男を襲っていた。男は飛び退のいて、鎖をかわした。


    「危ねぇな！　なにしやうおおお!?」


    　アイは攻撃の手を緩めない。


    「死ねェェエエエ！」


    「ちょっとアイ!?　なにしてんです!?」


    　リリアにはアイが敵味方を無視しているとしか思えなかった。──なぜ助けてくれた恩人まで攻撃するんです？


    「バッキャロー！　今のでアタシの見せ場がちょっと減ったんだぞ!?　これがブっ飛ばさずにいられるか！」


    「ええ!?」


    　どんだけ目立ちたいんですか、あなた。


    「ってか、そのフードなんなん？　雨降ってるわけでも凍こごえるほど寒いわけでもないのになんでフード被かぶるわけ？　室内とか夜中にサングラスかけてるヤツと同じくらい地味にイラっとするわァー。そんなに顔見られたくないわけ？　顔バレＮＧなわけ？　だったらしゃしゃり出て来んなオラァ！」


    「いい加減にしてください！」


    　リリアがアイの脳天に鉄パイプの一撃をおみまいした。


    「ぐあああああ!?」


    　アイは頭を押さえてうずくまった。それでも痛みはおさまらず、もんどりうっている。


    「ちょっ……リリア……やりすぎじゃ……」


    　アイは息も絶え絶えに言った。


    「すいません、もう一回お願いします」


    　リリアがフードを被った男に頭を下げて、仕切り直しとなった。


    「さっさと立ち去れ。ここは女子供の来る場所じゃねえ」


    　テイクツーだからか、棒読みっぽかった。


    「キミだって子供だろォ？」


    　頭を押さえたまま、涙目のアイが言う。男の見た目の年齢は、アイたちとそう違わない。


    「オレはオマエらとは違う」


    　フードを被った男は鋭い視線をアイに投げかけた。


    「……とにかく、とっとと行け。オレも無む闇やみに敵を増やしたくねえんだ。またアホ共に突っかかられても、次は知らねえぞ」


    　フードを被った男は、ポケットに手を突っこんだまま歩き、イシュラの中に入っていった。見上げると、６階の窓だけが開け放たれていた。そこから飛び降りてきたようだ。


    「言われなくても、とっとと行くっての。好きで絡まれたんじゃないやい」


    　アイはムキになって走り出した。


    「アイ、そっちじゃありませんよ！」


    　リリアが慌てて呼び止めた。


    　リリアは案内役として先導するため、ユウキとアイの前を走り出した。


    「さっきのフード男、でかくなかった？」


    　ユウキの隣を走るアイが唐突に言った。


    「なにが？　身長？」


    　身長はユウキよりもあったが、そんなに大きくはないように見えた。横幅の方も、筋肉質だがゴリラのような体型ではなく、細身に見えた。


    「そんなんじゃないって。そこだよ、そこ」


    　アイはユウキの股こ間かんを指さして言った。


    「知らないよ！　そんなとこ見てないよ！」


    　なんてところに注目してんだよ。


    「キミのせいで、他人の股間を確認するクセがついちゃってさァ」


    「…………」


    　ぼくのせいではない自信がある。


    「不自然にモッコリしていたような気がするんだよねェ。……待てよ？　ということはだ、大型固形排はい泄せつ物ぶつという可能性も……」


    「それはない」


    　あと、キメ顔で言うな。


    「そいつは、どうかな……？　アタシの鎖がいきなり来たから、びっくりして、フッと出ちゃったのかもしれないぞ？」


    「ねぇ、この話題やめにしない？」


    「えェ～？」


    　どんだけ下ネタ好きなんだよ。


    



    　数百年前にアトラス王国はムネセウス王国からグラムを購入し、根っこごと掘り起こしてメトロポリスに移植していた。経済力のあるアトラス王国ならではのエピソード。


    　そんな大掛かりな工事をやらかしたにもかかわらず、グラムは抜けなかった。グラムのために作られたグラム国立公園は、今では知る人ぞ知る観光スポットとなっている。


    「着きましたよ」


    　そこは鳥ちよう瞰かんすると正方形に見える、緑豊かな公園だった。建物が密集している街並みの中に、ぽっかりと空いた穴みたいな場所だった。


    　広さは３００平方メートルくらいだろうか。だだっ広くて、ベンチも池もない公園だ。散歩で通りがかっている人の姿は多いけれど、立ち止まっている人の姿はなかった。


    「こういう場所って、吟遊詩人とか絵描きが寄り集まって来そうなものだけれど……」


    　ユウキはざっと園内を見回したが、それらは全く見当たらなかった。巷ちまたでは知る人ぞ知る観光スポットと評されているようだが、これでは、ありがちな寂さびれた公園にしか見えない。


    「食事時だからかもしれません。いつもは、もっと賑にぎわっているんですが……」


    　公園の中央には、地中から太い木の根が這はい出て来ていた。その根に、あまりにも何気なく、ユウキの持っている剣と同じデザインの剣が刺さっていた。


    「ただのしょぼい剣にしか見えないな」


    「うん……」


    　ユウキはアイの言葉に同調した。木の根に質素なデザインの剣を適当に突き刺しただけのように見える。これが抜けないだなんて、なにかの冗談としか思えない。


    「アタシ抜いちゃっていい？　抜けるような気がしてならないんだ」


    　アイはサーカス団の巡業で全国各地を旅しており、アトラスを訪れたことも何度かあったが、グラムを目にするのは今日が初めてだった。


    「グラムが抜けたら、アイは勇者として世界を救うための旅に出ます」


    　リリアがナレーションっぽい語りを挟んだ。


    「重おもっ」アイは冗談めかして言った。「そいつは責任重大だ」


    「アトラス王国は勇者の旅を全面的にバックアップすると公言していますから、安心して抜いちゃってください」


    　暗にリリアが「抜けるわけがありませんよ」と言っているようにも聞き取れた。


    「あんまり安心できないけど、やるだけやってみよっと」


    　アイはグラムの柄を摑つかんだ。


    「世界を救うっていうけどさ、もうこの世界は救われてるというか、平和じゃない？　なにをどう救えっていうのかな？」


    　ユウキはリリアに尋ねた。


    「ですよね。……ですから、抜けないままの方がいいのかもしれません」


    　平和な世界に、勇者は要いらない。


    「ふん！　……ふぬぬぬぬぬぬぬぬ！」


    　木の根にヒールのついた踵かかとを乗せ、後先考えず刀身が折れ曲がってしまう方向にアイは力を加えたが、グラムは１ミリたりとも動かなかった。


    「あー、ダメだー。アタシは勇者じゃないみたい。よかったよかった」


    　アイは嬉うれしそうに悔しがった。


    「ユウキさんも、思い出作りにひとつ、試してみたらどうですか？」


    「そうだね、やってみようかな」


    　リリアに勧められて、ユウキもグラムの柄を手に取った。


    「……えっ？」


    　やばい。


    　抜ける。


    「……っ！」


    　ユウキは慌ててグラムの柄から手を離した。


    「ユウキってば、どしたの？　静電気？」


    　ユウキの反応を見て、アイは不思議そうな顔をした。


    「あ……うん。びっくりしちゃったよ」


    　ユウキは触れた瞬間、知覚していた。


    　抜ける。


    　ぼくには、この剣を抜けてしまう。
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    　夜になった。ホテルは、乗船予定者の貸し切りになっていたここ１週間で、もっとも静かな夜を迎えていた。明日は出発の日とあって、眠れるかどうかはともかくとして、部屋で横になっている者が多かった。


    　そんな中、ユウキは、こっそりとホテルから抜け出ようとしていた。目的地は、グラムのあった公園だ。


    　ユウキを衝つき動かすものは、好奇心だった。ぼくは本当にグラムを抜けるのかどうか、試してみたい。あの〝抜ける〟という感覚が思いこみではなかったことを確認したい。


    「こらぁーっ！」


    「ひぎぃぃぃぃいいいいいい！」


    　大声で後ろから怒ど鳴なられ、ユウキは廊下で身を竦すくませた。


    「はっはっは、ビビりすぎだ。それでもゴールデンボールついてんのか？」


    　振り返れば、盗賊学科のマッチョな担任教官だった。


    「こんな時間に、どこへ行くつもりだ？」


    「どこって……」


    　ユウキは返す言葉に詰まった。


    「キャバクラか？　風俗か？　女子部屋か？　女湯か？」


    「…………」


    　あなたとは違うんです、と言い返したかったが、ぐっと堪こらえた。


    「まぁ、どれでもいいが……」


    　どれでもよくない。どれもダメだ。


    「ちなみに先生は、キャバクラから帰ってきたとこだ」


    　そのセリフは心の中にしまっておいてほしかった。


    「せいぜい溜ためすぎて、歪ゆがんだ欲望に走らないようにしろよ。でないと、先生みたいに去勢されちまうから」


    「えええ」


    　聞きたくなかった衝撃の過去。この人、これでゴールデンボールついてないのかよ……。


    「いいことを思いついた。おまえに盗賊スキル〝忍び足〟を伝授してやろう。これが使えれば、大半のフィールドで音を立てずに歩くことができる。今のおまえにとっては、あると助かるスキルだろ？　まずはこうして……」


    「はあ……」


    　ユウキは忍び足を習得マスターした。


    「……おまえ、実はすごい才能持ってるんじゃないか？　ちょろっと実演して見せただけで、一発マスターって……おまえ、盗賊王目指せよ」


    「いやですよ」


    　……とはいえ、他人から「才能がある」などと言われたことは初めてで、ぼくは浮かれる気持ちを隠すことができなかった。担任教官は噓うそを吐つくような人間には見えなかったから、その率直な評価が心に響いた。


    　凡人の自分でも、姉ねえさんのような超人に劣らぬ存在になれるのかもしれない。盗賊王を目指す少年の物語が今、幕を開けようとしていた。


    　……なんてことは、まるでない。
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    　グラム国立公園は、極端な静けさに包まれていた。


    　ドン、という擬音オノマトペが聞こえてきそうなほど、下品なくらい派手な銀色の月が夜空に浮かんでいる。満月だ。


    　グラムは丸い月を背負って、幽遠な光を刀身から放っていた。


    　公園には誰もいない。街中には、なにを目的にしているのかさっぱりわからない散歩中のカップルや、危なげな足取りで歩く老人、街灯の下で嘔おう吐としている酔っ払いなどの姿が見られたが、ここには誰もいない。グラムがユウキとの一対一の対面を望んでいるかのようだった。


    　ユウキは、昼間は慌てて離してしまった柄を、ゆっくりと握り締めた。


    　抜けるものなら、抜いてやろう。


    　ユウキはグラムをぐいっと引いた。


    　すると、ユウキの時間感覚が停止した。


    『お前は、何者だ？』


    　荘厳な声が、ユウキの脳内に響き渡った。


    　──なんだ、この声は？　幻聴のようだが、シルフちゃんじゃない。誰だ？──


    『なぜ、剣ちからを欲ほつする？』


    　荘厳な声は、重苦しい調子でユウキに問うた。


    　──なぜ？　なぜって言われても……なにこれ、適性テスト？──


    『……まぁ、いいか。そろそろ誰かが抜かないとまずいし』


    　荘厳な声は、テキトーな調子でユウキに告げた。


    　──いや、ちょっと待て。あんまりよくない気がす──


    　ユウキの時間感覚が正常化した。


    「──る？」


    　と同時に、するりと、音もなく、なんのエフェクトもなく、グラムが抜けた。


    　あっけないなんてもんじゃなかった。


    　抜けた。抜けてしまった。誰にも抜けなかったはずの魔剣が、抜けてしまっていた。


    　これから、ぼくはどうなるのか？


    　グラムを抜いた選ばれし者は、勇者として、この世に平和と救いをもたらすだろう──。


    「……なかったことにしよう」


    　ユウキはこの世に平和と救いをもたらすつもりなど、毛頭なかった。そういう面倒くさそうな人生は、自分には向いていないと思った。


    　──ああ、きっと、みんなにも、この剣は抜けるんだ。抜けるけど、抜いちゃうと、ぼくみたいに「やっぱ抜かなきゃよかった」と思うことがわかってるから、わかりきってるから、抜かないんだ。みんな頭いいなぁ。


    　ユウキがグラムを元の位置に戻そうとすると、ずるりと滑らかに根が切れた。


    　この剣、切れ味がよすぎる。


    　というか、やばい。台座としての根が切れてしまったということは、


    「……戻せねえ!?」


    　最悪だ。


    「あわわわわわわ……ど、どどど、どうしよう!?」


    　このまま勇者として認定されたら、おそろしく面倒くさい未来が待ち受けているのだろう。


    　──いやだ。


    　そんなのは、いやだ。


    　ぼくは自由でいたいんだ。世界なんて、知ったこっちゃない。姉ねえさんと一緒に平穏無事に暮らせれば、それでいい。


    　ユウキは最終手段を取ることにした。


    「捨てよう」


    　抜いたグラムを地面に放置して、逃げる。これしかない。「それを捨てるだなんて、とんでもない！」という警鐘が脳内で鳴り響いているが、ユウキは無視を決めこんだ。


    「ごめんなさい……」


    　ユウキは地面に置いたグラムに頭を下げた。


    　こうしておけば、きっと誰かが拾ってくれる。


    （いい人に拾われるんだよ……）


    　ユウキは心の中でつぶやいて、公園から去ろうとした。


    「……あれ？　おかしいな？」


    　ユウキは歩いた。とことこと、歩いて歩いて、歩きまくった。


    　なのに、公園から出られない。出口が一向に近づいてこない。


    　ユウキは怖くなって走った。息が苦しくなるまで走り続けた。


    　でも出られない。開放されている公園に閉じこめられている。


    　──運命からは逃げられない？　魔剣を捨てることはできない!?


    「そんな……」


    　四方八方を蜃しん気き楼ろうによって囲まれているみたいな視界状況が、ユウキに焦しよう燥そうを感じさせる。幻術の一種だろうか？　30分間は外へ出ようと歩き回ったのに、公園の中央にあるグラムの元へ戻るのには、10秒とかからなかった。


    「持ち帰るしかないのか……？」


    　公園内だけで起こる現象かもしれないと思い、ユウキは公園の外へ出て、もう一度グラムを捨ててみた。


    「やっぱりダメか……」


    　それからも、投げ捨ててみたり、埋めてみたり、創意工夫を凝らしてグラムから距離を取ろうとしてみたのだが、なにをやってもうまくいかなかった。


    　公園の中央、グラムのあった場所までグラムを持って戻ったユウキは、グラムが抜けてしまったことを、いかにして誤ご魔ま化かすか考え始めた。


    「……あっ、そうだ！　これがあるじゃないか！」


    　ユウキは今日の昼間買ったグラムのレプリカを装備していた。


    　レプリカを本物の代わりに、切れていない根に突き刺した。


    「これでよし」


    　なにが〝これでよし〟だ。こんな杜ず撰さんな隠いん蔽ぺい工作が通用すると思ってんのか？　仮に通用したところで、明日になったら有象無象の誰かに抜かれて、その誰かが盛大な迷惑を被こうむるハメになるぞ。その責任をどう取るつもりだ？　──という考えが頭をよぎったが、もはやそんなこと、この時のユウキにしてみれば、知ったことではなかった。もう、他人など、どうにでもなってくれていい。それでぼくが平穏無事で済むのなら、それでいい。
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    「ふがふがふが……」


    　早朝、まだ陽も上り始めていない瑠る璃り色いろの空の下、グラムのレプリカを引きずって歩いている腰の曲がったおじいさんがいた。


    　早朝の散歩に出ていたそのおじいさんは、グラムを抜こうとするのを日課としていた。勇者になりたくて、毎日欠かすことなく、散歩がてら公園を訪れ、グラムを抜こうとした。しかしグラムは抜けなかった。


    　いつか、おじいさんは自分の強い想いが世界樹の精霊に伝わると信じていた。オレの──ワシの想いは必ず精霊様に届き、剣は自分を勇者として選んでくれるだろうと信じていた。おじいさんよりも多くの回数、グラムの柄に触れた者はいないだろう。グラムの柄についた手て垢あかの一割くらいは、おじいさんのものだと言い張れるだろう。


    　そして、おじいさんはついに選ばれた（と錯覚した）。初めてグラムに触れた日から60年以上が経過していた。刀身を摑つかんで抜こうとして怪け我がをした日、手の皮がずるずるになるまで雨の中引っ張った日、足ならいけるのではないかと無理な体勢で抜こうとして腰を痛めた日、グラムと共に過ごした長い長い年月が、走馬灯のようにおじいさんの脳内を駆け抜けていった。


    「ふがふがふが……」


    　おじいさんは歩きながら涙していた。


    　初めて根に刺さっているグラムを見た時に覚えた、「この剣は、オレが来るのを待っていたんだ」という直感は正しかった。諦あきらめずに通い続けてよかった。仕事もしないでグラムを引き抜くために体を鍛えてばかりいた若かりし頃の努力が、ようやく、ここに来て報われた。


    「ふがふがふが……」


    　魔剣に選ばれし者として王宮に出向しなければならないが、その前に家族に報告しなければなるまいな、とおじいさんは考えた。働かなかった自分を支えてくれた家族、そしてお手伝いさんたちに感謝の言葉をかけたかった。


    　神様、精霊様、選んでくれて、ありがとう。


    　親父、おふくろ、産んでくれて、ありがとう。


    　生きてて良かった。


    　心から、そう思った。


    「ふがーっ」


    　帰ったぞー、と言うように、おじいさんは威勢のいい声をあげて門を開けた。


    「あら。おじいちゃん、お帰りなさい」


    　玄関前で掃き掃除をしていた、新参者のメイドがおじいさんを迎え入れた。彼女は元気さが取り柄の若者で、おじいさんとは孫と祖父のように仲がいい。


    「──って！　そ、それは！」


    　メイドは仰天した。


    「なにしてるんですか！　刃物なんか持ち歩いたりして！」


    　メイドはおじいさんからグラムのレプリカを取り上げようとした。


    「ふがーっ！」


    　おじいさんはガチで抵抗した。


    「きゃー！　な、なんで!?　まさか呪のろわれた装備で凶暴になってるとか？」


    「ふが、ふが、ふが」


    「え？　違う？　これは伝説の魔剣？　またまたぁー。なに言っちゃってるんですか。でも私、おじいちゃんのそういう茶目っ気のあるとこは好きですよ」


    「ふが、ふが、ふが」


    「え？　魔王を倒しにいく？　ムチャですよ！　ゴキブリ一匹殺せなくって共存を選んだおじいちゃんに、魔王を倒せるわけないじゃないですか」


    「ふが、ふが、ふが」


    「え？　そんなことはない？　ワシの真の力を見せる時が来た？　なに言ってんですか？　おじいちゃん、老いを受け入れる力こそ、老人の真の力なんですよ。しっかりしてください！」


    「ふがーっ！」


    　メイドの理解のなさに、おじいさんは堪忍袋の緒を切らした。


    「きゃー！　誰かー！　おじいちゃんがご乱心よ！　おじいちゃん、私は魔王じゃありません！　きゃー！」
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    「グラムが盗まれただと？」


    「はい、そのとおりです陛下」


    　ひょろ長い体型の兵士長は、困惑の表情を体型同様にひょろ長い顔に浮かべて言った。


    「自分が抜いたと主張する者があとを絶たず、混乱が広がりつつあります」


    　都では、自称〝選ばれし者〟の大量発生が、社会現象になりつつあった。


    「……盗めるものなのか、あれは？」


    　若きアトラス王は、顔を顰しかめて言った。


    「そうなんですが……我々が確認しに行った時には既に公園にグラムの姿はなく、傷つけられた世界樹の根だけが残されていました」


    「台座となっていた根を切ったというのか？」


    「そのように見えました」


    「あの根が切れるわけが……直接、現場を見なければならんな」


    　王は近この衛え兵へいを引き連れて、グラム国立公園へと赴いた。


    



    「……ほう、本当にグラムがないとは。ありえない風景を見ている気分だ」


    　王は台座としての役割を終えた根に触れ、その周辺部を凝視した。


    「やはり……」


    「やはり、と申しますと？」


    　生真面目そうな顔をしている近衛兵のひとりが王に尋ねた。


    「聖域を作り出す魔法陣に綻ほころびが見られる。グラムが抜けた拍子に、傷がついたのだろう」


    　神の血を引いているとされる王の眼にしか、それは映らない。


    「そのせいで、魔法陣が機能しなくなっているとすれば──」


    　王は近衛兵の腰に差した長剣を無造作に引き抜き、根に突き刺した。


    「このように簡単に切れてしまう。根の傷は、グラムを抜いたあとにつけられたものだ」


    「……では、抜剣者は正当な方法でグラムを抜いたと？」


    「そうだ。抜剣者──魔剣に選ばれし者はいる。その者には大たい義ぎを果たしてもらう責任がある。即刻、探し出せ。各区の港に検問所を設けろ。まだ魔剣は国内にあるはずだ」


    「はっ！　了解しました！」


    　近衛兵のひとりが兵士たちに命令を与えるために走り去った。


    「抜いてすぐに姿をくらませるとは……勇者にあるまじき行動だな」


    　王にも昔、自分自身がグラムを抜く者でありたいと思っていた時期があった。


    　魔剣の主として世界を救う旅に出る……それは、神の血をひいているといわれるアトラス王家の末まつ裔えいとして生まれた、自分のために用意されている人生だと思えてならなかったのだ。


    　しかし、王にはグラムが抜けなかった。


    「どうやら、わたしのような男に、魔剣は相応ふさわしくなかったようだ」


    　有能な王は、自じ嘲ちよう混じりに、蚊の鳴くような小声でつぶやいた。
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    　右を見ても左を見ても兵士がいる街を、ユウキたち４人は大きなトランクを抱かかえて歩いた。


    「出発式がないと、なんだか味あじ気けないですね」


    　魔剣グラム及びその抜剣者を確保するため、王宮に仕える兵士が総動員されているらしい。警備に人手を割さけないため、急きゆう遽きよ、出発式は中止となっていた。


    「アタシはなくても全然オッケーかなー。王様とかのスピーチを聴くのも、みんなで国歌を斉唱するのも、かったリィし」


    　駄だ弁べりながら歩くこと十数分。開拓船が見えてきた。ガードフェンスの外側で、乗船者の家族や友人が乗船者を待ち構えていた。珍しいもの見たさで集まった野次馬の姿もあった。


    「サーカステントがあるんだけど」


    　ユウキがフェンスのすぐそばに出現したド派手な配色のテントをぽかんとして見ていると、テントの方から、まぁるいリンゴみたいな体型のおじさんが、玉乗りしながら近づいてきた。玉とおじさんの組み合わせが生み出すシルエットは、まるでダルマだ。


    「アイー、見送りに来たぞー！」


    　玉乗りおじさんはアイの父親だった。彼はサーカス団の団長でもある。


    「ちょっと行ってくるね」


    　とアイが言った。ユウキたちはうなずいた。


    「パパ、来てくれると思ってなかったよー」


    「ぬふふふふ、サプライズだよ、サプライズ！」


    　アイとアイの父親の関係は良好なようだ。


    　それにしても、さすがアイの家族と仲間たちだ。目立ちっぷりがよすぎる。顔や体型はともかく、性格面の形成に、父親の遺伝子と育った環境は多分に影響していると思う。


    （父さん、間に合ったかな……）


    　昨日、伝書鳩が届けてくれた手紙によれば、ギリギリ間に合いそうだとのことだったが……。


    「お姉ねえちゃん、ユウキくん」


    　ふたりは温厚そうな口くち髭ひげを蓄えた男性に声をかけられた。


    「お父さん！」


    　タマキは笑顔を咲かせ、その男性──父親の元に駆け寄った。


    「わたしは先に行ってますね」


    　リリアの家族はメトロポリスに住んでいるので、別れの挨あい拶さつは自宅で済ませてきたそうだ。


    　ユウキはタマキに少し遅れて、父親の方へと歩いていった。


    「ユウキくん。よかったねぇ、乗船できて」


    「ああ、うん……」


    　盗賊として乗ることは、言わないでおいた方がよさそうだ。


    「それにしても、すごい船だねぇ。これだけ大きいってだけでもすごいのに、これから飛ぶっていうんだから、たまげるよ」


    「だよね～」


    　こうした当たり障さわりのない家族の会話が、これから１年間ないと思うと、寂しく感じる。


    　あまり話を長引かせると、旅立つ意欲が失うせてしまいそうで、タマキは話題をふたつみっつ消化したところで、話を切り上げた。


    「じゃあ、お父さん、そろそろ行くね～」


    　タマキは間延びした声で言った。「ちょっと、そこらへん散歩してくるね～」というような調子で、普段となにも変わらない声色だった。


    「ユウキくん、お姉ねえちゃんを頼んだよ」


    　父親は、どこか危なっかしいところのあるタマキを案じて言った。


    「うん、わかってる」


    　ユウキは父親の言葉を素直に受け止めた。


    「お姉ちゃん、ユウキくんを殺さないようにね」


    「わかってるよ～」


    　タマキは父親の言葉を素直に受け止めた。


    「それじゃ、気をつけて行ってらっしゃい」


    　ふたりは父親に手を振り、フェンスの間を通り抜け、開拓船へと向かった。金網越しにも、手を振り続けている父親の姿を見ることができた。ふたりも負けじと手を振り返した。


    　アイはまだサーカステントで家族と話していた。彼女は父子家庭のひとり娘として育ったが、家族同然の仲間がいつも何十人とそばにいた。だから彼女には家族と呼べる人がたくさんいる。その全員と言葉を数回交わすだけでも、結構な時間がかかった。


    　タマキとユウキはアイを急せかしたくはなかったので、リリア同様、先に行くことにした。


    　検閲所はフェンスの内側にあった。サーカステントとは対照的な、質素で目立たない感じのテントが張ってあり、中では荷物検査とボディチェックが行われているらしかった。


    「……ボディチェック？」


    　その単語を聞くと、すごく嫌いやな予感がした。


    「いやらしいことされたりして～」


    　真ま面じ目めなボディチェックと〝いやらしいこと〟は等号で結ばれてはならない関係にあるが、ボディチェックという名目で、過剰な身体的接触などを図ってくる検や査か官らがいそうではある。


    　テント内で取り調べを受けるのは、原則ひとりずつのようだった。プライバシー保護のため、他人が取り調べられている様子を外から見ることはできない。


    「あ、いたいた」


    　ユウキたちが列に並んでいると、アイが追いついてきた。アイは調子よく、ユウキのすぐ後ろに割りこんだ。ユウキの後ろには数人しか並んでおらず、文句を言いたそうな人もいなかったので、まぁ問題ないか、とユウキはなにも言わなかった。


    　しばらくして、タマキの検査が終わり、ユウキの番が来た。テントの中に入ったユウキは、20代後半と思われる女性の検査官に指示されるがまま、テーブルの上に荷物を広げた。


    　検査官は二重底や隠しポケットも見逃さないよう、念入りにトランクの中身をチェックしようとしたが、そんな手間をかけるまでもなく、グラムは見つかった。


    　裏の裏をかいての正面突破。それは策とは呼べない開き直りとほぼ同義だった。ユウキは挙動不審にならないよう、ゆっくりとした呼吸を心がけた。


    「グラム……のレプリカ、ですか」


    「はい、そうです」


    　ユウキは検査官の目を見てうなずいた。バクバク鳴っている心臓が、顔や態度に影響してはいないかと不安だった。


    「レプリカにしては、使い込まれているように見えますが……」


    　検査官は汚れの目立つ柄つかを見て言う。


    「ビンテージ加工です。最近の技術はすごいんで」


    　……我われながら苦しい言い訳だった。


    「わかりました」


    「……なんですか、そのハンマーは」


    　ユウキは検査官が手に持ったものを指摘した。


    「これで刃の部分を叩たたいてみて、欠ければレプリカ、欠けなければ本物です」


    「え……」


    　なんて原始的な……。だが、信頼に足る鑑定法かもしれない。


    「や、やめてください！　壊さないでください！」


    「ほんの一部分だから！　先端の方は叩かないから！」


    「ぼくはこの剣が気に入っているんです！　大切なんです！」


    　演技で言っているのか本気で言っているのか、自分でもよくわからなかった。


    「そんなに高いものじゃないでしょう？」


    「値段の問題じゃありません！」


    「そんなこと言われても。これが仕事なの！　わかって！」


    　検査官はグラムの刀身を露出させるため、鞘さやから引き抜くべく柄を握った。


    「……あ、ああ、あ？　あ？」


    「……え？」


    　検査官の様子がおかしい。


    「ア、アアア、ア？　アア？」


    　様子がおかしい。……というか、やばい。様子がやばい。


    「アアアアア！」


    　びくんびくん、と検査官は痙けい攣れんした。様子がやばすぎる。


    「ヌハァァァ……ブフゥゥゥ……」


    「…………」


    　クソやばし。


    　目にするのは初めてだが、おそらく、マナへの耐性が弱い人間が陥りやすい、モンスター化現象だ。目の前の検査官は、人型モンスターになりつつある。


    　原因はひとつしかない。グラムだ。グラムのせいだ。冴さえない小剣にしか見えず、簡単に模造品を作れてしまうグラムだが、本物が膨ぼう大だいな魔力を秘めていることは、ぼくがあれほど頑張ったのに捨てられなかったことからも、想像に難くない。


    　選ばれていない人間が持つと、こうなってしまうのか──？


    「ウガァァアアア！」


    『あんちゃん、逃げぇ～！』


    　シルフの声げんちようでユウキは我われに返った。啞あ然ぜんとしている場合ではなかった。ユウキは背を向けて逃げ出そうとしたが、興奮状態にある検査官の瞬発力には敵かなわなかった。


    　ユウキは後ろからガシィッと検査官に抱きつかれ、うつ伏せに転倒させられた。


    「ウラヤマシィィ……ウラヤマシィィ……」


    　スリスリ……スリスリ……


    「ぎゃあああ！」


    　妙みよう齢れいの女性に抱きつかれて頰ほおを尻しりに擦こすりつけられているといえば聞こえはいいような気もするが、その実態は最悪で、鳥肌が立った。


    「ワカカッタラッ！　モットワカカッタラッ！」


    　検査官が心の奥底で抱いていた乗船生に対する《嫉しつ妬と》の感情が表出していた。


    「ちぇりおぉぉおおおおお！」


    



    　兵士の制止を振り切りテントに突入したタマキが、飛び膝ひざ蹴げりで検査官を吹っ飛ばした。


    　テントを支えている柱あしのひとつに検査官の体がぶつかった。その衝撃でテント全体が震え、柱が折れた。どべしゃっ、と幕が落下し、テントが潰つぶれた。


    「ふんぬらばっ！」


    　タマキは圧のしかかった天幕を押し退のけて脱出した。それから、天幕の中に手を差し入れて、近くに埋まっていたユウキを発掘した。


    「ユウくん、お尻の穴は無事!?」


    　その第一声はいかがなものか。


    「だから、あれ買っとけって昨日言ったのに」


    　アイが近づいてきて言った。


    「……あれって？」


    「貞操帯」


    「…………」


    　昨日のぼくに言ってあげたい。買わなくて正解だよ、と。


    「あなた、なんてことを！」


    　タマキは検査官に暴力を振るったとして、兵士に注意された。検査官はぐったりとのびてしまっており、担架に乗せられるところだった。


    「ボディチェックしてたら、その人、ムラリンきちゃったんですよ～。絶対そうです～！」


    　タマキの言い分は兵士にも理解できた。ユウキの悲鳴が聞こえたのは確かだし、そのあとも女性検査官が「もっと若かったら！」と、どう考えても検査と関係ない、謎なぞの発言をしており、検査官の情緒が不安定だったと推理することができたからだ。


    「すみませんが、もう一度、検査を受けてください」


    　腰の低い兵士に言われ、ユウキは兵士たちによる迅じん速そくなテントの再建後、別の検査官に荷物をチェックしてもらうことになった。


    「先行ってるよー」


    　アイはユウキが待たされている間に、別のテントで検査を終えた。


    （またモンスター化されたらどうしよう……）


    　さっきみたいな展開が２回、３回と続いたら、いくらなんでも隠し通せなくなるだろう。


    　だが、自分から魔剣の主であることを宣言するつもりはなかった。自分にはどうにもできないのだから、なるようになればいい。ユウキは再び、ノーガード戦法を取った。


    （……あれ？）


    　テーブルの上に広げられたユウキの荷物、その中に、グラムの姿がなかった。


    　テント崩ほう落らくのどさくさに紛れて、グラムが消失していた。捨てられなくて困っていたものが、あっけなく消えてしまったことに、ユウキは釈然としない感覚を覚えた。


    　ユウキは剣を隠し持てる体型・服装ではなかったので、ボディチェックは省略された。テントから外に出ると、タマキとアイが待ってくれていた。


    「これ落としたでしょ」


    　アイが鞘さやに納まったグラムをユウキに見せた。


    　ユウキはびっくりした。なんでアイが持っているんだ？


    「キミのはレプリカなんだから、堂々と装備しとけばいいんだよ」


    　アイはユウキの背中に回り、腰に鞘を固定した。


    「よし、っと。これで落とす心配ナシだな」


    「アイ、どこか変なところはない？」


    「ないけど。どうした急に？」


    　アイはユウキに心配される理由がわからなかった。


    　……当たり前といえば当たり前なのかもしれないが、鞘まではセーフのようである。


    「ユウくん、置いてくよ～？」


    「あ、待ってよ」


    　開拓船は目と鼻の先にあった。


    　……空を飛んでいるうちは、勇者として引っ張りまわされる心配はないだろう。


    　開拓船よ、早くここから出発して、ぼくを遠くに連れて行ってくれ……。
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    　船底付近にある機関室には、機関を冷却するために外気を取り入れるための穴と、熱された機関室内の空気を排出するための穴がある。排出するための穴の縁ふちに、鉤かぎのように内側に曲がった鋭い爪が引っかかった。通ダ風ク管トを上ってきている者がいる。


    「ふん！」


    　爪に力を入れて、彼は体を一気に持ち上げた。


    「フー……やれやれ、死ぬかと思ったぜ」


    　現れたのは、フードを被かぶった男だった。彼は排出風に吹っ飛ばされたが、ダクトの途中で爪を引っかけることで落下を防ぎ、さらにそこから這はい上がってきた。執念がそうさせたのか、死への恐怖がそうさせたのか。


    「あっちーな……」


    　機関室は、長時間いるには厳しい場所だった。フードを被った男は船内に通じる扉に手をかけた。扉は内側からロックされていた。鍵穴はなかった。閂かんぬき錠じようの扉だった。


    　体当たりで開けられそうだが、機関室は狭く、助走を取れるだけのスペースはない。


    　彼は息を深く吸いこんだ。


    「……巨神壇壊キヨシンタンカイ！」


    　男は予備動作のほとんどない体当たりで扉をこじ開けた。重厚な扉は、人間の体当たりで壊せるものではなかった。しかし、人間ではない彼にとっては、不可能なことではなかった。


    　激しい動きでフードがズレて、男の顔が露出した。体脂肪率が低いため頰ほおがこけており、眼光が鋭く、精せい悍かんな顔つきをしていた。だが、それよりも、耳が頭の横だけでなく、上にもある点が目についた。彼には耳が４つあった。


    　フードを被り直してから船内通路に出た男は、人目につかない場所──潜伏場所を求め、そろそろと歩きだした。
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    　ユウキは荷物を自分の部屋に置いたあと、タマキ、アイ、リリアら３人と食堂で合流した。食堂には乗船者の３分の１以上が集まっていた。目当てはアトランティスの全景だった。


    　船の後部に位置する食堂の窓からは、船の後方の景色を見ることができる。自分たちの世界を外側から見たいという思いを、多くの乗船者が抱いていた。アイはミーハー根性全開で、眺望のいい席を目ざとく見つけて、４人の中で誰よりも早く座った。


    「ふぃー、よっこらせっくす」


    「爺じじくさいなぁ」


    「ツッコむところそこですか!?」


    　もう多少の下ネタは許そうと思う。


    「アタシのセリフにツッコんでる場合じゃないぞ。今まさに、この船は世界の果てを越えているんだからな」


    　世界の果てワールドエンド──浮遊大陸の縁ふちに生え揃そろった、標高５０００メートル以上の山脈。それを越えてからしばらくすると、浮遊大陸の全ぜん貌ぼうが明らかになった。


    　浮遊大陸の形は、切り立った山と岩盤と、岩の柱〝太たい極きよく柱ちゆう〟からなり、杯さかずきに似ていた。海や陸地がこぼれないようになっている、巨大な杯。そこにはユウキたちの住む〝世界〟が注いであった。浮遊大陸の下に広がる海は、毒の沼地と見み紛まがうばかりの、毒々しい紫色をしていた。紫色をしているのは、闇やみ属性のマナが強すぎて可視化しているせいだ。


    　紫色の海は、巨大海獣と呼ばれる凶悪モンスターがわんさか生息している、危険度ＳＳＳトリプルエス級の超危険地帯。開拓船は、その上空を飛び続ける。船の高度まで攻撃を仕掛けてくるモンスターはいないが、万が一にも、なんらかのトラブルで紫海に墜落することになれば、この船は巨大海獣の餌え食じきとなってしまうだろう。


    「外から見てみると、よくあんな不安定な場所で生活できるもんだなァ、と思うよ」


    「今にもポキッて折れちゃいそうだよね～」


    「太極柱は飾りみたいなものですから。浮遊しているのはオリハルコンのおかげです」


    　飛行金属オリハルコンを含んだアトランティスの地盤は、マナによって半永久的に浮力を得ているので、柱にかかっている重量はゼロに等しい。柱は落下を食い止めるためではなく、自然浮上を抑えるためにあると考えられている。


    （ぼくたちは、どこまで行くんだろう……）


    　遠のいていく浮遊大陸。ここから先は、誰も知らない世界。知らないままでもいられた世界。


    　開拓船は、紫色の海の上に、ぽつんと浮かぶ点のようなもの。ぼくたちは孤独だ。ぼくたちしか、ぼくたちを知りえない。この船が沈没することになっても、誰もそのことを知りえない。


    　恐ろしいことだ。けれど、そういう孤独な旅のことを、人は冒険と呼ぶのだと思う。
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    　盗賊学科の教室へ出向すると、担任教官（去勢済み♂）が大きなダンベルで筋トレしながら、ユウキが来るのを待っていた。51歳、筋力の維持に抜かりがない。


    「来たな。では授業を始めるとしよう」


    　担任教官はダンベルをごとりと床に置いて、教壇に立った。ユウキはひとり分しかない席についた。ほかの机や椅子は、出発前に撤去されてしまったようだ。


    「どうする？　カリキュラムどおりに指導してやってもいいが……」


    「カリキュラムなんてあるんですか？」


    「ある。古いものだがな。最初は窃せつ盗とうのマナーを学ぶ」


    「教えてくれなくて結構です」


    　窃盗は、マナーではなくルールで縛られるべき行為だと思います。


    「なにか覚えたいスキルがあるなら、優先して覚えさせてやるぞ」


    「盗賊スキルって、具体的にはどういうのがあるんですか？」


    「盗む、分ぶん捕どる、鍵開け、縄抜け、忍び足、鷹たかの眼、変装、鑑定、偵察、索さく敵てき、拷ごう問もん、偽装工作、情報操作、先読み、トラップ設置、トラップ解除……ざっとこんなところか」


    　指折り数えて担任教官が言う。意外と種類があって、ユウキはびっくりした。


    「じゃあ……早くマスターできて、かつ開拓地で役に立ちそうなものからお願いします」


    「トラップがオススメだが……作るのにも仕掛けるのにも力がいるから、先生みたいに筋肉がついてしまう。それでもいいか？」


    「よくないので、別のスキルでお願いします」


    「だったら鷹の眼にしとくか。これが使えると、偵察や索敵をするのにも便利だからな」


    　そう言うと、教官はどこからか大量のプリントを持ち出してきた。ユウキに差し出された紙には、いくつもの立方体ブロックを組み合わせて作ったオブジェクトが書かれていた。


    　問：ブロックの数は何個かを答えよ。


    「さっそく、やってもらう。時間を計測するからな。１枚目より２枚目、２枚目より３枚目の方が早くなるよう、努力しろよ」


    　右手にストップウォッチを持って教官が言った。


    「……ええと、これはなんのために？」


    「平面的に見える視界を、立体的に捉える能力を磨くためだ」


    　鷹の眼は、その名のとおり、空を飛ぶ鷹のような視界を得るスキルだ。


    　空の上から小さな餌えさを目ざとく見つけ出す鷹の視力は、人間よりも遥かにいい。視細胞の数は桁けたが違う。だから人の眼は鷹の眼にはなれない。そもそも人は単体で空を飛べない。


    　しかし、脳の処理能力を上げれば、人間の限界を超えた、鷹に近い視界を得ることができる。そのために必要なのは、想像力だ。視界から得られた情報を想像力で補正し、あたかも視界全体を空から見下ろしているかのような映像を、脳内で再構築する。


    　生物は目でものを見ない。脳でものを見る。ぼけーっと壁や天井を見ていると人の顔が見えて来たりするのは、常に人間には他人の顔を認識しようとする意識が働いているからだ。もっとわかりやすいところでは、錯視というのもある。ありのままに目で見たものが、脳に出力されているわけではないのだ。


    「本当に意味あるんですか……？」


    　ユウキは懐疑的な目を担任教師に向けた。


    「先生を信じろ！」


    　信頼に足る要素がなにひとつないのに、よく言えたものだ。


    　しかし、ほかに頼れる相手もない。溺おぼれる者はワラをも摑つかむ。開拓地発見までにスキルをひとつでも多くマスターすべく、ユウキはブロックの数を数え始めた。
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    　訓練室には、槍やりを学びたい学生が集まっていた。30人いるかいないかという人数で、その中にはタマキの姿もあった。ほかの武術の授業に比べると、女子の人数比率は高めだ。


    　訓練室の壁には、大量の安っぽい鉄槍が立てかけられてあった。授業で使うためのものだ。戦闘はスポーツではない。殺し合いだ。演習だろうと本物を使う。当たり前だ。


    　攻撃の〝型〟の指導が終わると、教官と学生で組み手を行うことになった。教官は補佐役を含めても３人しかいないので、20人以上の学生が壁際で座りこむなどして休憩しがてら、自分の番が来るのを待たされていた。


    （ユウくん、今頃なにしてるのかな～？）


    　学生として乗りこむようだが、学部学科は教えてくれなかった。ユウキが隠しごとをするなんて滅多にないことなので、タマキは不満に思う以上に、不思議に思っていた。


    「タマキさんって、すごい力持ちだねー」


    　両手でしっかりと槍を持っている、タマキのクラスメイトの女子が言った。


    「え？　いやぁ、それほどでもないよ～」


    　タマキはペン回しの要領で、頭上で槍をくるくると旋回させながら言った。


    「謙けん遜そんしすぎ。さっきから生え際の不自然な教官、ありえないものを見る目で見てるよ」


    　片手、それも指２本で長槍を難なく振り回す力が〝それほどでもない〟わけがなかった。


    「や～ん。あたし、もしかして注目されちゃってる～？」


    　タマキは目立つことが嫌いではなかったので、調子に乗るばかりであった。


    「そこ、槍を使って遊ぶのはやめろ！　危ないだろう！」


    　生え際の不自然な男性教官が、生え際の位置をズラしながら厳しい声で言う。


    「……遊んでなんかいませ～ん！」


    　タマキは槍を頭上で旋回させたまま、天井に届きそうな高さまで跳び上がった。


    「「「は……？」」」


    　ホール内にいたタマキを除く全員が、さらに〝ありえないものを見る目〟になった。


    「とぉ～りゃあ～！」


    　タマキは空中で体を弓のようにしならせたのち、訓練用に用意されている等身大ワラ人形に向かって長槍を投とう擲てきした。槍が通過した空間が、真空波を巻き起こし、唸うなりをあげる。風圧で学生たちの髪型が崩れ、男性教官の緩いカツラが吹っ飛んだ。


    　ワラ人形の心臓部に直撃した槍は、超高速のジャイロ回転によって抵抗なく貫通、そのまま床に深々と突き刺さった。


    　タマキがすたっと軽やかな音を立てて着地し、ゆらりと教官の方を見て、言った。


    「投とう槍そう攻撃の練習中で～す♪」
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    　生活学部の学生の目的は、界外からアトランティスにはなかったものを持ち帰ることである。その中には、物質や生物だけでなく、開拓地にもし住んでいる人間が見つかれば、その地の技術や文化といった情報も含まれる。


    　界外に人間がいるかは、実のところ定かではないが、開拓船という、浮遊大陸上だけを飛び回るにはオーバースペックな乗り物が見つかった以上、古代、アトランティスは界外の人間アウトサイダーと親交を持っていた──希望的観測だが、有識者にも、そう考えている人は多い。


    　なので生活学部生は、界外に人間がいるものと仮定して、異文化理解の授業を受けなければならなかった。授業の概要は、開拓地に住む現地民との接触時、さまざまな想定されるケースを取り上げ、どのような対応をすべきかを議論する。


    　一般的な学園にも、異文化理解という科目は用意されている。アトランティスには10の王国があり、国が10あれば10の文化が生じるわけで、それらの国々が仲良く平和にやっていくためには、異文化理解は欠かせない。船内の学園で学ぶことも、一般的な学園で学ぶ異文化理解とベースは一緒。違うのは、これまでに散々接触してきた他国との接触ではなく、未知なる世界に住む人々との接触を想定するため、歴史から導きだされる模範解答が存在しない点。


    　だから、誰も次のリリアの解答が間違っていると言い切ることはできなかった。


    「買収するのが一番手っ取り早いのではないでしょうか」


    「……いきなり買収ですか」


    　リリアの意見に、教官は誰から見ても思索に耽ふけっているとわかるポーズを取って応じた。


    「いきなりやるから効果的なんじゃないですか。貢みつぎ物を献上されると、嫌いやでも友好的にならざるをえなくなるのが人間心理でしょう？」


    「そうですが……そのために、こちらからは、なにを差し出すのですか？」


    「たくさんありますよ。グリフォンでもオーパーツでも、なんでもいいと思います」


    　実際に接触してみるまではわからないが、船内にも十分に、現地民を喜ばせることのできる資産はある……と思う。界外から浮遊大陸に来た者がいないことからも、界外に開拓船並みの空飛ぶ乗り物は存在しないのだろうから、アトランティスの技術が大幅に界外に遅れを取っているとは考えにくい。界外住民にとって、アトランティスのものは魅力的に映るはずだ。


    「極端な話、略奪か買収か、二択でしょう。ハニートラップをわたしたち学生が仕掛けるわけにもいきませんし──」


    　15歳未満には聞かせたくない内容になって参りました……。
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    　授業後、リリアはアイのいるモンスター飼育室を訪れた。広くはない飼育室内では、５体のグリフォンが息苦しそうに共同生活を送っている。部屋の隅には、アイのペット──グリンの姿もあった。係の仕事で掃除中のアイに、リリアは先ほどの授業のことを話した。どちらかというと、リリアの意見に反対する学生の方が多かったことも話した。


    「要するに、みんな、現地民相手にへえこらへえこらしたくないだけだと思うんですよ」


    　エリート揃ぞろいのクラスゆえに、そういった感情が働いている可能性はありえた。


    「アイはどう思います？」


    「……………」


    　アイは一心不乱にモップで床を磨いている。リリアの声など聞こえていないように見えた。


    （この人、意外と真ま面じ目めに仕事するんですね……）


    　動物好きの為なせる業わざでしょうか。素晴らしいことですね、と関心しながら、リリアは無口なアイを眺めた。アイの一挙一動は、常人の２倍以上の速さだった。


    　手際よく仕事を終えたアイは、モップを洗練された動きで用具入れにしまった。


    　アイは無言のまま、リリアの手をぐいぐい引いて、モンスター飼育室を出た。


    「アイ？　どうしたんですか？」


    「すううううう……どうもこうも……ウ○コクッサァァァアアアアアアアア！」


    「どんだけ臭くさいの我慢してたんですか!?」


    　香水を自身の顔に連射しているアイを見て、近いうちに、アイが仕事を放り出して暴れ出すのではないかとリリアは不安に思った。


    



    　リリアが飼育室を訪れたのは、元はといえばアイを迎えに行くためだ。次の時間、基礎体力訓練の授業に、ふたりは出席する予定だった。


    　船内運動場グラウンドに行くと、ふたりのような生活学部生だけでなく、戦闘学部、神秘学部生の姿も見受けられた。


    　リリアは、ユウキとタマキも参加しているかもしれないと思い、辺りに視線をさまよわせたが、ふたりは見つからなかった。代わりに、こちらを向いているいくつかの視線に気がついた。


    「アイ、知り合いですか？」


    「いや、知らんよ」


    　アイも視線に気づいていた。視線の出所は男子学生ばかりだったので、アイに見とれているんだろうとリリアは思った。


    　けれど、アイは、リリアとは違う考えを口にした。


    「大方、リリア目当ての男子が、話しかける機会を窺うかがっているんだろうよ」


    　幼い頃から溺でき愛あいされて育てられたリリアは、束そく縛ばく感のある日常に嫌いや気けがさし、ひとり暮らしに憧れていった。が、ひとり暮らしを両親が許すはずもなく、開拓船に乗ることでしか、彼女は自立することを認められなかった。優秀な若者にしか乗ることを許されない開拓船ならば、娘に悪い虫がつく心配はない……リリアの両親は、そう考えて、リリアの乗船を許可した。


    　そんなわけであるからして、船に乗るまでは、どこにいても、リリアには両親の目がついて回った。その目も、ここまでは届かない。なので一部の学生は、今がチャンスだと思っている。


    「逆玉を狙ねらわれているってこと」


    「また下ネタですか？」


    「逆玉の輿こしの略ゥ！　アタシのこと、下ネタしか言わない幼稚な変態だと思ってない!?」


    「そうじゃないんですか？」


    「そうなんだけど」


    「否定してくださいよ！」


    　会話に一貫性を持たせようという意識はないのでしょうか？


    「まァ、ともかく、金持ちの娘パトリキと結婚したいと思っている貧乏学生プレブスは、たぶん何十人といる」


    　学園は、ただ授業を受けるだけの場ではない。同年代の男女が知り合える場でもある。卒業後は、仲の良かった同窓生と徒党パーテイーを組んで旅に出る者も多く、学生時代からのつき合いは、大概にして死ぬまで続く。


    「不純異性交遊は校則で禁止されているけど、人間なんてもんは、ルールを破りたがる生き物だからねェ……気をつけた方がいいよん？」


    「心配いりませんよ。お金目当てで近づいてくる人を追い払うのは簡単ですから」


    「ほっほーう。その方法は？」


    「現ナマ握らせて、これが欲しかったんですよね？　と優しく尋ねてあげるんです」


    「…………」


    　……札束で頰ほおを叩たたくよりも神経を逆撫でしそうな行為のように聞こえるんだが……。


    「そうすると、皆さん、なんとも言えない情けない顔をして去っていきます」


    　アイは心の中で、撃沈していった男たちに追悼の意を捧げた。


    「そんなことして、逆上されたらどうすんの？」


    「心配いりませんよ。わたしの知り合いの中には、優秀な用心棒もたくさんいらっしゃいますから」


    「はあん」


    　……アタシも、リリアにとっては用心棒に含まれるのかしらん。


    　ま、今んとこ、それでもいいんだけど。
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    　訓練を終えて汗をかいたふたりは、浴場へと繫つながる通路を歩き始めた。


    「いやー、いい汗かいたァ。こういう体動かす授業、もっと多くしてほしいな」


    「わたしは教室授業の方が楽でいいです……」


    　疲労のあまり、リリアは足に力が入らなくなっていた。限界寸前まで酷使した方が力がつくとわかってはいるが、これから週に２度もこうなると思うと、憂ゆう鬱うつになってくる。


    「教室授業、楽かァ？　退屈すぎて死ぬじゃん」


    　オーバーに表現しているつもりはない。


    　船内の学園は小人数クラスなので、居眠りをしていると、すぐ教官に見つかって起こされる。でもまたすぐアイは寝てしまう。するとまた起こされる。何度も繰り返しているうちに、びくんびくん、とジャーキングを繰り返す状態になってしまい、いっそ死んで楽になりたくなる。


    「……あ」


    「どした？」


    　アイは振り返り、急に立ち止まったリリアを見た。


    「すいません、先、行っててください」


    「忘れ物？」


    「いえ」


    　リリアは小走りで脇わき道みちへ逸それて行った。ひとりで行かせていいものか、とアイは数瞬、思案したが、過保護な親じゃあるまいしベタベタするのも性に合わなかったので、追わなかった。


    



    「イサミさん、大丈夫ですか？」


    　リリアが走っていった先には、フラフラと幽ゆう鬼きの如く歩いている袴はかま姿の男がいた。時折、びくんびくん、と陸に上がった魚のような動きを見せる。リリア以上に足に力が入っていないのは明白だ。しかも頭が重そうで、進行方向が定まっていない。生ける屍ゾンビみたい。こっちもいっそ死んで楽になりたそうだ。


    　大きな体と、鴉からすの濡れ羽を思わせる長い黒髪を見ればわかるように、メトロポリスの食堂にてアイとリリアの対立を仲裁──とまではいかなかったが、結果的に停戦させてくれた、その人──彼の名前はイサミ。剣術の授業で教官補佐を務めている。まだギムナジウムを卒業して間もない年齢にもかかわらず、教官として乗船者に選ばれたのは、アウトクトンの全ギムナジウムの合同武道大会で、３年連続優勝した実績を高く評価されたからだった。


    「あうあー、あうあうあー」


    「怖こわっ！」


    　白目を剝むいているイサミの口から出てくる声は、ゾンビ系モンスターのようだった。そもそも、壁に頭を何度もぶつけながら歩いている時点で異常だ。異常すぎて誰も近づいてこない。こういう状態のイサミは、下手に刺激すると危険なので、近づかなくて正解だ。


    　こんなこともあろうかと、リリアは牛乳をしみこませた雑ぞう巾きんを携帯していた。着替えの入っている鞄かばんの中を漁あさって、雑巾が入っている筒を取り出す。呼吸を止めたまま雑巾を取り出したリリアは、雑巾をそーっとイサミの鼻に近づけた。


    「ぬはぁっ！　く、臭くさい！」


    　イサミが意識を取り戻した。リリアは雑ぞう巾きんを急いで封印した。


    「はっ！　……リリア殿？　ぬ？　ここは一体……」


    　別にイサミは夢遊病を患わずらっていたりはしない。睡眠欲が人よりもかなり強いだけだ。


    「はっ！　そうだ、急がねば！　リリア殿、感謝する！」


    　イサミはこれから剣術の授業で指導を行う予定だった。


    「待ってください」


    　リリアは帯を摑つかんでイサミを引き止めた。


    「リリア殿……こんなところでセクハラはいかん」


    「違いますよ！」


    　そんな優しく諭さとすように言わないでください。


    「イサミさん、疲れているなら、休んだ方がいいですよ？」


    　リリアは、寝ぼけているイサミのせいで犠牲になった、何人もの罪なき人を思いつつ言った。


    「それはならぬ……」


    　リリアの言うとおり、船に乗りこんでからというもの、慣れないベッドのせいで眠りが浅くなり、昼間のイサミは疲れ気味だった。しかし、最初の授業から休ませてくれと頼むのには抵抗があったし、不眠症を理由に休むだなんて情けないことはしたくなかった。


    「心配は無用。拙せつ者しやの体のことは、拙者が一番知っている」


    「そうは思えないんですけどね……」


    　まぁ１、２時間くらいは保もつだろう……とリリアは思い、これ以上引き止めはしなかった。


    



    「あうあー、あうあうあー」


    　リリアの予想に反して、イサミの意識は30分と保たなかった。授業の初め、〝型〟を整えるために行われる素振り訓練の最中に、彼の意識は途切れた。


    「よーし、やめ」


    　と教官が号令をかけても、イサミだけは木剣の素振りをやめなかった。息の乱れひとつなく、イサミは木剣を振り続けた。一撃一撃に体重がしっかりと乗っていた。


    「これを手本にするんだぞ」


    　教官の言う〝これ〟とは、イサミのことにほかならなかった。


    　まだ教官はイサミが寝ていることを知らなかった。イサミの素振りは、寝ながら振っているとは思えないほど素晴らしかったからだ。


    　しかし、それから20秒も過ぎる頃には、さすがの教官も異常を察知し、イサミが寝ていることを知った。


    「……おいイサミ、起きんかい。ほれっ！」


    　イサミは教官が木剣を振りかぶったと思ったその時、既に自分の木剣を振り上げていた。彼は恐るべき剣速によって機先を制した。教官の振り下ろそうとした木剣が、彼の振り上げた木剣と衝突し、競り負けて、高々と宙に舞い上がる。


    「えっ？」


    「カアアアアアアアアッ！」


    　獲物を失い、きょとんとしている教官に、イサミの木剣が襲いかかった。


    「ほげええええええ！」


    　教官の頭ず蓋がいを木剣の芯が捉えた。その衝撃に耐えかねて木剣がバキッと折れる。折れた木剣がイサミの頭上に落ちてきて、その衝撃でイサミは意識を取り戻した。


    「はっ！　……なっなっなっ、きょっ、教官殿!?　一体誰がこんなマネを……」


    「……とりあえず自習……」


    　教官を担たん架かに乗せて、イサミらふたりの教官補佐は保健室へと移動した。


    　ユウキは「どうしたものか」と所在なさげに室内をうろついた。


    　手元にある魔剣を実戦で使わない手はない。魔剣をフル活用するには、剣術スキルがあった方がいい。いかにグラムの切れ味がよくても、使い手がヘッポコで、敵に攻撃が当てられないのでは、話にならないからだ。


    　そう思って剣術の授業に出てみたはいいものの、いきなり自習。どうしろというのか。


    （見よう見まねで訓練するしかないか……）


    　ユウキは周りの学生たちに、自身の実力の低さがバレないよう、こそこそと訓練に励んだ。


    



    　授業時間が終わってからも、ほかにすることもないので、ユウキは訓練を続けた。彼は一般的な学生の乗船者とは違って、船内でする仕事がないので、ほかの乗船者よりも遥かに時間を自由に使うことができる。


    「ここにいたか。……おまえ、ほんと頑張るな」


    　いつの間にか来ていた担任教官が、生温い視線をユウキに向けて言った。ユウキの体は湯気が立ち上りそうなほどの熱を帯びていた。


    「やれるだけのことはしておこうかと」


    　そう答えるユウキが、担任教官には心なしか[image: ]たくましく見えた。今なら男に見えなくもない。


    「剣術の才能は知らんが、盗賊の才能は太鼓判捺おしてやるよ」


    「……どうも」


    　ユウキは盗賊スキルと相性がいいらしく、乾いたスポンジが水を吸いこむような勢いで、彼は経験値を溜ためてスキルをマスターしていっていた。


    　だが、盗賊の才能があると言われても、ユウキはあまり嬉うれしくなかった。日常生活では使い道のない、あるいは発揮すべきではない、忌いまわしい能力だからだ。


    「それで、なにか用ですか？」


    　ユウキは木剣を肩に引っかけて、訊きいた。


    「それがなぁ、容疑者にされちまったんだよ」


    「容疑者？」


    「とにかく、ついてきてくれ」


    　担任教官の背中を追っていくと、船内下層にある食料庫に着いた。そこにはユウキ以外にも４人の男が集められていた。


    「揃そろったな」


    　盗賊たちの前に立った、生はえ際ぎわの不自然な男性教官は、厳いかめしい表情をしていた。


    「この中に、犯人がいる」


    　いきなりクライマックスだった。


    「ちょ、ちょっと待ってください。事情が飲みこめないんですが……一体全体、なにがあったっていうんです？」


    　ユウキは動揺をあらわにした。


    「説明していないのか？」


    　生はえ際ぎわの不自然な男性教官が、担任教官をキッと睨にらみつける。


    「あんた、連れて来いとしか言わなかったろ」


    　担任教官は視線を受け流しつつ答えた。


    　男性教官はユウキの方に向き直って、言った。


    「食料庫が何者かに荒らされた」


    「そうなんですか」


    　で？　っていう。


    「……その反応、怪しいな」


    「えええ」


    「もっとショックを受けないとおかしい」


    「そんなこと言われても……」


    　ユウキは頭が痛かった。この教官、盗賊を犯人にしたがっているとしか思えない。過去になにかあって、盗賊に恨みでも抱いているのだろうか。


    「……わかった。犯人は、おまえだ！」


    「えええ」


    　格好よく指さされちゃったよ。なにかぼく、この人に恨まれるようなことした？


    「ぼくが犯人だと言われても……証拠もなにもありませんよね？」


    「証拠はある」


    「あるんですか？」


    　……まずい、ハメられたか？


    「おまえの職業が盗賊だから。ほかに理由など必要ない」


    「…………」


    　この教官、思考を放棄していないか？


    「考えてもみろ。食料が補給を長期間受けられない我々にとって、どれほど重要なのか理解していないのは、教育を受けていないおまえらくらいしかいない」


    「…………」


    　なるほど、これが差別されるということなのか……。


    「犯人は、その場の欲望からくる衝動に身を委ゆだねて、食料庫に侵入した。ほかの乗船者のことを考えない、こんな自分勝手な真ま似ねができる人間なんて、おまえらしか考えられない。犯人は肉ばかり食べていることからも、頭の程度が窺うかがえる」


    　好物が肉であることと知力は関係ないでしょう……とユウキは心中でつぶやいた。まぁ、欲望に忠実な人間が犯人なのだろうとは思う。


    　集められているユウキ以外の連中は、男性教官の声に聞く耳持たずといった態度だ。もしくは、反論の無意味を悟ったか、反論する気力が残っていないのか、人柱になりつつあるユウキのことなど、どうでもいいのか。


    「食料庫には、鍵がかかっていたんですよね？」


    「もちろん」


    　ユウキの問いに、教官は大おお仰ぎようにうなずいた。


    「だったら、鍵を持っていた人が怪しいんじゃあ」


    「鍵開けは、おまえらが得意とすることだろう？」


    「…………」


    　なにも言い返せない。ほんと、忌いまわしい能力だよ。


    「鍵の紛失とかは、なかったんですか？」


    「未調査だ」


    　男性教官は傲ごう然ぜんとした態度で、なめらかに言った。


    「そうですか」


    　ユウキがうんざりした顔でいると、警備係の女子がこちらに向かって駆けてきて、言った。


    「先生！　所属不明の人間が見つかったそうです！」


    「な、なんだってぇぇ───!?」


    　男性教官は、周りから見たら「演技か？」と思ってしまうくらい、激しく驚きよう愕がくしてみせた。なるほど、これくらい驚かないとダメなのか……。


    「密航者と思われます」


    「わかった。警備レベルを上げるぞ。船内清掃の任に就ついている戦闘学部生を、一時的に船内警備に変更。密航者の確保を最優先しろ」


    　男性教官は盗賊たちにお詫わびのひと言も言わず、女子学生と共に立ち去った。


    「食料庫荒らしコレの犯人も、密航者でほぼ間違いないだろ」


    「でしょうね」


    　ユウキが相あい槌づちを打つと、担任教官は男性教官らの消えていった方へと歩きだした。


    「どこへ行くんです？」


    「密航者の顔を拝みに行くんだよ」


    　ニヤッと片側の口角を上げて、担任教官は答えた。


    「罪を着せられかけたお礼もしてやりてえし」


    　担任教官はくっくと笑った。


    「腕が鈍なまっていないかチェックするには、ちょうどいい機会だ。……おまえも来るか？」


    「やめときます」


    　これ以上、ユウキは余計なリスクを背負いたくなかった。


    「つまんねぇ野郎だ。まぁいい。またな」
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    「チッ」


    　密航者──フードを被かぶった人狼ウエアウルフの青年は、自身の現状に苛いら立だち、舌打ちをした。


    　彼は今日まで、今のところ利用されていない部屋──反省室の見張り番が利用する部屋にいた。近づいてくる者の気配はなく、彼はただひたすら、開拓地に到着する時を待てばよかった。


    　彼には大きな誤算があった。


    　彼は開拓地がすぐに見つかるだろうと思っていた。荒野の果てにある人狼街で幼少期を過ごし、10代になる前から冒険者として生きてきた彼は、３日４日の絶食には慣れているので、食料を持ちこまなくても凌しのぎきれると思っていた。が、開拓船が３日４日で開拓地を見つけることはなかった。空腹が彼の体を蝕むしばみ、筋力や体力の維持が難しくなってきて、彼は仕方なく、船内にある食料を拝借することにした。


    　彼は、最初は水槽室、菜園室などに深夜忍びこみ、食料を得ていた。しかし、うまくいくにつれて、欲が出てきた。もっと美う味まいものが食べたい。それで彼は食料庫から加工された肉を盗むに至った。食料庫には鍵がかかっていたが、冒険中に独学で覚えたスキル〝鍵開け〟を持つ彼になら、十分に開けられる複雑度レベルの鍵だった。


    　彼の行動は大胆になっていき、ついには昼間だろうと、空腹を感じたら食料庫に行くようになった。それで今日、彼は食料庫に行こうとしていたところを何人かの学生に見つかってしまった。足りていたはずの注意は、時間と共に失われていた。


    　飛行中の船内は閉鎖された空間であるため、彼には逃げ場がなく、もう、どうしようもなかった。だが、それで両手を上げて「降参します」と言う彼ではなかった。彼は〝どうにもならない〟とわかっていながら、逃げ出した。最後まで抵抗することを選んだ。


    　逃走中、彼は水槽室に駆けこんだ。床全体がプールになっている水槽室では、魚を生きたまま保存・養殖している。人が歩けるのは、水上に鉄網が張ってある場所だけだ。


    「いた！　待て～！」


    　警備係の学生のひとり──タマキが彼を追ってきていた。


    「待てと言われて待つバカがいるかっつうの……」


    　彼はタマキを振り切るため、右足が沈む前に左足を前に出し、その左足が沈む前に右足を前に出すことで、魚の泳いでいる水の上を走り出した。


    　１００メートルを３秒で走れる脚があれば、マナに頼るまでもなく、人間は水の上を走ることができる。しかし、そんなことが人間にできるわけがない。どんなに鍛練を積もうと、人間は１００メートルを３秒で走破できるようにはならない。


    　はずなのだが──


    「……!?」


    　彼は度ど肝ぎもを抜かれた。タマキが当たり前のように水の上を走って追ってきたからだ。


    （しかもオレより速い!?）


    　彼はタマキに背中を摑つかまれた。形なり振ふり構っていられず、彼はノースリーブのパーカを脱ぎ捨てることで、タマキの手から逃のがれた。フードが取れて、彼の顔と、４つの耳が露出した。


    　タマキは攻撃の手を緩めなかった。脱げない部分を摑めばいいと考えた彼女は、今度は彼の露出している腕に手を伸ばした。


    「捕まえた～！」


    　華きや奢しやな女の手とは思えない、ゴリラばりの握力だった。彼は振り切れないことを理解した。


    （だったらコイツで……！）


    　彼が左腕にはめた黄金の腕輪が輝きを増した。直後、彼の体が分裂し、ふたつになった。


    　オーパーツ〝ドラウプニル〟は、マナを利用して装備者の分身を作り出す。分裂によって、タマキが摑んでいるのが分身ダミー、それを置いて逃げ出した方が本体オリジナルになっていた。


    「え？　え？」


    　逃げていく本体を見て、タマキは混乱した。自分の摑んでいるものが分身だとは思えなかったので、逃がすわけにもいかず、かといって逃げていく本体を気にしないでいることもできなかった。なにがなんだかわからないでいるところを、分身に攻撃された。


    「神速霞弾シンソクカダン！」


    　振り返りざまに放たれたのは、我流拳法とは思えないほど完成された〝型〟によって実現される、高速連続精密打撃。タマキは刹せつ那なのうちに、胸部の一点に５発の拳をもらって吹っ飛ばされ、水没した。


    （あぶねぇあぶねぇ……とんでもねぇのがいるな……）


    　これ以上このフロアに留まっていてもジリ貧だと思い、彼は階段の方へと向かった。


    　階段はあらかた封鎖されていた。彼の前に船内警備係のリーダーのひとり、イサミが立ちはだかった。彼はイサミの戦闘力が自分よりも上であることを肌で理解した。


    「止まれ」


    　と言うなり、イサミは彼に向かって殺気を放射した。


    　イサミの殺気は、精神攻撃と言っても過言ではない。今までに食らった者の中には、小便を漏らして気絶してしまった者もいた。


    　禍まが々まがしい、妖よう気きじみた殺気を浴びて、彼は恐怖し、鳥肌を立てた。


    　だが、それで足を止める彼ではなかった。


    （来るか……）


    　イサミは金属製の鞘さやに納刀したまま、愛刀〝遮シヤ光コウ〟を構えた。


    「しぃっ！」


    　向かってくる彼の胴を狙ねらったイサミの刀は、空くうを切った。


    「なっ……！」


    　彼は体を捻ひねりながら高く跳び上がり、自分よりも巨大な障害物イサミの頭上を鮮やかに越えた。


    　冷静に相手の力を推し量り、勝てない相手とは戦わない。冒険者が生きるための鉄則だ。


    「──ん？」


    　階段を駆け上がり６階の運動場に出た彼は、すぐに立ち止まった。そこかしこにワイヤーが仕掛けられていたからだ。運動場の照明は落とされていたが、暗所に強い人狼の眼には、それが見えた。


    （なんだこりゃあ……進みようがねえじゃねえか）


    　彼の進路はワイヤーによって完全に閉ざされていた。


    「いらっしゃーい」


    　ユウキの担任教官が足音もなく、彼の前に現れた。


    「今日まで見つからなかったことといい、ここまで上ってきたことといい、おまえの頑張りは認めてやる」


    　担任教官は、彼の努力を讃えて拍手した。


    「だがよぉ、これから、どうすんだ？　船長を人質にしてハイジャックでもするつもりか？」


    　担任教官の質問を聞いて、「その手があったか」と彼は思った。


    「無理だよ、無理。もう自分が詰つんでるって気づいてるだろ？　早く投降しちゃえよ」


    　担任教官は、50代には見えない若々しい笑みを浮かべて、言った。


    「なんでも早く諦あきらめた方が、人生ラクだぜ？」


    　彼は後ろから追いかけてくるイサミの足音を聞いた。前進するか、後退するか。どちらを選んでも、どうにもなりそうにない。


    　遅かれ早かれ、こうなることは、見つかった時からわかりきっていた。彼は前進を選んだ。


    　彼は手の狼ろう化かを進め、爪を急成長させた。それでワイヤーを切り裂くため、爪を縦に振り下ろした。ワイヤーが切れて、道ができた──と思ったら、大きなタライが落ちてきて、彼の頭頂部を直撃した。彼の目から星が飛び散った。


    （なん……だと？）


    　彼は予想だにしなかったタライによる衝撃で意識を失った。


    「おいおい、トラップに自分から引っかかってどうすんだよ」


    　担任教官は頭をぽりぽり搔かいた。


    「ぬわ───っ!?」


    　人狼の青年を追って運動場に駆けこんだイサミが別のトラップに引っかかり、ロープに足を取られ、天井から逆さ吊づりにされた。


    「きゃああ！」「なんだ!?」「うわああ！」


    　まだ終わりではなかった。次々と下から来た学生がトラップに引っかかっていく。


    「……最近のガキは、罠わなってものを知らんのか？」


    　担任教官はトラップに面白いように引っかかる若者たちの姿に、一いち抹まつの不安を覚えた。
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    　今後、密航者──人狼の青年の扱いをどうするか、会議室に上級船員が集まり、話し合いが行われた。


    「どうしますかねぇ……」


    「即刻、降ろすべきだ。人を食う風習カニバリズムを持つ野蛮な種族を乗せておくわけにはいかない」


    「では、紫海に落とすと？」


    「気に入らない種族は死刑。これでは、わたくしたちの方が野蛮ですわ」


    「とりあえず反省室に入れておいては？　その方が、利用法もあるでしょうし」


    「ふん。盗賊の代替品として使えなくはないな」


    「捨て駒がひとり増えたと思ってよさそうですね」


    「では、反省室で軟禁しておくということで」


    「「「異議なし」」」
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    　浮遊大陸を出てから27日。


    　航法士ナビゲーターが指定席から発令所ブリツジの中央にいる船長キヤプテンを見て、言った。


    「エネルギーの残量を考えると、そろそろ引き返すことも考えなければなりませんね」


    　エネルギー切れで飛行機能が停止し、紫海に着水するようなことになれば、たちまち開拓船は大海獣に食われてしまう。そうならないよう、開拓船はエネルギーを充じゆう塡てんするため、空気中に霊的エネルギーマナのある地に着陸する必要がある。そのような地が見つからない場合は、アトランティスへ帰還し、方角を変えて再出発するしかない。


    「あと３日は行けますが、それ以上は自殺行為になります。船長、考えておいてください」


    　エネルギーもそうだが、食料や飲料水にも不安があった。食料庫にある食材は、船内農場から毎日補充されているが、それは永久機関ではない。農作物を育てるための人工太陽をつけるのにもエネルギーが消費されているし、種、水、肥料、餌えさなども消費している。それらが尽きれば食料の補充も途切れてしまう。また、優れた浄水装置がついてはいるが、飲み水として１００パーセントの水分が再利用できるわけではない。


    　船長は帰還命令を発するか否か、３日以内に決断しなければならなかった。


    



    　求めていた開拓地が見つかったのは、それから２時間後のことだった。
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    　静止滞空ホバリングしている開拓船の甲かん板ぱんに、ユウキは立っていた。


    　ユウキは開拓地を見下ろした。緑色の森林が、白い砂浜に縁ふち取どられていた。奥の方には、天空をぶち抜くデタラメな大きさの樹が見えた。どのくらいデタラメかというと、開拓船がちっぽけな存在に感じられてしまうくらいで、アトランティス最高峰でもあるワールドエンドよりも、頂上部の標高は上だ。


    　アトランティスには、この開拓地とよく似た国があった。緑の国ムネセウス。国の中央に鎮座している世界樹が、国土全体にマナを行き渡らせており、ムネセウスの森は、人の手でどれだけ痛めつけられても、絶えることはなかった。この地の巨大樹が持つ象徴的シンボリツクな存在感は、ムネセウスの世界樹によく似ている。これも世界樹と呼んでしまっていいと思う。


    （あんまり、外の世界って感じしないなぁ……）


    　ユウキは先遣隊の一員としてグリフォンで先行し、開拓地の偵察をする仕事を任された。それによって開拓地の安全が確認されしだい、開拓船は着陸態勢に移る予定だ。


    「グリフォンに乗るとか、普通に初めてなんですけど……」


    　ユウキは視線の先を開拓地の巨木に向けたまま、隣にいる担任教官に話しかけた。


    「メトロポリスに来る時、乗ってきたんじゃないのか？」


    　……それは吊るされた、あるいは振り回されたの間違いです。


    「まぁ、なんとかなるだろ」


    「なりませんて」


    　馬にすら乗ったことのないぼくに、グリフォンを乗りこなせるわけがなかろう。


    「というか、なんで練習なしのぶっつけ本番なんですか」


    「乗り方のマニュアルは渡したろ？」


    　カレルレン・デ・アルハズラット著『グリフォンの操作　初級編』を、ユウキは乗船した日にもらっていた。


    「マニュアルしっかり読んでれば乗れるってものじゃありませんて」


    　ほかならぬマニュアルにそう書いてあった。


    「しょうがねえなぁ。……甲こ板こで少し練習していけ」


    「言われなくても、そうします」


    　いきなり陸地へ飛び立つのは、グリフォンを伴ともなう投身自殺としか思えなかった。


    「……それで、おまえのその格好に、先生はツッコミを入れた方がいいのか？」


    「いえ、結構です。ほっといてください」


    　スカートつきのズボンを穿はいているユウキは、どこからどう見ても女子学生であった。


    　──リリアに任せた結果が、ごらんのありさまだよ！


    　自分でもひとつかふたつ、戦闘服を買っておけばよかったと今さら後悔。


    （早く終わらせて着替えたい……）


    　グリフォンが甲かん板ぱんにやってきた。アイが魔物モンスター飼育係として、グリフォンのうち１体の引率を任されていた。アイはユウキの側にグリフォンと共に歩み寄った。


    「なんでキミがいるんだ？」


    　アイは驚きと戸惑いの入り混じった顔をして言う。


    「タマキが捜していたぞ。早く船内に戻った方がいい」


    「げげげ」


    　ややこしいことになっている気がした。


    　姉ねえさんには、ぼくが盗賊として乗船することを伝えていない。伝えたら、姉さんはぼくのために暴れ出しかねない。余計な犠牲者が出ないよう、ぼくはあえて伝えなかった。


    「…………」


    　ユウキは無言でグリフォンの背に跨またがった。よくしつけられたグリフォンは、初めて乗ったユウキにも安定感を覚えさせた。これならなんとかなるかもしれない、とユウキは思った。


    「なんで乗る!?　人の話聞いてる？」


    「これがぼくの仕事だから……」


    　ユウキは独り言のように小さな声で答えた。


    「なに言ってんだ？　これで飛ぶのはキミの仕事じゃない。早く降りろ」


    　アイは厳しい口調でユウキに告げた。


    「どうした、トラブルか？」


    　ほかの盗賊の面倒を見ていた担任教官が、ユウキの近くに戻ってきて言った。


    「教官ですよね？　彼にグリフォンから降りるよう言ってやってください」


    「なんでだ？」


    「はァ？　なんでって、見ればわかるでしょ？　彼は盗賊じゃない」


    「そいつは盗賊だよ」


    　と担任教官は言った。ユウキはばつが悪そうな顔をした。


    「戦闘学部生って言ってたよね？」


    　アイは険しい顔をして、ユウキの目を見て言った。ユウキは目を合わせてくれなかった。


    「一応、所属は戦闘学部盗賊学科だ」


    　ユウキに代わって担任教官が答えた。


    「……盗賊学科？　どうしてそんな学科に……？」


    「それは……」


    　どうアイに説明したらいいものか、ぼくは悩んだ。


    　ぼくがここにいるのは、グリフォンに乗って颯さつ爽そうと現れた王の遣つかいや、空想の産物としか思えない巨大な開拓船など、接する機会のなかった非日常に溺おぼれて、つい流されてしまったからだ。さらに、なぜか抜けてしまったグラムが、流れを加速させた。世界の外まで行ってしまえば、勇者なんかしなくていいと思ったのだ。もちろん、純粋に浮遊大陸の外の世界を見てみたかったというのもあったし、男だらけのハッテン場みたいになってしまったクラスから逃げたかったというのもあっただろう。いろんな要因が重なって、ぼくはここにいる。


    　けれど、ここにいる最大の理由は、自分のせいで姉ねえさんが開拓に参加しないということに申し訳なさを覚えたからだ。姉さんは本当にすごい人だから、ぼくを理由に乗船しないなんて、もったいないと思った。姉さんは騎士を目指しているのだから、アトラス王国に名前を売るためにも、絶対に開拓船に乗るべきだと思った。けれどぼくがなにを言ったところで、姉さんは乗船を拒否し続けただろう。だからぼくは、無理をしてでも、ここにいることを選んだ。姉さんが気持ちよく開拓船に乗れるよう、ここにいることを選んだ。


    　……いや、違うな。


    　姉さんのせいとか、姉さんのためとか、そんなのは噓うそだ。ぼくは、ぼくのせいで、ぼくのために、ここにいることを選んだ。けれど、いざ説明しようとすると、うまく説明できない。


    「アイー、置いてくぜー」


    　アイと同じ魔物飼育係の男子学生が、アイを呼んだ。


    「先、行ってて！」


    　アイは乱暴に返事をして、すぐにユウキの方に向き直った。


    「ユウキが先遣隊員としてグリフォンに乗って、ひとりで降りるのは決定事項なんだな？」


    「うん」


    「ならせめて、行く前にタマキにひと声かけてやれ」


    「大丈夫だって」


    　ユウキは自分に言い聞かせるように言う。


    「なにが大丈夫なんだ？　安全な仕事じゃないことは、キミ自身、わかっているだろ？」


    「大丈夫だって。見てよ。そんな危険そうには見えないでしょ」


    　物々しい要塞や、見るからに凶暴そうな大型生物といった、わかりやすく危険な要素は、開拓地のどこにもなかった。


    「それでもだ」


    　流浪のサーカス団に所属し、多くの別れを経験してきたアイには、ユウキの態度が許せなかった。どれだけ安全そうに見えても、危険が潜んでいないとは限らない。それが未開の地だ。たかが偵察と侮あなどって、二度と会えなくなる可能性を考慮しないのは、愚かだ。


    「今すぐタマキに会いに行け。でないと怒るぞ」


    　もう十分、怒ってんじゃん……という言葉をユウキは飲みこんだ。


    「おまえの姉には、おれからも説明しといてやるから、行けよ」


    「……わかりました」


    　ユウキは担任教官の指示に従い、グリフォンを滑走路に導いた。


    「待て！　待てってば！　ユウキ！」


    　名前を呼ぶアイの声が、ぼくの背中をぎゅっと摑つかんだ。


    　けど、ここで仕事を投げることはできなかった。不正に乗船させてもらっている身のぼくが、なにもしないでいることを許してくれるほど、乗船員はぼくに優しくない。


    「なるべく早く戻るから、姉ねえさんによろしく言っといて！」


    　ユウキはグリフォンを走らせ始めた。


    （……って、あれ？）


    　このまま飛ぶの？


    　やべぇんじゃねぇの、ぼく？


    （練習するつもりだったのにー！）


    　すっかり忘れていた。


    　ここは王の遣つかいばりに颯さつ爽そうと飛び立ちたいシーン。しかし、自分の身を守るには、グダグダになってでも停止して、練習すべき。とはいえ、もうグリフォンは走り出している。めっちゃ速度出てる。止まる気がしない。ヘタに止めようとしたら、逆に事故りそうな予感がする。


    　……もう、どうにでもな～れ♪


    「アイキャンフラーイ！」


    　ユウキの流されやすさもここに極まれりであった。


    　開拓船から離れたグリフォンは、眼下に広がる緑色の開拓地へと降下し始めた。ユウキは速度を抑えるよう手た綱づなを引いたが、効果はほとんどなかった。長く屋内で拘束されていた反動で、グリフォンは水を得た魚のように元気に空を飛び回った。


    　ユウキは諦あきらめて、グリフォンのしたいようにさせた。とりあえず落下しなければいい、と彼は思った。なんらかの危険を察知すれば、自分が操獣するまでもなく、グリフォンは勝手に逃げてくれるだろう、とも思った。死にたくないのは、グリフォンだって同じはずだ。


    　地上に広がる森が近づいてきた。湿り気を帯びた青あお臭くさい風が頰ほおを打った。グリフォンだけでなく、ユウキまで爽そう快かいな気分になってきた。このままずっと飛び続けていたいと思った。


    　空は、思っていたよりもずっと快適だった。恐怖よりも快感が勝った。開拓地に近づくと、鳥や昆虫を原型イデアにしているモンスターがユウキの周囲をちょろちょろと飛び回り始めたが、グリフォンが威い嚇かくするまでもなく、ちょっかいを出してくるモンスターはいなかった。空の王者イーグルと陸の王者ライオンの合成獣キメラに刃向かうつもりはないらしい。


    



    　これといって危険な生物が潜んでいたり、こちらに向かって矢や弾が飛んでくるということもなさそうで、ここは安全な土地であると思われた。気候が不安定なようにも見えないし、空気も澄んでおり、果実などの食料を得ることも簡単そうで、人間が住むのにも適した地といえそうだった。


    　そのままユウキは巨木のふもとまで飛んだ。ふもとからは、首を真上に上げても、巨木の全容を把握することができなかった。これまでに見たことのある生物の中では、確実に最大のものだ。人工的にも、これほどの大きさのものを作ることは不可能だろう。


    　巨木を間近で見ると、多種多様な生物が巨木と共に生きていることがわかった。表面には巨木とは別の植物であるツタが幾重にも絡みついており、樹液を啜すすっている虫の群れ、虫をついばんで食っている鳥、ツタから枝へと飛び移る猿などが見えた。この地に生息する生物たちにとって、巨木は大地の一部だった。


    　ユウキがグリフォンの高度を上げつつ、苔こけむした幹の周りをぐるっと見て回っていると、突如、巨木の頂上付近に、巨大な影が姿を現した。


    　それはぬらりと光る緑色の鱗うろこで覆おおわれていた。それは鋼鉄よりも硬い爪と牙を持っていた。それは[image: ]こう蝠もりに似た大きな翼を広げて、空へと力強く飛び立った。


    　緑竜グリーンドラゴン。この開拓地の支配者であった。


    （げ、幻想種!?）


    　竜や妖精ら〝幻想種〟と呼ばれる魔物は、アトランティスでは絶滅している生命体だった。


    　幻想種の特徴は、原型となる生物を持たないことである。幻想種は生まれながらにしてモンスターなのだ。つまり、マナを活用する器官と、一般的な生物とは比較にならないくらい優れた肉体や頭脳を持っている。


    　ドラゴンはユウキとグリフォンを外敵と見なし、襲いかかってきた。ユウキの視界に影がかかった。ドラゴンの巨体が陽光を遮っていた。


    　グリフォンは雲の中に潜りこんで身をくらませたが、すぐさまドラゴンはその翼をはためかせ、雲を吹き飛ばした。グリフォンは風に煽あおられて体勢を崩した。


    　ドラゴンは間かん断だんなくグリフォンを攻めたてる。ドラゴンは小さく息を吸いこむと、口から直径３メートルはあろうかという火球を吐き出した。


    　竜の息吹ドラゴンブレス。肉体を芯まで焼き尽くし、炭たん化かさせる劫ごう火かの塊。グリフォンは死力を尽くして加速し、迫りくる火球を──死を回避した。


    　グリフォンはドラゴンに追われて半ばパニックに陥っており、開拓船に向かって飛ぶことと、回避のために飛ぶことを両立できなかった。全力で回避運動に明け暮れたグリフォンは、体力とマナの双方を激しく消耗し、運動性能を落とした。


    　敵の弱体化を見逃すドラゴンではない。方向転換のために速度が下がるタイミングを狙ねらって、ドラゴンは再び火球を吐き出した。火球がグリフォンを直撃し、爆発した。グリフォンが悲鳴をあげた。ユウキとグリフォンを繋つなぐ手た綱づなが焼き切れた。爆風でユウキは吹っ飛んだ。


    「うわあああああああ！」


    　ユウキは空に手を伸ばしたが、そこに摑つかめるものはなにもなかった。空が遠のいていく。ユウキはなすすべもなく樹海に落下していった。


    



    　ユウキの落下後、火球を浴びて炎上したグリフォンも墜落し、そこから森に火が移り、煙が上がった。後発した４人の先遣隊員は、それを見て大陸中央部の偵察を断念した。


    　先遣隊員は大陸の外周部──砂浜に着陸し、船が着水しても問題ないかを確認した。開拓地周辺の海は、青く透き通っていた。水属性のマナが満ちている、正常な海だった。


    　先遣隊の報告を受けて、開拓船は平らな海に着水した。戦闘学部生は調査隊を組み、開拓船の周辺をじっくりと探索し始めた。


    「知ってる？」


    　槍やりを携えた調査隊の学生が、同じ係についているクラスメイトに話しかけた。


    「あたしらが上陸する前に、グリフォンで出た盗賊がドラゴンにやられたって話」


    「聞いたよ。ここって、まだドラゴンが生きてる世界なんだね」


    「ドラゴンがいるのにもびっくりしたけど、もう死人が出たっていうのにもびっくりだよ」


    「生死不明でしょ？　つっても盗賊だし、死んでようが生きてようが、どっちでもいいけど」


    「そうなんだけど、その盗賊、血縁者が学生として船に乗ってたみたいで」


    「噓うそ？　それ、本当？」


    「ほんとほんと。あたし、見たから。その子、１年生なんだけど、すっごい取り乱しちゃってさぁ。助けに行かなくちゃーって、仕事放り出してどっか行っちゃった」


    「かわいそー……で、その子、どうなったの？」


    「さぁ？」


    　数人を除く、ほぼ全ての学生が、行方不明になった盗賊ユウキのことを、遠い世界の出来事のように感じていた。そのようにしか感じられなかった。
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    　反省室で、タマキは虚うつろな目をして独ひとり言ごとをつぶやき続けていた。


    「ああ、ああ、このままじゃユウくんが死んじゃう……ユウくんが死んじゃうよ……」


    　アイの知らせでユウキが行方不明になってしまったことを知ったタマキは、いてもたってもいられず、グリフォンを駆って救出へ向かおうとした。しかし、ただでさえ乗船している数が少ない、しかも１体減ってしまったグリフォンを、ドラゴンのいる場所へ飛ばすことは許されなかった。


    　それでタマキはグリフォンを強奪しようとした。その時に彼女は、彼女を止めようとした何人もの学生や教官を半殺しにしてしまい、命令違反と反体制的問題行動を理由に、反省室行きとなった。


    　タマキが入れられた反省室の扉は、彼女の力で完かん膚ぷなきまでに破壊されていたが、それでも彼女が脱出することはできなかった。乗船している錬金術師が製作した結界発生装置が、タマキの周囲に結界を張っていた。結界の内側から物理的な力で脱け出すことは、不可能だった。


    「ああ、ああ……」


    　タマキの隣の隣の隣の部屋では、人狼の青年──ゼノが耳を塞ふさいで横になっていた。


    （うっるっせぇー……）


    　一向に寝る気配がないタマキに、ゼノはストレスを募らせていた。やや神経質な彼は、物音に敏感で、静かな部屋でないと熟睡できない。


    　早く眠りたいと思えば思うほど、目が冴さえた。ゼノの五感は真昼並みに働いていた。近づいてくる足音を彼は聞いた。それは明らかに見張り番の足音ではなかった。


    



    　反省室のあるフロアにアイはやっとこさ到着した。見回りが多くて苦労した。


    　フロアの明かりはついておらず、歌いながら走り回りたい衝動に駆られたが、さすがに我慢する。反省室が並んでいる通路の入り口では、戦闘学部生と思おぼしきふたりの見張り番が、椅子に座ったまま仲良く寝ていた。脱走を手引きする者が来るとは、夢にも思っていなさそうだ。


    「タマキー、いるー？」


    　小声で尋ねながら、反省室の並ぶ狭い廊下をアイは歩いた。


    「タマキー？」


    　アイは扉についた窓から、反省室の中を覗のぞきこみながら尋ねた。


    「……一番奥だ、一番奥」


    　アイが覗きこんだ反省室の中にいたゼノが、アイに教えた。


    「どうもー。……って、あれェ？　あんた……モリ男オさんじゃありませんか」


    「……いや、モリオって誰だよ!?」


    　ゼノはがばっと起き上がり、扉の前に立っているアイを見た。


    「ここにいるってことは、モリ男さんが密航者だったんすか」


    「いや、だから、なんだよそのモリオさんっつうのは!?」


    「某所がモッコリしている男の略だけど」


    「なんで!?」


    　意味がわからねえ。


    「ん？　あれェ？　あんまり今日はモリモリしてませんねモリ男さん。個室なんすから、モリモリさせててもいいんすよ？」


    「モリモリするってなに!?」


    　もはや人狼を隠す意味もないので、ゼノは尻しつ尾ぽをズボンから外に出していた。股こ間かんのもっこり感の減少は、そのためだ。


    「というか、うるせェので静かにしていただけますか元モリ男さん」


    「お前のせいだよ！」


    「オマエはやめて。アイとお呼び」


    「…………」


    　なんだこの女……。


    「元モリ男さん、アタシの顔に見覚えあるでしょ？」


    　アイは自分の顔を指さして言った。


    　ゼノはアイの顔をじろじろと見た。顔には全く見覚えがなかったが、首に巻かれた鎖を見て思い出した。


    「ああ」


    　助けてやったにもかかわらず、平気で顔面狙ねらいで鎖を投げこんできた、なに考えてんだかわからねえ女だ。そして今も、やっぱりなに考えてんだかわからねえ。


    「お前みたいなのが乗船者って……この船、大丈夫なのかよ……」


    「失礼なことを言うな。何百人も乗ってんだから、アタシみたいなのが数人いたっていいんだよ」


    「なんだそりゃ……」


    　自分に対して否定的なんだか肯定的なんだか。


    「ではな、元モリ男さん」


    「モリオじゃねえっつってんだろ……」


    　ゼノは毛布を被かぶって、再び横になった。


    　アイは奥の半壊している扉を開けようとしたが、歪ゆがんだ扉を無理やりはめこんであるらしく、開かなかった。仕方がないので、見張りが起きないことを願ったのち、アイは扉を蹴け破やぶった。


    　ぐったりしていたタマキの体が、扉の倒れる音を聞いて跳ね上がった。


    「アイちゃん！」


    「しーっ！」


    　アイが唇くちびるの前に人差し指を立てて言う。今さら遅すぎる注意だった。実のところ、蹴破ったアイが一番、扉の倒れた音に驚き、軽くパニックになっていた。


    　数秒が経過したが、見張り番の反応はなかった。アイは胸を撫で下ろし、いつもの冷静さを取り戻した。心拍数が徐々に減っていくのを感じる。


    「……どうしたの？」


    と小声で──地声が大きいため、アイの耳にはちょうどいい音量ボリユームでタマキは尋ねた。


    「ユウキ回収しに行こう。一緒に」


    「でも……」


    　タマキは結界発生装置を見た。


    「ああ……はいはい、っと」


    　アイはドローミを結界に巻きつけ、締めあげた。すると、結界はいとも容た易やすく崩壊した。


    「これで行けるでしょ？」


    　タマキは一瞬、呆あつ気けにとられたが、すぐに意識を切り替えた。


    「うん」


    　アイとタマキは反省室を出た。出ていくふたりの足音を聞いて、ゼノは寝返りを打った。


    「どうやって外に出る～？」


    　下層の出入り口には、警備係が集中して配備されている。夜だろうと船に危険が迫らないとは限らないので、結構な数の人が動いている。警備係に扮して抜け出すという手もあるが、バレる可能性が高い。


    「甲かん板ぱんから飛び降りよう」


    　アイは自身の提案を実現すべく、魔物飼育室に立ち寄り、浮かんだまま眠っているグリンを鎖で引き連れた。遠目に見ると金色の風船みたいだ。


    　また、訓練室で鉄てつ槍やりを１本、拝借した。鎧よろいは昼に暴れ回った時から着ていたので、これでタマキの装備が整った。


    　警備の少ないエリアを通って、ふたりは甲板に接続する分厚い扉に到着した。甲板に接続する扉はいくつかあるが、その中でも一番目立たない位置にある、使用頻度の低い扉だった。扉はロックされていて開かなかった。


    　タマキがタックルで扉を吹っ飛ばそうとすると、アイがタマキの手を取って制止した。外に直結しているこの扉を壊してしまったら、開拓船が飛行する時に支障を来きたす。


    「アタシにお任せッ、だよ！」


    　メトロポリスのホテルでユウキの部屋に忍びこんだ時のように、アイはスキル〝鍵開け〟を使った。脱出手品を得意とするサーカス団員から教えてもらったスキルだ。


    「そこまでにしてください」


    　アイが屈かがみこんで鍵穴をカチャカチャいじっていると、後ろから声がかかった。


    　声の主ぬしは、ファンシーな柄のパジャマを着たリリアだった。彼女は手に持った携行灯カンテラでアイとタマキを照らして、言った。


    「アイ、なにやってんですか？　タマキさんがここにいるのは、あなたの手引きですね。その扉を開けて、どうするつもりです？」


    　リリアのセリフは詰問調だった。


    「……答えを知っている相手に答えたって、時間の浪費にしかならんよ」


    　アイは鍵穴をいじりながら言葉を返した。


    「っていうか、なんでリリアがここにいるの？」


    「あなたが部屋にいなかったからですよ」


    　リリアは今日の昼過ぎにアイが体調不良を訴えていたのを知っていた。それで部屋に様子を見に行ったら、不在だった。どうせアイのことだから、今回のトラブルに首を突っ込もうとしているんじゃないかと不安になって来てみれば、案の定だ。


    「むゥ……リリアごときに動きを読まれるとは、不覚……」


    　アイは鍵を開けることに成功し、重い扉を両手で押し開けた。


    「待ってください！」


    　リリアがアイを呼び止めた。


    「ユウキさんを捜しに行くつもりですか」


    「悪い？」


    　アイとリリアの視線がぶつかり合った。


    「……理由がなんであれ、無断外出はいけません」


    「出ていくのはアタシたちの勝手だろォ？」


    「勝手にされると迷惑なんですよ。おふたりのために余計な捜索をしなければならなくなるところだったんですよ？」


    「……まァ、そうだけど」


    　アイは唇くちびるを歪ゆがめた。


    「ですから──うっ」


    　リリアの喉のどから苦痛の声が漏もれた。タマキの手がリリアの首を摑つかんでいた。


    　タマキの目は虚うつろで、感情が宿っていない。機械的だ。いつもとは全然違う。それがリリアは怖かった。首を絞められていることよりも怖かった。


    「ちょッ……タマキ！　暴力はいけない！　ブレークブレーク！」


    　アイが間に割って入った。


    （リリア、見み逃のがしてくれ。でないとキミ、この子に殺されてしまうぞ）


    　アイはリリアにしか聞こえない声で伝えた。


    「…………」


    　否定はできない。あと数秒、アイの仲裁が遅れていたら、おそらく意識が飛んでいた。


    「わかりました……」


    　自分の力ではタマキを止められない、とリリアは思った。また、彼女自身、ユウキのことを心配していないわけではなかったので、心情的にも止めにくかった。


    「……ですが、やっぱりふたりだけで行かせるのは心配です。なので──」


    「落ち着けタマキ！　話は最後まで聞いてやれ！」


    　アイは鎖を使って全力でタマキを制止した。


    「──イサミさんについて行ってもらおうと思います」


    「……誰？」


    　アイもタマキもイサミを知らなかった。


    「教官補佐をしていらっしゃる方です。アウトクトンの方かたなんですが、わたしの父が昔、専属の武器商人として働いていた武家の御子息で、わたしとも懇意にしていただいています」


    　簡潔に関係を言い表せば、幼なじみ、旧ふるい友人、といったところ。


    「侍？　黒い髪で、こんな目ェした」


    　アイは目め尻じりを真横に引っ張って、線目にした。


    「そうです。実力は確かなので、必ず力になってくれると思います」


    「……どうするよ、タマキ」


    「どっちでもいいよ」


    　アイの確認に、タマキは忙しそうに答えた。


    「じゃあ……リリア、連れて来てくれる？」


    「逃げたら承知しませんよ」


    「だよねェ……」


    　リリアがいなくなったら、すぐにでもタマキは出て行ってしまいそうだ。


    「……じゃ、アタシたちも行くわ。案内よろしく」


    「はい」


    



    　中級船員室が並んでいる廊下を歩き、３人はイサミの部屋の前に着いた。


    　リリアが軽くノックしてみると、扉が開き、中からイサミが顔を出した。


    「リリア殿か？」


    　イサミは起きていた。例によって、眠れなかったのだろう。半なかば、昼夜の感覚が逆転しつつあるのか、この前、昼に廊下ですれ違った時よりも、夜──今の方が血色がいいように見える。


    「こんな夜更けになんの……はっ！　まさか夜よ這ばい……？」


    「…………」


    　リリアは呆あきれた目をしてイサミを見た。ジョークを言えるくらいだ。イサミは昼間より覚醒していると見ていいだろう。


    「拙せつ者しやには心に決めた人が……」


    「知ってますよ。わたし、あなたの結婚式に出席してたじゃありませんか……」


    「略奪も辞さないとは、リリア殿は、まことに情熱的でござるなぁ」


    「帰った時、カグヤさんに言いつけますよ？」


    「じょ、冗談でござるよ！　だから、それだけは堪忍を！」


    　イサミは慌てて謝った。


    「うわ、アタシらの部屋の２倍くらいあるじゃん。羨うらやましいィー」


    　アイは明かりがついている部屋の中を見て、ハンカチを嚙かんで嫉しつ妬とを表現した。


    「む？」


    　アイとタマキを見て、イサミは怪け訝げんな表情を浮かべた。


    「これは……夢か？　女子おなごが３人も拙者の部屋を訪れるとは……はっ！　まさか……」


    「夜よ這ばいされる夢ではありませんからね」


    　リリアはじっとりとした視線をイサミに向けた。


    「現実でござるか。では、こんな夜更けに、なんの用でござるか？」


    　リリアはイサミの部屋の中に入り、かくかくしかじか説明した。イサミはタマキの顔を見て、大体の事情を理解した。


    「──そこで、イサミさんに協力してほしいんです」


    「断る」


    　とりつく島もない返答だった。


    「イサミさんしか頼れる人がいないんです。女の子ふたりだけで行かせていいんですか？」


    　リリアはイサミの正義感に訴えかけた。


    「行かなければいい」


    　イサミは結論から告げた。


    「今、危険を冒おかして行っても、自己満足にしかなるまい。気づかれる前に、タマキ殿は早く反省室に戻れ。そうすれば、アイ殿のしたことは不問とするから」


    　イサミはユウキ捜索に対するモチベーションが低かった。彼にとって、ユウキは赤の他人ではないが、命を危険にさらしてまで助け出したい相手でもなかった。


    「タマキさんは今、行きたいんですよ。待ってられないって言ってるんですよ。イサミさん、わかってあげてくださいよ」


    「ユウキ殿のことは聞いている。姉であるタマキ殿の気持ち、わからなくはない。しかし、拙せつ者しやには拙者の仕事がある。教官が私的な理由で仕事を放棄するわけにはいかぬ」


    　感情論でイサミは動いてくれなさそうだった。


    「この女の人は？」


    　アイはリリアの説得そっちのけで家や捜さがしに励んでいた。そして、テーブルの上にある写真立てに目をつけた。


    「カグヤさんです。イサミさんの奥さんですよ」


    　リリアがイサミに代わって答えた。


    「結婚してんの？　マジで？　早くない？」


    「早いですね。まぁ、カグヤさんのお父様には認められていないんですけどね」


    「なんで？」


    「授かり婚なんですよ」


    「できちゃった婚ね」


    「おめでた婚なんですよ」


    「できちゃった婚ね」


    「うっかり婚なんですよ」


    「できちゃった婚ね」


    「中──すいません、もうこれ以上は庇かばいきれません……」


    「途中から既に庇いきれてなかったでござるよ！」


    　最初からだったような気もしなくもない。


    「お義と父うさんに、婚前交渉はいけませんって怒られちゃったんだ？」


    「ええ。貞操観念の厳しいアウトクトンで、それも歴史のある家の者同士が、うんたら婚ですからね。そりゃ怒られますよ」


    「…………」


    　イサミは自分の部屋にいるとは思えない疎外感を味わっていた。


    「フフフ、淡泊な顔して、ヤることヤってんだねェー。ヘイヘイヘーイ♪」


    　アイがニヤニヤ笑いながらイサミの胸を叩たたいた。


    「それはそれとして、こんなものが見つかったので、読んでみたいと思います」


    　アイは簞たん笥すの中にあった手紙を持ち出した。カグヤがイサミ宛あてに書いたものだった。


    「なっ！　か、返せ！」


    　イサミの部屋で追いかけっこが始まった。


    「なになに……いーちゃんへ。おゥ……初しよっぱなから読み進めてもいいのか不安にさせてくれやがって。好き好き大好き超愛してるとか、セックスしよとか書かれてたら、どうしよう」


    　──さすがのアタシでも音読していいものか悩むぞ。


    「んなこと書かれとらんわ！」


    　イサミは人間離れした身のこなしで先回りして、アイの手から手紙を奪い取った。


    「まったく、人の心の拠より所をなんだと……」


    「今日は朝から雨が降ってて、なんとなく気分までどんよりしてきちゃった。こういう日は、いーちゃんの声が聞きたくなるよ。なんちゃって（笑かつこわらい）」


    　アイは妙にきゃぴきゃぴした声こわ色いろを作って手紙を読み上げる。


    「やめんかぁぁあああ！」


    　イサミが手紙を何度取り返せど、アイは新しい手紙を持ち出してきて読み始める。


    「拙せつ者しやの思い出を汚けがすな！」


    「酷ひどいこと言うなァ。アタシなりにカグヤっちを再現しているというのに」


    「会ったこともないのに〝カグヤっち〟って……」


    　アイの抱いているカグヤさんのイメージ、このままにしておいてもいいのでしょうか……？


    「ええい、もう、出ていけ！」


    「やだぴょーん」


    　アイは挑発的な態度で応じた。


    「この部屋から出ていってほしければ、アタシたちに協力しろ」


    「…………」


    　なんという上から目線……！　なんという傍ぼう若じやく無ぶ人じんな脅迫……！


    　──だが、そんな態度でくるならば、こちらも、それなりの対応をさせていただく。


    「つまみ出したっていいんだぞ？」


    　イサミは軽く殺気を放ってみたが、それを遥かに上回る不穏な空気によってかき消されてしまった。


    　不穏な空気の発信源は、さっきから、ひと言も喋しやべっていないタマキだった。


    　タマキは神経が衰弱した顔をしたまま、壁をグーで殴なぐりつけた。ドォン、と低い音がして、部屋全体が揺れて、壁に亀裂が入った。


    「うだうだやってないで、早くしてよ。どうするの？　死ぬの？」


    「「「…………」」」


    　結論を急がないと死人が出るぞ……。


    「こうタマキさんも言ってることだし」


    　アイは畏い怖ふの念を込めて、タマキを「さん」づけで呼び始めた。


    「最終確認。アタシたちに協力して、くれるかな？」


    　アイはイサミにエアマイクを向けた。


    「断る」


    「タマキさん、これ、お願いします」


    　アイはカグヤの手紙をタマキに預けた。


    　タマキは何十通もの手紙をまとめてビリビリ破りだした。その手つきに躊ちゆう躇ちよはなかった。


    「いいい!?」


    　イサミの顔面が急激に青あお褪ざめた。


    「わかったわかった！　だからそれ以上破らないでくれ！」


    　イサミの懇願を聞いてタマキは手を止めた。イサミはタマキの手から手紙を取り返した。


    「よし、行くぞ！」


    　アイ、リリア、タマキは部屋から出た。


    　しかし、イサミがついて来ない。


    「ちょっと見てきますね」


    　リリアがイサミの部屋に戻っていった。


    「…………」


    「…………」
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    「……チッ」


    「アタシも見てくるから！　すぐ戻るから！」


    　タマキさんがお怒りのご様子なので、アイは再びイサミの部屋に踏み入った。


    「遅い！　なにやってんの!?」


    「ちょっ、着替え中でござるよ！」


    　リリアがテキパキと手を動かし、イサミの体に具ぐ足そくを取りつけていた。


    「男のサービスシーンなんぞいらんわッ！」


    　アイは準備の完了していないイサミを鎖で捕ほ縛ばくし、部屋から引きずり出した。


    「わたしも力になれればよかったのですが……」


    　商人のリリアがついていっても、役には立てなさそうだった。しっかりと準備を整えてからならともかく、このままついていったって、足手まといにしかならない。


    「リリアにはリリアにしかできないことがあるでしょ」


    　正確に言えば、船に残る人にしかできないことがある。


    「わかってますよ。任せてください」


    　３人のことを、事情を知っているリリアの方から上級船員に伝えておいてもらえれば、余計な混乱は避けられる。リリアはアイとタマキが無断外出したのを、イサミが追っているということにして説明するつもりだった。


    「ユウキさんが見つかることを祈っています」


    　リリアと別れ、あとの３人はアイが開錠した扉まで戻り、甲かん板ぱんに出た。下の砂浜に警備係の学生が何人かうろついているのが見えた。砂浜から見た甲板は、高層建築物の屋上に匹敵する高さにあり、甲板から見下ろした砂浜を歩く学生の姿は、ほとんど点にしか見えなかった。


    「ユウキが墜落したのは、向こうの方」


    　アイが指さしたのは、炎上しているグリフォンが墜落して、煙があがった方角だ。ユウキの落下地点ではない。そんなこととは露つゆ知しらず、３人はグリフォンの墜落地点を目的地にした。


    　ただ、アイにしてみれば、多少の誤差があっても問題なかった。猪いのししが原型のモンスター、グリンが同行しているからだ。


    　猪の嗅きゆう覚かくは優れている。同族である豚が高級食材であるトリュフを探すのに重宝されるのは、その嗅覚を活かせるからである。さらに豚はトリュフを好物としているので、時として嗅覚に優れる動物の代名詞──犬以上の嗅覚を発揮し、トリュフを見つけだす。


    　魔物の感覚機能は、多くの場合、原型動物よりも強化されている。また、賢いグリンはユウキの臭においを覚えている。臭いをたどらせれば、ユウキを見つけられるはずだ。


    「グリン、巨大化して」


    　アイに命令されて、グリンは大きく息を吸いこみ始めた。10秒もしないうちに、バスケットボール大だったグリンの体長は３メートルを超えた。


    「ここはマナが豊富な土地みたいだねェ」


    　グリンの体が膨ふくらむのが早かったことから判断できた。空気中のマナ濃度が高い場所では、モンスターが活性化する。これから森に入るにあたって、気を引き締めた方がよさそうだった。


    「どっこらせっと」


    　アイはスカートがめくれ上がるのも構わず、グリンの上に跨またがった。


    「乗って」


    　言われてタマキとイサミも飛び乗った。落ちないよう、ふたりはグリンの体に絡みついている鎖を摑つかんだ。


    「このまま飛んでいくのでござるか？」


    「それはムリ」


    　３人乗せて自由に飛び回れるほどの力は、グリンにはなかった。地面から僅わずかに浮き上がるだけで精一杯だ。


    「とりあえず砂浜に下りて、開拓船から離れよう」


    　異論は出なかった。


    　警備係の見ていない隙を狙ねらって、アイはグリンを甲かん板ぱんから飛び降りさせた。グリンの体はゆっくりと砂浜に向かって降下していき、ぽよん、と地面で何度か跳ねた。


    　３人を乗せたグリンの移動速度は大したことなかった。タマキは自分の足で走った方が速いと判断し、すぐさま飛び降りた。


    「先、行く」


    　タマキはアイとイサミを置いて、飛ぶように走り出した。とんでもない足の速さだ。


    「タマキ殿！　くっ……」


    　イサミもタマキに続いて飛び降りた。


    「アイ殿、拙せつ者しやはタマキ殿を追う！　追いつけそうになければ、船に戻れ！」


    　どんな経緯であれ協力を請け負った以上、イサミはタマキとアイを無事に開拓船に帰さなければならないという使命感に支配されていた。


    　イサミはアウトクトンの移動術〝縮地法〟を使い、これまた人間離れした速度で走り始めた。


    「グリン、行って！」


    　アイはグリンを加速させた。背中の荷物が軽くなったグリンは、タマキとイサミに劣らぬ速さまで加速した。


    　３人と１匹は砂浜に蔓延はびこる蟹かに型、貝型、亀かめ型などのモンスターどもをぶっちぎり、無傷のまま森に突入した。


    



    
      [image: ]

    


    



    　樹海に落下したユウキだが、何層にもなっている枝葉と柔らかい土がクッションの役割を果たしてくれたおかげで、怪け我がという怪我もなく着地していた。装備していた防具にも救われた。熱に強く、魔力を弾く繊維でできていたので、爆発を浴びたユウキの体が燃え上がることはなかったし、受けた衝撃もだいぶ緩和されていた。ただ、過剰な恐怖のせいで彼は気絶してしまったため、目覚めたのは深夜になってからだった。


    　ユウキは木に登り、遠方で人工的な光を発している開拓船を見つけた。ドラゴンを警戒して着陸していないかもしれないと思っていたので、見つかった時は本当に嬉うれしかった。


    　開拓船の位置がわかったのだから、そこまで歩いて帰ればいいのだが、それは簡単な話ではなかった。かなり距離があることと、今が夜であることが問題だった。


    　夜は、魔物が元気な、危険な時間帯である。


    　しかも視界状況が悪くなるため、視覚動物である人間にとっては、ただでさえ不利な時間帯といえる。嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくに依存している動物の方が、夜間は強い。


    　ユウキは川端で捕まえた蛍型モンスターをカンテラ代わりに持ち歩き、闇やみを切り裂さいた。奇襲に備えて、鞘さやから抜いたグラムを手にしたまま、彼は手元の光を頼りに進んだ。


    「なんだあれ……？」


    　ユウキは巨木の含まれる空を見上げた。空の一部が黒く蝕むしばまれていた。[image: ]こう蝠もり型モンスターの大群だった。悪魔を思わせる形の影が連なって、月光を遮さえぎり、地上に漆しつ黒こくの闇をもたらした。


    （あなおそろしや……）


    　樹海の奥地でひとりきりでいるだけでもつらいのに、次から次へとモンスターが現れる。


    　ユウキは盗賊スキルの忍び足と鷹たかの眼、それに持って生まれた特殊な視覚を活かして魔物との遭遇エンカウントを避けていたが、一度も交戦せずに開拓船までたどり着ける自信はなかった。


    　[image: ]蝠型モンスターが去っていき、ユウキはひとまず、安あん堵どの息を吐ついた。


    「きゃー！」


    　遠くから甲かん高だかい声が聞こえた。ユウキは思わず身を竦すくませた。


    （人間の声……？）


    　魔物の鳴き声とは考えづらかった。


    　人間がいる……しかし、それを素直には喜べなさそうだ。


    「たーすーけーてー！」


    　さっきの悲鳴とは別の声だ。そのまんまだが、周囲に助けを求めているようだった。


    （どうしよう……？）


    　直接、助けを求められたわけじゃないが、放っておく気にはなれなかった。


    　ユウキは声のした方へと走り、適当なところで木の陰に隠れ、そこから様子を窺うかがった。


    （うわ……）


    　数人の子供が、植物型モンスターの群れに追われていた。こいつらは、うねうねと根を足の代わりにして走り、蔓つるや枝を手のように伸ばし、食虫植物を大型化させた口で、人を食らう。


    　子供たちは、葉や樹皮を蔓で繫つなぎあわせた、原始的な服を身につけていた。おそらく、現地民だ。少なくとも、幼い子供は乗船していないのだから、アトランティスの人間ではない。


    （参ったな……）


    　放っておけないから来たはいいが、なにもしてやれそうになかった。植物型モンスターの数は圧倒的で、数えきれない。１体や２体切り捨てただけでは、どうにもならない。


    　下手に首を突っこんで無駄死にはしたくなかった。ユウキは、なにも見なかったことにして、再び開拓船への帰路につこうとした。


    　しかし、ユウキが振り返ると、植物型モンスターに囲まれていた。


    「ギョギョ!?」


    　植物型モンスターは、じわじわとユウキを包囲する範囲を狭めてきていた。


    　ユウキは鷹たかの眼で、もっとも敵の密度が低い、突破しやすい場所を探し、そこへ猛然と斬きりかかった。恐怖感のおかげか、普段のユウキにはない思い切った動きができた。


    「はああっ！」


    　非力なユウキの斬ざん撃げきが、植物型モンスターを縦に一いつ刀とう両りよう断だんした。さすがグラムだ。


    　ユウキは縦に割れた魔物の隙間を通り抜け、包囲を突破した。


    （三十六計逃げるに如しかず！）


    　盗賊の基本にして極意である。


    　しかし逃走は失敗に終わった。ユウキの逃げた先に、先ほどの子供たちがいたせいだ。


    「あっ！　ひとだよ！」


    「ほんとだ！　うわああああん！」


    「おねえちゃん、たすけて～！」


    　ぼくはおにいちゃんだよ、と言い返している場合ではなかった。


    「ギョギョギョ!?」


    　子供たちの後ろから来る群れと、ユウキの後ろから来る群れが合流し、植物型モンスターは、おびただしい数の大群と化した。


    　集団繁殖場コロニーに迷いこんだような心地だ。ユウキは強烈な青臭さに顔を顰しかめた。右を向いても左を向いても植物型モンスター。逃げ道はなく、突破口もなかった。


    　正確に言えば、単身ならば、突破できたかもしれなかった。が、子供に裾すそを摑つかまれていることを無視して走れるほど、ユウキは血も涙もない性格をしていない。


    　だが、このままでは子供たちもろとも、全滅だ。そうなるくらいなら、子供を置き去りにしてでも逃げた方がいいんじゃないか？　という悪魔の囁ささやきが聞こえてきた。


    『おいどんを使うでごわす！』


    「……？」


    　悪魔の囁きではない。それは今までに聞いたことのない、暑苦しい声だった。ユウキは声の出所を探して、視線をさまよわせた。


    『ここにいるでごわす！　下、下！』


    　言われたとおり下を見ると、ぽっちゃり系の、もじゃヒゲを生やしたコロボックルがいた。身長は20センチもないだろう。


    「…………」


    　モンスターはしゃべらないし、ドワーフはこんなに小さくない。子供たちがコロボックルの声に反応している様子はないことからも、幻覚と見てよさそうだ。この状況にストレスを感じ、パターンが増えてしまったのかもしれない。


    『おいどんは、ノームという、地を司つかさどる精霊でごわす』


    「なんか用ですか？」


    　シルフちゃんはお休みですか？　などと、のほほんとした幻覚との日常会話を楽しむ余裕はなかった。


    「おねえちゃん、だれとおはなししてるの……？」


    　気弱そうな子供が、虚こ空くうに向かって質問しているユウキを見て怖がっていた。


    『おいどんに、いい案があるでごわす。ここを、おいどんごと、その剣で突くでごわす』


    　ノームは地面をちょんちょん指差して言った。


    「…………」


    　ぼくの幻覚が自殺衝動に駆られている。これは、なにか暗い情念を暗示しているとしか思えない。ぼくは心の奥底では死にたがっているのか？


    『さぁ！　さぁ！　さぁ！』


    　ユウキはノームの態度に圧倒された。


    （なんてアグレッシブな殺されたがり方だ……！）


    　見習いたいとは思えないが。


    『時間がないでごわす！』


    　モンスターの群れは刻々と接近して来ている。


    「…………」


    　相手は幻覚だが、人の形をしている。それを串刺しにしろと言われても、いささかの躊躇ためらいを覚えてしまう。


    「……ええい、ままよ！」


    　幻覚が幸せな死を迎えることを祈り、ユウキはグラムで、ノームと地面を一気にまとめて突き刺した。


    　ノームの体が風船のように破裂し、地属性のエネルギーが空気中に散乱した。黄色いエネルギーは、即座にグラムの刀身へと収束していき、爆発的な勢いで地面の中へと流れこんでいった。直後、地面がぐらぐらと揺れ動き始めた。


    「じしんだ！」


    「おおきい！」


    「ゆれてる！」


    　子供たちは立っていられなかった。


    　モンスターたちは慌てて地面に根を突き刺し、体が倒れないようにしていた。


    「どうなっているんだ……？」


    　地面が黄色く輝いていた。巨大すぎてユウキにはわからなかったが、上空から見た地面には、魔法陣──真円で縁取られた、複ふく雑ざつ怪かい奇きな図式──が浮かび上がっていた。


    　なんらかの魔法が起動している。あとは起動した者が、発動の命令を与えればいい。


    『さぁ、技名を叫ぶでごわす！』


    　破裂したノームの声が聞こえてきた。どうやら死ななかったようだ。ここは喜ぶべきなのか、悲しむべきなのか。


    「えーと、なんて言えば？」


    『なんでもいいでごわす！　大ダイ地チ噴フン出シユツ剣ケンでも、アースバインドでも、天テン魔マ竜リユウ陣ジン剣ケンでも、超チヨウ武ブ技ギ地チ勁ケイでも、岩ガン斬ザン滅メツ砕サイ陣ジンでも！』


    「なんでもいいって言われると困っちゃうんだけど……」


    　というか、なんでもいいと言っておきながら、地属性っぽい技名しか例示されなかったのは気のせいか？


    『だああああ！　時間がないでごわす！　思うがままに言葉を！』


    「はあ」


    　忙せわしない幻覚だ……。


    「ええと、じゃあ、ノームの怒り！」


    　とユウキが言った直後、ユウキの周囲の地盤が隆起していき、爆発した。


    　ドォン！　ドォン！　ドォン！　ドドドドドドドドドド──


    　隆起し切って、ひび割れた地面から黄色いエネルギーが噴出する。それは何本もの光の柱となって天空を直撃し、夜空を黄色く染め上げた。


    　植物型モンスターたちが爆発と光に飲みこまれ、跡形もなく消滅していく。それを見て、子供たちがなにか言っていたが、爆発音と噴出音が大きすぎて、ユウキにはなんと言っているのか聞き取れなかった。


    



    　それは、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな局地的現象だった。


    「あれは……？」


    　アイが天を衝く光の柱を見てつぶやいた。


    　前を走っているタマキとイサミが、足を止めていた。地面が揺れているせいだ。浮かんでいるグリンに影響はなかった。アイはふたりに追いついた。


    「どうなってるの、あれ？」


    「わからぬ……この地には、下になにか眠っているのか……？」


    　黄色い光は間もなく消え、地震も収まった。光の出所が、目的地の方角に近いことがタマキは気になった。ユウキがあの光に巻きこまれていないことを願うしかない。


    　と、その時、


    「……え？」


    　音もなく伸びてきたなにかがタマキの体に吸いついた。タマキの体は吸いついたなにかに引っ張られ、宙に舞い上がって、ぱくっ、という音とともに消えた。


    　なにがなんだかわからず、アイはぽかんとしてしまった。


    「ちぃぃ！」


    　乗船後、初めてイサミが遮シヤ光コウを抜いた。形状こそいわゆる打うち刀がたなだが、真っ黒な刀身を持っている点は異質だった。それは月の光を受けても反射せず、夜の闇やみに溶けていた。


    　タマキの体が消えた方向には、なにも見えなかった。樹木しかなかった。それでもイサミは刀を振り回し、真空の刃を六撃飛ばした。真空の刃が樹木を切り裂さき、体液が吹き出した。樹木から出血しているのではない。そこにはタマキを食らったなにかがいた。


    　それは体長５メートルはくだらない、大きなカメレオン型モンスターだった。体色を樹皮に同化させて、存在をくらましていたのだ。魔物は傷を負った痛みから体色を赤に変えて、怒りを表現した。舌がイサミに向かってビュルビュルと伸びてきた。目にも留まらぬ速さだった。


    「ぬるい」


    　速かったが、軌道が単純すぎた。不意を突かれなければ、どうということはない。イサミは粘ねん着ちやく質しつで覆おおわれた舌の先端を斬きり払った。黒い刃は粘着する間も与えず、滑らかに舌を切断した。そしてイサミは指向性を持たせた殺気を魔物に放射した。


    　それで魔物は実力差を理解した。勝ち目がないことを知った時に魔物の考えることは、動物と同じだ。死にたくない。生きたい。そのためには逃げなければならない。


    　魔物は体色を青くして、四本の足全てを使って樹木間を軽快に移動し始めた。カメレオンが原型とは思えぬ機敏な動きだった。


    （しまった！）


    　イサミは殺気を無意識的に放ってしまった。それは迂う闊かつだった。殺気放射は、敵の戦意を奪い、逃走や投降を促うながすためにある。それを逃がしてはならない敵に放ってどうする。


    「逃がすかァ！」


    　グリンから降りたアイが、長く細い鎖──レーディングをカメレオン型モンスターに向かって投げつけた。鎖はがっちりと後ろ足に巻きついた。


    「よしッ──って、わあああ!?」


    　アイの体重で体長５メートルはありそうな魔物を押さえつけられるわけがなかった。アイの体が浮き上がる。


    　慌ててイサミがアイの足首を摑つかんで止めた。イサミは足裏で地面を強く摑んで踏ん張った。


    「ぎゃああああ！　裂さける！　裂けちゃうゥ！」


    「す、すまぬ！」


    　痛がるアイを見てイサミは思わず手を離してしまった。


    「ひょええええ！」


    　アイの体は宙ぶらりんになって木々の間を泳いだ。


    「……拙せつ者しやってやつは！」


    　判断ミスの連続にイサミは腹を立てた。


    　イサミは縮しゆく地ちで魔物を追った。草を、根を、沼を、川を飛び越えて追った。しかし、このままでは絶対に追いつけない。縮地は二次元空間を移動することに特化した移動術だ。三次元的な移動には応用できない。カメレオン型モンスターは樹の上を伝って移動している。イサミが追いつくには、どこかで木登りに励むしかない。そんなことをしていたら、敵は目の届かない場所まで逃げてしまうだろう。


    　真空波は、走りながらは放てない。そもそも縮地で移動しながらでは、刀を振ることさえできない。イサミは追いかけてプレッシャーをかける以外にできることがなかった。


    「んにゃろォ！」


    　空中を泳ぐ状況に慣れてきたアイは、もう一本の鎖、ドローミで魔物を攻撃した。ドローミには破魔の力が宿っている。魔物には、触れるだけでもダメージを与えられる。


    　ドローミによる攻撃のダメージが蓄積し、魔物は足を踏み外して枝の上から落下した。アイは素早く魔物からレーディングを外し、そばにあった適当な枝に巻きつけ直した。


    「はあああああっ！」


    　下で待ち構えていたイサミが、鞘さやに納めた遮シヤ光コウを魔物の頭に叩たたきつけた。魔物は気を失い、イサミの前にひれ伏した。


    「タマキは!?」


    　鎖で枝にぶら下がっていたアイがするすると下りてきて言った。


    「びっくらこいたよ～……」


    　タマキは自力で口から這はい出てきた。彼女は消化液と思おぼしき液体にまみれていた。


    「だ、大丈夫なの!?」


    「早く拭ふいた方がいいでござろうな……」


    「へーきだよ、へーき。この程度で死にゃしないよ～」


    　タマキは全身から煙を立ち上らせながら言った。


    「ちょッ……溶けてない!?」


    「これはオーラというかチャクラというか汗というか……そういうのだから大丈夫だよ～」


    「汗だったら大変だよ！」


    　干からびてまうがな。


    「先を急がないと～」


    「いや、死ぬよ!?」


    「大丈夫だよ～。それよりも早くユウくんを……」


    　タマキは数歩歩いたところで、ばったりと前向きに倒れた。どう見ても大丈夫ではない。


    　全力での運動による疲労と、消化液によるダメージが、タマキの体力をゴリゴリと削っていた。また、移動術によって効率的に速く走っているイサミと違い、タマキは単純に速く走っているだけなので、体力の消耗がイサミよりも激しい。いくらタマキが人並み外れた体力を持っているにしても、限界がこない方がおかしかった。


    　イサミは倒れているタマキを担ぎ上げた。


    「どうしよう。船まで戻る？」


    　アイが不安げな顔でイサミに尋ねた。


    「そうでござるなぁ……」


    「ダメだよ……戻ってる場合じゃないよ……」


    　タマキが力の籠こもっていない声で言った。


    「……向こうにあった川でタマキ殿にこびりついた体液を洗い流したら、猪いのししに乗せて──」


    　イサミはさっと周囲に視線を走らせた。


    　猪──グリンがいない。


    「……アイ殿、猪はどうした？」


    「……あれェ？」


    　アイはグリンの名前を呼んだが、返ってくる反応はなかった。風が枝葉を揺らしてざわめく音と、微かすかな川のせせらぎしか聞こえなかった。


    「……はぐれた？」


    「そのようでござるな……」


    　捜索対象が増えてしまった。
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    　夜明けだ。空が白い。


    「ゆうしゃさま、こっちだよ！」


    「はいはい……」


    　子供たちはユウキのことを「ゆうしゃさま」と呼ぶようになっていた。やめてほしいと頼んでも、「ゆうしゃさまはゆうしゃさまだから」と言って聞いてくれない。そのうちユウキは否定するのが億おつ劫くうになり、それについてなにも言わなくなった。


    「ついたよ！」


    　子供たちの案内で、ユウキは現地民の生活している集落を訪れた。


    　集落と森フイールドの境界は曖あい昧まいで、柵さくや門は設けられておらず、人工的な建造物も見あたらなかった。なので、住民たちの生活する姿を見るまで、ユウキはここが人間の集落だとは思わなかった。狐きつねかなにかに自分は誑たぶらかされているのではないか、と思っていた。


    「どうしよっか？」


    「やっぱ、そんちょーんとこだろ」


    「それがいい」


    　子供たちはユウキ抜きで話し合い、ユウキを村長チーフの家に案内することに決めた。


    「こっちこっち！」


    　ユウキは子供たちの案内に従った。


    「ここだよ！　どうぞ！」


    　よく見ると、樹木のうろの部分に扉がついていた。入ると、中には生活臭のする空間が広がっていた。


    「そんちょー、おっは～」


    「おや。朝から珍しいな」


    　まだ若さの残っている顔をした村長は、切り株みたいなテーブルについて、木製の食器でスープを飲んでいた。ひとりで朝食をとっていたようだ。


    「ん？　……その人は？」


    　玄関で所在なげにしているユウキを見て、村長は言った。


    「ゆうしゃさまだよ！」


    「とってもつよいよ！」


    「ふねからきたって！」


    　子供たちが村長に報告した。


    「やはり！」


    　村長は立ち上がり、ユウキの手を取った。誠実そうな顔をしているな、とユウキは思った。


    「異界の方、こちらから迎えに出られなかった非礼を詫わびよう。すまなかった。しかし、諸事情あって、ここを離れるわけにもいかなかったのだ」


    「はあ」


    　この村長は、外の世界から来た人間に対して友好的と見てよさそうだ。


    「しかし、勇者様というのは……」


    　ユウキの貧相な体つきを見て、村長はフェイスラインの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。


    「この子たちが勝手に言ってるだけですよ」


    　ユウキは困ったように薄く笑った。


    「でもそんちょー、このおねえさん、グラムもってるよ」


    　子供が村長の袖そでを引いて告げた。


    「なんと！」


    　村長は目を見開いて、言った。


    「剣を見せてもらってもよろしいか？」


    「え？　……はあ」


    　ユウキは言われるがままにグラムを抜いて、村長の前に差し出した。


    　村長はグラムに触れようとはせず、見るだけに止とどめた。


    「しまってくだされ。長老のところへ案内する」


    　村長はすぐにユウキを連れ出した。子供たちも後ろからついて来た。


    「この剣の……グラムのことを知っているんですか？」


    　ユウキは村長に尋ねた。


    「あなたが、どこでその剣を手にしたかは知らないが……グラムは、この地で生まれた剣なのだ。より正確に言えば、あそこに見えるユグドラシルの根元に刺さっていた」


    「ユグドラシル？」


    　アトランティスにある世界樹の名前と一致していた。


    「別名、世界樹。繁殖しない上に、見ればわかるように、ほかの樹木とは比較にならないほど大きい、不思議な樹だ。我ら森の民は、霊樹として崇あがめている」


    「へぇ……」


    〝ユグドラシル〟という名前は固有名詞だと思っていたが、ここでは普通名詞として使われているようだ。


    「遥か昔にも、あなたのように空飛ぶ船に乗って来た若者がいたらしい。その若者が、森の民には抜くことのできなかったグラムを引っこ抜き、異界に持ち去ったそうだ」


    　この地にあったグラムは、巡り巡って、アトランティスの世界樹に再び封印されていた。


    「正直、私には、あなたが持つ剣が本物のグラムなのかわからない。だが、長老ならば……」


    　村長に案内された先は、外からは魔物の巣そう窟くつのようにも見える岩穴だった。中の通路の随所に設置されている石のランプには、魔物の骨こつ髄ずいと霊樹の根を混ぜて作った燃料が使われており、１年以上にわたって発火し続ける。


    　岩穴の中では、武器屋や道具屋が販売を始めようとしているところだった。この地には貨幣制度がないので、欲しい商品があれば、店員に物々交換を申し出ればいい。


    　武器屋のカウンターの奥に、グラムのレプリカが飾ってあるのが見えた。アトランティスの職人が作ったレプリカに比べると、オリジナルを見ることができないためか、再現度が低い。が、それでもひと目見ればグラムとわかる出来映えだ。


    　岩穴の奥に作られた居住空間の一室に、長老はいた。ひょろ長く伸びた白い顎あご髭ひげが特徴の爺じいさんだ。鼻が少し曲がっていて、それが気さくな印象を見る者に与える。


    「長老、異界の者が村を訪れてくれた」


    「おお……」


    　長老は杖つえをついて立ち上がり、ユウキに握手を求めた。


    「よくぞおいでなすった。わしは80年余り生きてきたが、異界から来た人を見るのは初めてじゃ」


    　長老はふぉっふぉっふぉっと笑った。


    「しかも彼女はグラムらしき剣を持っている」


    「ほお……」


    　長老は長い顎髭を撫なでた。


    「長老、あなたの目で確かめてみてほしい」


    「どれ……構えてもらってもよろしいですかな？」


    「はあ」


    　いやです、とは言いづらい流れだった。それに、なんとなくだが、断るとボケたフリをして何度も同じ質問をされそうな予感がある。


    「グラムは、竜りゆう鱗りんをもバターのように切断したという……しっかり持っていてくだされ」


    　言われて、ユウキはグラムを持つ右手に力を入れた。


    「せいやぁっ！」


    　長老は杖でグラムに斬きりかかった。杖がまっぷたつになった。


    「…………」


    　いきなり斬りかかられたユウキは、驚きのあまり声を失っていた。


    「おお……素晴らしい！　形もそうだが、この切れ味……本物に違いない！」


    　長老は杖のなめらかな切断面を見て言った。


    「木の杖くらい、普通の剣でも切れるんじゃ……？」


    「いや、切れない」


    　ユウキの疑問に村長が答えた。


    「長老の杖は、鍛えた鉄よりも硬い樹木〝等鉄トウテツ〟製。並みの剣なら、切れないどころか、折られているところだ」


    　棒術の心得を持つ長老の原始的鑑定によって、ユウキの持つグラムが、本物である可能性が高いことが立証された。


    「勇者様、お願いがありますのじゃ」


    「お願い、ですか……」


    　嫌いやな予感がした。だって、勇者が頼まれることなんて、そんなに種類ないでしょ。


    　アトランティスから出てしまえば、勇者なんかしなくて済むだろうと思っていたんだけれど、そんなことはないようで。どうやら勇者とやらは、災さい厄やくのある場所に引きつけられる性質があるらしい。ことあるごとに事件に巻きこまれる名探偵と似たようなものだろう。


    「……その前に、この村をひととおり見てもらうとしましょう」


    　長老はスペアの杖を手にとると、年齢を感じさせない足取りで部屋から出ていった。ユウキは子供たちと一緒に長老のあとを追った。


    　完全に森と一体化しているため、上空からは発見に至らなかったこの集落。思っていたよりも住民の数は多く、繁栄している印象を受けた。


    　生活レベルは決して高くない。マナを利用する家具はないし、下水道が整備されてもいない。けれど、森に溶けこんで暮らしている村人たちにとって、それらは必要のないものなのだろう。なくても十分に、満足のいく生活が送れるのだろう。


    　そしてユウキたちは、最後に集落のはずれにある果樹園を訪れた。朝の鋭い陽光に照らされて、色とりどりの果実が鮮やかな葉緑と共に輝いている。


    「素敵な場所ですね」


    　ユウキは素直な感想を漏らした。


    「そう言ってくれると、死者も喜びましょう」


    「ししゃ？」


    　理解が追いつかなかった。


    「ここは霊園ですじゃ」


    　この集落では樹木葬が一般的で、それぞれの家の者が、一本の樹の下にまとめられて眠っている。樹は墓標の役割を果たしていた。


    「最近、この霊園に、新たな死者を埋める機会が増えましてのう……それも、わしよりも若い、これから人生を謳おう歌かしようってモンが……」


    「…………」


    　なんとも景気の悪い話だ……この村を訪ねたばかりのぼくに聞かせる話じゃなかろう。


    「勇者様、ここに来るまでに、空を飛び火を吐く、大きな魔物を見かけませんでしたかな？」


    「見ましたよ」


    　そいつのせいで、ぼくはここにいる。


    「あれは竜ドラゴン。古くから、人に災いをなすと言われる凶悪なモンスターですじゃ。それが村を襲い、死者を増やしておるのです」


    　所詮この世は弱肉強食……しかし、だからといって受け入れられる問題ではない。


    「わしらが住んでいるような村が、ほかにもいくつかあるのですが、竜によって滅ぼされてしまった村もございます……そこで、勇者様に竜の退治をお願いしたい！」


    　やっぱりそうかー、とユウキは他人ごとのように聞いていた。


    「伝承によると、過去にグラムを世界樹から抜いた者は、この地に平和と救いをもたらし、勇者と崇あがめられたそうですじゃ」


    （メトロポリスでも聞いたな、この話……）


    　この地の伝承が、アトランティスにおける魔剣伝説の下地になっているのかもしれない。


    「そして勇者この地に再び舞い戻りし時、竜を倒し永久とこしえなる平和を築かん──」


    「それも伝承ですか？」


    「無論……」


    　そうなのか……なんか、やらなくちゃならないような気がしてきた。


    「ちょーろー、うそつくなよ。そんなはなし、きいたことねーぞ」


    　噓うそなのかよ。


    「噓なんかついておりませんぞ。無論……わしの創作ですじゃ、と言うつもりでしたのでな。ふぉっふぉっふぉっ」


    「…………」


    　笑えません。


    「じゃが、勇者様に竜を退治していただければ、老いぼれの戯言たわごとは真実の伝説として、永く語り継がれていくことでしょうぞ。勇者様、竜を退治してくれますな？」


    「いやです」


    「……すまんのう、耳が遠くて聞こえなかった。もう一度、言うてくださらんか？」


    「無理です」


    「……すまんのう、耳が遠くて聞こえなかった。もう一度、言うてくださらんか？」


    「…………」


    　ボケではなく、そっちだったか……。


    　ならば誠せい心しん誠せい意い、耳元で説明するとしよう。


    「長老さん、ぼくは確かにグラムに選ばれたみたいなんですが、だからといって、ぼくは勇者なんかじゃありませんし、ドラゴンを倒せるほど強くもありません。実力も人柄もすっ飛ばして、装備だけ見て勇者とか言われて無茶なお願いをされても困ります」


    「いやいや！　謙けん遜そんされんでよろしいですぞ。実力のない者や、悪人にグラムが持てるわけがないのじゃから。なんせ、世界に平和と救いをもたらす剣ですからのう」


    　長老は朗ほがらかに笑った。屈託のない、いい笑顔だ。


    「ゆうしゃさま！　おねがいします！」


    「ゆうしゃさま！　たすけてくれよ！」


    「ゆうしゃさま！　ゆうしゃさまぁ！」


    　子供たちの期待に満ちた眼まな差ざしが痛い。変な汗が出てきた。


    「勇者様、竜を退治してくれますな？」


    「……はい」


    「おお！　勇者様ならば、そう言ってくれると思っておった！」


    「…………」


    　なんだこの茶番は……。


    「今からすぐにでも退治に向かってほしいというのが本音じゃが、勇者様はお疲れのご様子。今日はこの村で思う存分、休んでくだされ」


    　ユウキは空き家に案内された。村長の家と同じ、樹木をそのまま利用した家屋だ。


    　ユウキはそこで村人に用意してもらった食べ物を口にして、仮眠をとったあと、まだ日が昇りきらないうちに、人目を忍んでこっそりと出発した。鷹たかの眼で空間を把握し、忍び足で移動。モンスターに見つからないように動くより、村人に見つからないように動く方が簡単だった。


    （ごめんなさい……）


    　ユウキは集落から抜け出して、開拓船を目指した。ドラゴンをどうするかについては、乗船員たちと相談して決めようと思った。
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    　スポンサーの娘であるリリアの熱心な説得が功を奏して、上級船員は行方不明になった盗賊──ユウキの捜索隊を編制することを決定した。


    　捜索への参加を強く志願したリリアは、上級船員の計らいで、非戦闘員だが特別に、荷物持ちとして参加することを許された。アイたちが違反行動を取ってまでユウキを捜しているのに、自分だけが船内で淡々と仕事をするのは嫌いやだった。


    　そして戦士４人・指導手ハンドラー２人・救助犬２匹で一組の捜索隊が３組作られた。指導手と犬のコンビが捜索対象を捜しだし、同行する戦士はそれを護衛する。


    「……で、なんでオレまで参加させられてんだ？」


    　ゼノがぼやいた。


    「犬よりもゼノさんの方が優秀だからですよ」


    　ゼノと同じグループのリリアが言った。ゼノを入隊させるよう推薦したのもリリアだ。


    　ゼノは犬の代わりなので、このグループは実質７人と１匹。リリアは指導手の代わりとして数えられている。


    「犬より優秀って言われてもな……」


    　貶けなされているようにしか聞こえなかった。


    「頼りにしてますからね」


    　リリアはゼノに微ほほ笑えみかけた。ゼノの顔には「変なやつ……」と書いてあった。


    　捜索隊メンバーに選ばれた学生たちは、人狼であるゼノのことを忌き避ひしていたが、リリアだけは別だった。ゼノの背格好に見覚えがあったからだ。人狼だからといって、無む闇やみに恐れる必要はない。むしろ正義の心を持った、信頼に足る人物だと、リリアはゼノを評価していた。


    「出発するぞ。……ゼノ、先導してくれ」


    「やれやれ……」


    　不ふ承しよう不ぶ承しようといった風だったが、ゼノは隊長の指示に従い、ユウキの臭においを探り始めた。
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    　アイは弱っているカメレオン型モンスターにレーディングを巻きつけ、屈服させた。これで鎖を巻きつけている間、カメレオン型モンスターはアイの命令を聞くようになった。アイたち３人は、魔物の背中に乗って、森の中を楽に、速く、安全に移動した。


    　はぐれてしまったグリンは見つからなかった。生きていれば、グリンの方から合流しに来てくれてもいいはずだ。そうならないということは、モンスターに食われてしまったのかもしれなかった。アイはグリンを連れてきたことを後悔したが、やがて考えるのをやめた。こうなる危険性があることはわかっていた。わかっていながら連れてきた。それを後悔するのは、自分の覚悟が足りていなかったようでシャクだった。だからアイは前を向いた。


    　タマキは魔物の背中でぐったりしていた。アイとイサミは、できることなら、どこかでタマキを休憩させてやりたかった。そう思っていると、都合よく現地民が見つかった。石いし槍やりを持っているので、狩りの最中だろう。アイはモンスターに乗ったまま近づいていった。


    「アイ殿、現地民とのファーストコンタクトは慎重にするべきでござる！」


    「めんどいよ。話にならなかったら逃げりゃええねん」


    　──出たとこ勝負だ！


    「すいませーん」


    「うをっ！」


    　褐かつ色しよくの肌に、のっぺりした顔と、だらしない体型をした男性現地民は、魔物に乗っているアイたちを見て驚嘆した。乗り物として利用できる魔物はいるが、カメレオン型モンスターを乗りこなしてしまう者を見たことはなかった。


    「嬢ちゃん、すげえな！」


    「フフフ、まぁね」


    　現地民の使う言語がアトランティスで使われている言語と同じようで、アイは安心した。これなら意思の疎通に不自由することはない。


    「嬢ちゃんたちも、あの船に乗って来た異界人だろ？」


    　たち〝も〟と言われ、アイはユウキがこの現地民と接触しているという確信を抱いた。


    「アタシたちとは別の人と会ってるんだ？　それって、金髪でショートヘアの子？」


    「そうだよ。嬢ちゃんに負けず劣らずのべっぴんさんだったから、はっきり覚えとらぁ」


    「アタシたち、その子を捜しているの。今、どこにいるか知らない？」


    「たぶん、まだオッサンとこの村にいるよ。そこの獣けもの道みちをなぞっていけば着く。一本道だから、迷うことはないはずだ」


    「ありがとう！」


    



    　アイたちは現地民の指さした先へと進み、何事もなく集落に到着した。


    「どこへ行ったんだ!?」


    「こっちにはいなかったぞ！」


    「この足跡じゃないか？」


    　集落では現地民による勇者狩りの真っ最中であった。


    「イサミ、先行ってて」


    　アイは魔物を適当な樹につなぎながら言った。


    　イサミはひと足先に、騒々しい集落に入った。どう話しかけたらいいものか、と悩んでいると、村人の方から話しかけてきた。


    「異界人だ！　異界人が来たぞ！」


    　わらわらとイサミの周囲に人が集まってきた。


    「勇者をどこにやった？」


    「勇者を出せ！」


    「竜を倒し、わたしたちを救ってくれるんじゃないの!?」


    「…………」


    　ようこそいらっしゃいました、と言われたかったわけではないが、酷ひどい非歓迎ムードである。


    　さっき会った男は、界外からの来訪者に好意的なように見えたのだが……この差はなんだ？


    「その勇者というのは？」


    「しらばっくれるな！　グラムを持った金髪の女、知らないとは言わせないぞ！」


    「は？」


    　金髪の女というのはユウキ殿のことだろうが……ユウキ殿が勇者とは、どういうことだ？


    「ユウキいないのー？」


    　遅れてきたアイが気けだるげな声でイサミの背中に尋ねた。


    「うむ……少し遅かったようだ」


    　イサミはアイに向き直り、村の現状をざっと説明した。


    「ユウキ殿は、理由はよくわからぬが、ここで勇者として祭り上げられていたようでござる」


    「それでドラゴンを倒すよう頼まれて、怖くなって逃げ出した、か。……はァー……」


    　アイはため息をついたのち、村人たちに向き直って言った。


    「ドラゴンは、あんたらの世界の問題だろォ？　界外の人間アウトサイダーを頼ってんじゃねェよ」


    「自分たちではどうにもできないから、勇者を頼ったんじゃないか！」


    「困っている人を助けるのが勇者だろ！」


    「なんて優しくない異界人だ！」


    　わぁっ、と村人からの反論が巻き起こった。


    「……なんで、この人たちにとってユウキは勇者なわけ？」


    　アイは鎖さ骨こつをぽりぽり搔かきつつ、イサミに視線をやった。


    「グラムを持っていたからだそうでござる」


    「はあん」


    　アイは視界の奥にいる子供に焦点を合わせた。子供は憂ゆう鬱うつな顔をして草を刈っていた。草刈りに使用している剣は、グラムのレプリカだった。


    「ここでもグラムは伝説の剣なのね……」


    　アトランティスが世界の全てではないと、この開拓地が見つかったことでわかった。この開拓地は、情報のない太古の昔、アトランティスとなんらかの関係を持っていたんだろう、とアイは推察した。でなければ、使われている言語が同じだったり、共通の魔剣伝説が語り継がれていることの説明がつかない。


    「でも、ユウキが持っているのはレプリカ、そこの子供が振ってるのと同じだよ」


    「噓うそをつくな！」


    「あれは本物だ！」


    「長老様が言うんだから、間違いない！」


    　村人たちの言葉には、絶対の自信が籠こもっていた。


    「…………」


    　出発する日に、メトロポリスでグラムが消えたことが問題になっていたのをアイは思い出した。つまり現在、グラムの所在ありかは不明。


    （……まさかなァ）


    　ユウキはグラムを抜けなかった。アタシはこの目で、抜けなかったところを見ている。


    　……抜けたのに、抜かなかった？　それで、ひとりで夜、抜きに行った？　


    　それは絶対にないとは言い切れないが……穿うがった見方をしすぎていないか？


    「イサミ、ユウキ捜しに戻ろう」


    　ユウキが見つかれば、全て解決する。ユウキがいないこの集落に、もう用はない。アイは村人たちに背を向けた。


    「待て！」


    　村人がアイの腕を摑つかんだ。


    「離せ」


    　即座にイサミが村人に殺気を当てた。村人は悪寒を感じ、へたりと崩くず折おれた。アイの腕を摑んでいた手が緩み、ほどけた。


    （なんだ今のは……？）


    　村人たちは、獰どう猛もうな魔物を見る目でイサミを見て、僅わずかに後あとずさった。


    「……しかしアイ殿。この村の者たちが、ドラゴンに苦しまされているのは事実でござろう。放っておくのは、ちと忍びない」


    「じゃあ、どうするっていうの？　アタシたちがユウキの代わりにドラゴンを倒す？　それができれば万事オーライだろうけど、できるの？」


    「うーむ……」


    　ドラゴンと交戦した経験など、あるわけがない。勝算の有無がわからない。


    「あたしがやるよ～」


    　そう言ったのは、いつの間にか集落に来ていたタマキだった。ユウキそっくりの顔をしているタマキを見て、村人たちはどよめいた。


    「タマキ、大丈夫なの？」


    「おかげさまで～。胸筋むん！」


    　ボディビルダーみたいなポーズを取って、タマキは回復をアピールした。


    「空から元気……というわけでもなさそうでござるな」


    　イサミはタマキの顔色を見て判断した。魔物の上で横になっていただけなのに、早くも全快している様子。大した生命力だと感心する。


    「ならいいけど……なにをやるか、わかってて言ってる？　ドラゴン討とう伐ばつだよ？」


    「うん。弟のケツを拭ふくのは、姉の仕事と言いますし」


    「いや、言わないと思うよ？」


    　どんな姉弟関係だよ。


    「ユウくんだって、好きで逃げ出したんじゃないだろうから。きっと今頃、逃げ出したことを後悔してる。あたしが代わりにドラゴンを倒してあげれば、ユウくんはなんの責任も背負わなくてよくなるし、ここの人たちもユウくんを許してくれる。だから、やるよ。あたしがドラゴンを倒すよ。それで万事オーライでしょ～？」


    「そうだけど……」


    　アイは腑に落ちず表情を翳かげらせた。


    　……弟のために、普通、そこまでしてやるか？


    「みなさん、それでいいですか～？」


    　タマキは村人たちを見回して訊きいた。


    「勇者でもない人間にドラゴンを倒せるのか……？」


    「だが、勇者の親族だ。ただ者ではあるまい」


    「任せてみてもいいんじゃないか？」


    　こうして村人たちは、タマキの提案を受け入れた。


    「ではその代わりに、みなさんにユウくんを捜してもらいたいんですが～、いいですか～？」


    　タマキは交換条件を提示した。ユウキの捜索は現地民に委託した方が、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするよりも効率がいいだろう。アイは「そういうことか」と合点がいった。


    「いいだろう」


    　村人たちはタマキが提示した条件を飲んだ。


    「ユグドラシル──あそこに見える大樹の頂上、竜巣と言われる邪気が溜たまっている場所に、竜は住んでいる」


    　ユグドラシルの頂上部は、本来ならば凍りついていて然るべき標高に位置している。高空の冷えた空気にさらされているにもかかわらず凍っていないのは、ユグドラシルにはマナの通り道──竜脈が張り巡らされており、それが副次的に表面部の気温・気圧などの低下を抑えているからだ。それゆえ頂上部の気象も、地上とほとんど変わらない。


    　竜脈を通ったマナは、竜穴より噴ふき出す。その竜穴が邪悪な力によって汚染されると、竜巣と化す。〝邪悪な力〟とやらの正体は、よくわかっていない。しかし、人間ならば誰だって、邪悪を感じずにはいられない……そのような力が働いているのは確かだった。


    「竜巣では、枝葉がおかしな色になっているから、見ればすぐにそれとわかるはずだ」


    　竜を倒せば、竜巣は竜穴へと正常化し、傷んでいる世界樹の状態も回復すると考えられた。


    「ユグドラシルのためにも、竜を一日も早く退治してもらいたい。頼んだぞ」


    「あ～い」


    　タマキは村人の期待に応えるべく、世界樹を目指して歩きだした。


    「待ってってば！　アタシも手伝うよ！」


    　アイはタマキの背中を追いかけた。さすがに見て見ぬフリをすることはできなかった。


    「アイちゃんたちに迷惑はかけらんないよ～」


    「だったら、ドラゴン討とう伐ばつなんか請うけ負わないでよ……」


    　アイは肩を落として言った。


    「だから、あたしひとりで行くからいいって～」


    「そんなわけにもいかないでしょ。ねェ？」


    　アイは後ろからついて来ているイサミに同意を求めた。


    「うむ。拙せつ者しやの役目は、ふたりを無事に船に帰すことでござるが、そのためにタマキ殿が今請け負ったことを、無責任に放棄するわけにもいかぬだろう」


    　イサミもドラゴン討伐に参加の意を示した。


    「モンスターに乗って行こう。カメレオンだから、木登りは得意中の得意だろうし」


    　アイの先導で、３人は村から出発した。
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    「休憩にしよう」


    　騎士学科３年生の隊長が、ゼノを含めた捜索隊メンバーに言った。


    「くはァ、もっと基礎体力訓練受けとけばよかったぜ……！」


    　男子学生はどさっと地べたに座りこみ、樹木を背もたれにした。ほかの隊員たちも荷物を下ろし、体をほぐすなどして体力回復に努めた。リリアはバックパックから携行食や飲料水を取り出し、希望する隊員に配った。


    「マジ疲れた～。モンスターは強ぇし、景色は代わり映えしねぇし、無む闇やみやたらと広ぇし、いつまで続くんだコレ？」


    「学生の死体が見つかるまでだろ」


    「死体ィ？　オマエ、死んでる前提かよ」


    「死んでるだろ。相手は幻想種だぜ、幻想種。それもドラゴン。グリフォンが戻ってこなかったってんだから、おれたちゃ死体回収やらされてるようなもんだろ」


    「マジかよ……うっわ、見つけたくねェー！　ほかの班、マジ頑張れ、超頑張れ」


    　しかしながら、この男子学生の応援は届いていなかった。ほかの班はモンスターに苦戦を強いられ、既に撤退を余儀なくされていたからだ。


    「……ゼノさん、どうしました？」


    　ゼノひとりだけ立ったままでいるので、リリアは首をかしげた。


    「人間のにおいがする。たぶん、要救助者のにおいだろう」


    　ゼノは嗅きゆう覚かくに意識を向けたまま、リリアを見ずに答えた。


    「マジか！」


    　捜索隊員たちは歓喜の声をあげた。これでようやく、この危険な仕事ミツシヨンが終わる目め処どがついたからだ。


    「それでだ……あんたら、先帰れ。こっから先は、オレひとりで十分だ」


    　ゼノはメンバー全員に向けて、どこか傲ごう慢まんに言葉を放った。隊員は皆、顔を顰しかめた。


    「十分なわけあるか。いくらオマエがまぁまぁ強いからって、調子乗んな」


    「そうだぞ。ここまで死なずに来れたのも、全員が力を合わせたからこそだろ」


    　男子学生たちは、隊内の和を乱そうとしているかのようなゼノの発言が気に食わなかった。


    「オレひとりなら巻ける。大所帯でトロトロ動いてっから、余計なバトルに時間取られんだ」


    　ゼノは、場の空気が悪くなるのを屁へとも思っていない風だった。


    「愚痴こぼしてんの見んのもウゼぇし、ちまちま休憩されんのもウゼぇ。おかげで、こちとら体力が余って仕方がねえ」


    　ゼノと隊長は相談して、開拓船の近くで合流する約束をした。また、万が一、ゼノが夜になっても戻らなかった場合は、ゼノはモンスターに食われたということにして、部隊は開拓船に帰還することにした。


    「待ってください！」


    　捜索隊メンバーの視線がリリアに集まった。


    「お願いします、ゼノさん、わたしも連れてってください！」


    「……はぁ？」


    　ゼノは困惑顔だ。ほかのメンバーも、反応はゼノと似たり寄ったりだった。


    「あんたが一番、足手まといだってこと、わかってて言ってんのか？」


    　ゼノはリリアに率直な言葉をぶつけた。


    「う……それは……けど、頑張ります！」


    「頑張ってどうにかできる問題じゃねえだろ……」


    　ゼノは細めた目でリリアを見た。


    「それでも、なにか……わたしにも、なにかできることがあるはずです！　それにですよ？　名目だけと言われたらそれまでですが、わたしはあなたの指導手です。それを連れていかないなんて、おかしいじゃありませんか」


    「……しゃあねえなぁ……」


    　ゼノはおかしな理屈を並べ立てるリリアを説得するのが面倒くさかった。


    「おい、あんた──」


    「リリアです」


    「……リリア、荷物を厳選しろ」


    　ゼノはリリアの大きなバックパックを見て言った。


    「食料だとかテントだとかは、そいつらに持ってってもらえ」


    「はい！」


    　リリアは荷物整理に取りかかった。


    「本当に連れていくのか？」


    　ゼノの意外な言葉に、隊長は目を丸くした。


    「ああ。あれくらいちっさいのだったら、問題ねえ。置いていった方がいいか？」


    「そうは言わないが……」


    　隊長は首を捻ひねった。


    「……せっかく減らした荷物を増やしてどうする」


    　隊長はゼノに近づき、リリアに聞こえないよう小声で囁ささやいた。


    「まさか、ふたりきりになって、いかがわしいことをするつもりじゃないだろうな？」


    「オレは年上の巨乳が好きだ」


    「そうか。なら、間違いが起こることはないな」


    　失礼なやつらであった。


    「準備できました」


    　リリアはゼノの正面に立って言った。


    　ゼノはリリアの足を払った。リリアの体が宙に浮かんだ。


    「へっ？」


    　倒れかけたリリアの体をゼノが掬すくい上げた。リリアの体がゼノの腕にすっぽり収まった。


    「へっ？」


    　自分がなにをされたのかリリアが気づくよりも、ゼノが走り出す方が早かった。


    「ひゃああああぁぁぁぁ…………」


    　リリアの声はドップラー効果を残していった。
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    「んだよ、ピンピンしてんじゃねえか」


    　ゼノはユウキを見て、意外そうな声で言った。


    「ふたりとも、ありがとう。ぼくなんかを捜しに来てくれて」


    「いえいえ。感謝されるようなことはしてません。ここまで来れたのも、全部ゼノさんのおかげですし、わたしはついてきただけですよ」


    　運ばれてきただけ、とは言いたくなかった。


    「いやいや。それだけでも嬉うれしいよ。アイと姉ねえさん以外、誰も気にかけてくれていないんじゃないかと思っていたから」


    　特殊な学科と係のせいで、ユウキの交友関係は狭い。


    「いえいやくっちゃべってねえで、早く帰ろうぜ」


    　ゼノはやり遂げた感のある顔をして言った。


    「いえ、まだ帰るわけにはいきません」


    「え？」


    「あ？　なんでだよ？」


    　ユウキとゼノの視線がリリアに集まった。


    「ユウキさんを捜しに、アイとタマキさんが船を出ています。ふたりは独断で船を出たので、捜索されていません」


    「えええ」


    　ミイラ取りがミイラ、捜索する人が捜索される人になってしまっていた。


    「ふたりとも、ユウキさんのこと、気にかけすぎたんですよ」


    「それは嬉しいけど……」


    「ですから、ユウキさん、ふたりのことを捜してあげましょう」


    「ええー？」


    　ユウキは嫌いやそうな顔をした。森で生き残るだけでもヒイヒイ言っていたのに、人捜しまでやれる自信はない。


    「姉ねえさんもアイも、バトル得意だし、大丈夫なんじゃないの？」


    「アイもタマキさんも、ユウキさんが見つかるまで船に戻ってはこないと思います」


    （それは、ありえなくもないなぁ……）


    　とはいえ、下手したらミイラ取りのミイラ取りがミイラになってしまう。


    　……いや、でも、ここ樹海の深部まで、商人のリリアが無事にたどり着けているのだから、ゼノは相当な実力者なのだろう。自分は要らぬ心配をしているのかもしれない。


    「……わかった。うん。捜そう」


    　姉さんやアイが死ぬことはないだろうけれど、黙って船に帰るのも忍びないからね。


    「おいおい、あんたもかよ……」


    　ゼノは眉まゆを顰ひそめた。


    「ゼノさんも、もちろん協力してくれますよね？」


    「やってられるか」


    　言うなり、ゼノはリリアに足払いを放った。


    「おっと」


    　ゼノの足払いをリリアは後退して避よけた。意外と敏びん捷しようだ。


    「その手は二度も食いませんよ」


    　やられることを予期していたようだ。


    「ゼノさん、救助対象のユウキさんがこう言っているんですから、このまま帰るわけにはいかないでしょう。ユウキさんを連れて帰るまでが作戦なんですから」


    　子供に「家に帰るまでが遠足です」と言い聞かせるようにリリアは語った。


    （こいつを連れてきたのは失敗だった……）


    　ゼノは頭を痛めた。ユウキと変な女アイたちが合流できていなかった場合、最初から、こうするつもりでいたんだろう。


    「多数決を取っていただいても構いませんよ」


    　バカにしてんのか、とゼノは思った。３人しかいないんだから、結果は見えきっている。


    「しゃあねえな……」


    　ゼノは折れ、リリアの提案を渋々ながら、受け入れた。


    「ゼノ、ありがとう」


    「感謝しなくていい。あんたのためにやるんじゃねえ」


    　ゼノはユウキに背を向けたまま、手をぷらぷら振った。


    「じゃあ、わたしのためですか。さすがゼノさん、フェミニストですね」


    「ちげえよ！」


    「もしかして、わたしのこと好きだったり……」


    「しねえよ！　ったく……とっととそいつらも拾って帰るぞ！」


    　ここに来るまでに、ゼノは香水の残り香を感じていた。アイのつけている香水に違いない。これをたどって行けば難なく見つかるだろう、とゼノは踏んだ。


    　ゼノはリリアとユウキがなんとかついてこれる速度で走り出した。


    「……ゼノってさぁ」


    「なんだよ」


    「においを嗅かいで、ぼくとかアイの位置を把握しているわけだよね」


    「ああ」


    　それで魔物の位置も把握し、遭遇を回避している。植物型だけは、においが森フイールドと完全に同化してしまっているので、目や耳で確認し、避けている。


    「そっか……」


    「……それだけか？」


    「うん」


    「……なにか言いたいことがあるんじゃねえのか？」


    「え？　いや、その……どういう風ににおうのかなぁ、と」


    「…………」


    　最後尾のリリアが自分の腋わきに鼻を当てていた。


    「……安心しろ。オレは、本当に臭くさくて耐えがたい時は言う」


    「え!?　じゃ、やっぱり、少しは臭い？」


    　リリアは口を手で覆おおい、なにかを確認していた。


    「無臭ってこたぁねえが、臭いって感じはしねえな。フルーティーというか……」


    「酸っぱい感じですか？」


    　リリアが鬼気迫る顔をして訊きいてきた。


    「いや、甘い感じだ。オレの方が体臭はキツい。普段、肉ばっか食ってるせいだろう」


    「そうですか……」


    　リリアは安心している様子だ。


    「まぁ、汗だ香水だで臭かろうと、普段は嗅きゆう覚かくより視覚に意識を割さいてっから、そんな気にならねえよ。なんだ？　屁へでもこきたくなったか？」


    「いや、なってないけど……」


    　具体的なことは言えないが、いろいろと隠し事ができる気がしない。


    「屁ぇこいたことを指摘したりはしねえから、ビビらずこけ。我慢は体に毒だろ」


    「うん……そうだね。する時は遠慮せずにするよ」


    「ああ」


    　自分から振っておいてなんだが、なんだこの会話……。


    



    「……はぁ……きつい……はぁ……です……」


    　息も切れ切れに、リリアが独ひとり言ごとのように言った。


    「抱っことおんぶ、どっちがいい？」


    　先導しているゼノが振り返りもせずに言った。


    「…………」


    　リリアは黙々と走るようになった。


    （やばいなぁ……）


    　ユウキは顔を顰しかめていた。


    　このままだと現地民の集落に戻ってしまう。どのツラ下げて戻ればいいんだ……。


    「はぁぁー……」


    　ユウキは魂が抜けていくような息を吐き出した。


    　それとほぼ同時に、ゼノが立ち止まった。


    「……ゼノさん、どうしました？」


    「くせえ」


    「「えっ？」」


    　ユウキとリリアの反応が重なった。


    「今の息だよね……昨日から歯を磨いていなくてごめん……」


    「新陳代謝しててすみません……汗臭くさいですよね……」


    　ふたりしてゼノに謝罪し始めた。


    「ちげえよ！　見ろ、煙上がってんじゃねえか！」


    「あ」


    「本当ですね……」


    　草木が燃えるにおいが鼻をついた。


    　ゼノの鼻は、それだけではないことを認識していた。


    　血のにおい。そして、肉が焼けるにおい。


    （どうなってやがる……？）


    　この先に行くのは危険だと、本能と経験が告げていた。


    「行きましょう！」


    　リリアが煙の方へと走り出した。


    「なっ……おい、待てよ！　待てっつってんだろバカ！」


    　ゼノがリリアの肩を摑つかんだ。


    「なんで行くんだよ！」


    「消火しないと！」


    「はぁ!?」


    「一緒に木を倒して、延焼を止めましょう！　ユウキさんも手伝ってください！」


    「えええ」


    「早く！」


    　リリアはゼノを振り切り、再び疲れを感じさせない足取りで走り出した。


    「……ほっといても鎮火するだろ、なぁ？」


    「うん……」


    　男性陣は見るからに乗り気でない。


    「ユウキさん、ゼノさん！」


    「ぅあ。ごめん、今行く！」


    　リリアの頼みなので、断りにくい。


    「くはぁ、行くのかよ……」


    　ゼノは下を向いて眉み間けんを押さえた。


    「ゼノ！」


    「わぁってるよ！　クソ……」


    　悪態をつきながらも、ゼノはユウキの声に応じ、遅れてあとを追った。


    　出火場所に近づくにつれ、炎とは別の不安要素があることに、リリアとユウキも感づいた。


    　地響き。悲鳴。唸うなり声。そして人間に生理的な嫌悪感をもたらす臭気。


    　ユウキは足が止まりそうになった。前を行くリリアは足を速めた。


    「リリア……まずいよ」


    　この先になにがいるのか、ユウキには想像がついた。


    「お前ら、死ぬ覚悟はできてるか？」


    　ゼノは厳しい声で問いかけた。


    「できてねえなら、退ひくぞ」


    　有無を言わせぬ調子だった。


    「そんなの、できてるわけないでしょ……」


    　そんな覚悟ができるようなら、たぶん、ぼくは今日まで生きてないよ……。


    「わたしもです。ですが……放ってはおけません」


    　リリアはゼノの制止を拒んだ。


    「あんたは、本ッ当に、バカだな」


    　ゼノはリリアをどうにかして気絶させることにした。でないと、自分やユウキにまで危害が及びかねない。


    　ゼノがリリアに近づこうとした時、出火場所の方から子供たちが逃げてきた。


    「ゆうしゃさま！」


    「ゆうしゃさまだ！」


    「ゆうしゃさまがもどってきてくれた！」


    　子供たちはユウキの元に駆け寄った。


    「勇者様ぁ？」


    　ゼノが唇くちびるを歪ゆがませた顔をしてユウキのことを見た。


    「お知り合いですか？」


    「いや、まぁ……」


    　ユウキは苦い顔をして答えた。


    「ゆうしゃさま、にげてなかった！」


    「ゆうしゃさま、みんなをたすけて！」


    「ゆうしゃさま、おねがいします！」


    「え？　あ、うん……」


    　ユウキは子供たちに手を引かれ、出火場所、つまり集落の方へと連れて行かれた。


    「……〝あ、うん〟じゃねえだろ！」


    　突然の第三者、それも幼い子供の登場に呆あつ気けにとられていたゼノだったが、慌ててユウキを追った。


    「待ってください！」


    　当然、リリアも続いた。


    　走っていった先で３人を待ち受けていた光景は、炎上している集落と、恐慌状態に陥り逃げまどう現地民たち、そしてそれを悠然と追いかけ回すドラゴンだった。


    「ほあたぁ！」


    　村長は、長たる者の責任を果たすべく、ドラゴンを追い返そうと長老直伝の棒術で応戦していたが、いかんせん攻撃力不足で、ドラゴンにダメージを与えているようには見えない。


    　ドラゴンは蠅はえを払うように村長に反撃した。村長は大げさに距離を取ってかわした。当たれば死ぬかもしれないと思うと、際どい回避はできなかった。


    　リリアはモノクルの形をしたオーパーツ──解析器アナライザーを鞄かばんから取り出し、装備した。王の遣つかいが持っていたものと、およそ同じものだ。２年前の誕生日に父親から贈られた。


    　レンズ越しにドラゴンを見ると、レンズにドラゴンの情報が出力された。重要な部分にだけ目を通す。名称グリーンドラゴン、総合戦闘力レベル70、残生命力ライフ９７１２０、攻撃力オフエンス５４０、防御力デイフエンス８８０。ギラギラとテカる緑色の竜りゆう鱗りんが、驚異的な防御力を生み出している。


    （こちらのレベルは、あのおじさんが20、ゼノさんが31、ユウキさんが17、わたしにいたっては論外のひと桁けた……）


    　勝てる見こみは薄かったが、目を背そむけて逃げたくはなかった。リリアは表示される情報を切り替え、弱点を調べた。竜鱗があるため斬り突きには強いが、打撃に弱い。それから──


    「喉のど元もとが弱点です！　積極的に狙ねらってください！」


    　リリアは手を口の前で拡声器のようにして構え、村長に向かって大きな声で助言した。


    「逆鱗じやくてんくらい知っている！」


    　村長はドラゴンから注意を逸そらさずに答えた。


    　知っていても、どうやって攻撃すればいいのかわからない。射程の短い武器で逆げき鱗りんを攻撃するには、ドラゴンの懐ふところに飛びこまなくてはならないからだ。


    「あ……」


    　リリアの声に反応したのか、ドラゴンのつやつやした眼が、リリアのことを見ていた。


    　ドラゴンは息を吸いこみ、大きな火球を吐き出した。リリアたちの方へと火球が飛んできた。


    　ゼノは火球が飛んでくるよりも早くリリアの体を担ぎ、余裕をもって火球を回避した。


    「ひぃぃいいい！」


    　着弾点のすぐ近くにいたユウキは、爆風で吹っ飛ばされた。


    「そこでじっとしてろ！」


    　リリアを樹の家の陰に置いたゼノは、肉体の狼ろう化かを進ませ、身体能力を増幅したのち、ドラゴンに向かって真っ直すぐに駆け抜けた。


    「速攻終わらす！」


    　長期戦は不利だ。ジリジリ削っていっても、一撃二撃でひっくり返されちまう。


    「ゼノさん、前！」


    　ゼノの背中に向かって、思わずリリアが叫んだ。


    　複数の火球がゼノに向かって飛んできていた。


    「……っ！」


    　ゼノは奥歯を嚙かみしめ、恐怖を押し殺し、火球を紙一重でかわしていった。ゼノは背中に爆風を受けて加速した。


    　そしてドラゴンに急接近。ドラゴンは飛んで逃げることはせず、火球攻撃から翼、尻しっ尾ぽ、爪、牙きばを使った格闘に切り替えた。巨大なドラゴンは、ゼノよりも格闘の射程も長い。


    　ドラゴンはその場でぐるりと回転し、尻尾で広範囲を薙なぎ払った。先制されたゼノは、尻尾をジャンプしてかわした。土つち埃ぼこりが盛大に舞い上がった。


    　ドラゴンは、次は翼で周りを薙ぎ払った。ゼノは低く飛びこみ前転して、これもかわした。風を切り裂さく音がした。


    　ドラゴンは爪を振り下ろした。ゼノはサイドステップで爪を回避しつつ、ドラゴンの横に隣接した。鋼はがねのような爪が地面に食いこんだ。


    　ようやくゼノの射程に入った。左腕にした黄金の腕輪ドラウプニルが光り輝いていた。ゼノの体が一気に９体まで分裂を繰り返した。


    　一瞬のうちに、９人のゼノがドラゴンを包囲した。９人のゼノは、とん、と広げた左手をドラゴンの皮膚に当てた。全員が射程内にいることの確認だった。


    「「「「「「「「「神羅万掌シンラバンシヨウ！」」」」」」」」」


    　９人のゼノが一斉に攻撃を仕掛けた。


    「「「「「「「「「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラァ！」」」」」」」」」


    　反撃の隙を与えない、一方的な連続攻撃ラツシユ。圧倒的な手数が、拳こぶしによる厚い弾幕を完成させる。拳の壁に囲われて、ドラゴンの顔が苦痛に歪ゆがんだ。


    「「「「「「「「「沈めぇ！」」」」」」」」」


    　テイクバックのあと、両手を前方に突き出して、フィニッシュ。ドラゴンの皮膚が大きく波打った。今までに、これを食らって倒れなかった魔物はいなかった。


    　だが、ドラゴンは体をよじり、苦しげな唸うなり声をあげただけで、倒れなかった。


    （やばい）


    　長い無酸素運動を終えたゼノの頰ほおを、つーっと、汗が垂れていった。


    　乱打技〝神シン羅ラ万バン掌シヨウ〟は、ほかの技よりも運動時間が長く、体力をめいっぱい使う。なので連続しては使えないし、技が終わると大きな隙ができる。


    　ドラゴンは機を逃のがすまいと、ゼノの攻撃の手が止まるとすぐに反撃を開始した。ドラゴンは翼をはばたかせ風を起こし、正面側にいた５体のゼノを吹き飛ばした。飛ばされたゼノの体は焦げついた樹木の幹に強く打ちつけられた。


    　さらにドラゴンの爪がゼノの分身を潰つぶした。動きの取れなくなった分身を、続けて牙きばが襲った。分身の体が引きちぎられた。本体ならば即死は免れないダメージを受け、分身は消滅した。


    「クソっ……！」


    　ゼノは、とにかく今は耐えるしかないと考え、回避と防御を優先した。しかし、それでも凌しのぎきれない。ドラゴンの攻撃力が高すぎる。


    「３３４９０、３２７７０、３２１８０……」


    　レンズに映るドラゴンの残ライフが減るたびに、リリアはそれを読み上げた。


    　残ライフは、ゼノが攻撃を仕掛けるまでの半分以下にまで減っていた。にもかかわらず、勝てる気が全くしなかった。ゼノの分身は残り３体にまで減らされていた。


    （しくじった……）


    　力の出し惜しみはしていない。ドラウプニルを使えば勝てるだろう、と楽観的に判断したオレが悪い。ドラゴンの力を見誤った。逃げるべきだった。つーか、いい装備があるから勝てるだろうって、オレはバカか。


    　今からでも逃げるべきだ。２体の分身を使って時間を稼ぎ、残った１体の分身でユウキを回収、本オ体レはリリアを回収して、ユウキと合流しつつ、この場から離脱。これでいこう。


    『ヒャッハー！』


    　ゼノの分身体が次々と消滅させられていっている後ろで、ユウキは爆発した火球の跡に現れた、新たな幻覚とコミュニケーションを図っていた。


    『オイラハサラマンダー！　コンゴトモヨロシク……』


    「はあ」


    　それはトカゲだった。大きさはシルフちゃん、ノームさんと同じくらいだ。尻しつ尾ぽの先に炎がともっており、なんとなく、その炎が消えると死んでしまうのではないかと思った。


    『オマエ、オレサマ、ブッタギリ……グラム、メラ、メラ！』


    「はあ……」


    　サラマンダー氏も、ノームさん同様、自殺を志願してきた。


    　まさかとは思うが、ぼくは人を殺したがっているのに、実行する度胸がないから、こうして幻覚を殺すことで衝動を鎮しずめようとしているんじゃ……？


    『ハ・ヤ・ク！　ハ・ヤ・ク！』


    「…………」


    　死に対して過剰に前向きな幻覚たちに、こちらとしては敬意を表したいくらいである。


    「では……」


    　ユウキはグラムで恭うやうやしくサラマンダーを斬った。ノームの時と同じように、パァンとサラマンダーの体が弾はじけて、火属性のエネルギーが宙を舞った。


    　混こん沌とんと散乱していたエネルギーが配列を整えていき、赤い魔法陣が刀身に浮かび上がる。


    『ヤッチマイナァー！』


    　サラマンダーの声がした。発動の合図を催促されていることに、ユウキは気づいた。


    「……サラマンダーの楽しみ！」


    　魔法陣がグラムの刀身を包みこみ、燃え上がった。グラムの60センチそこらしかない刀身が、火炎によって延長されていく。そしてグラムは、全長５メートルはゆうにある、燃え上がる大剣と化した。


    （これならいける……かなぁ？）


    　不安はあったが、いくしかなかった。炎刃を持ったままボサっと突っ立っている絵図は、周囲からの注目もあってか、非常に恥ずかしい。早く攻撃したい。


    「せーの、「「ゆうしゃさま、がんばれ～！」」」


    「がんばりまーす……」


    　子供たちの声援を受けて、ユウキはドラゴンに向かって走り出した。


    「うおっ!?」


    　ユウキを回収しようとしていたゼノの分身が、バカ長い炎刃を構えて走るユウキを見て、驚きの声をあげた。


    　ユウキも前方のゼノを確認して、驚きの声をあげた。


    「うわ、ゼノが増えてる!?」


    「気づくの遅ぇよ！」


    　オレが戦ってるとこ見てなかったのかよ、とゼノは思った。今の今まで、なにしてたんだこいつ？


    「ごめん、ちょっとどいて！」


    「あっ、オイ！」


    　ゼノの分身とすれ違い、ユウキはドラゴンに接近した。


    　ドラゴンとの距離はまだまだあったが、これ以上近づきたくなかったユウキは、これだけ長い刃なら届くのではないかと、試しに振ってみることにした。


    　ドラゴンがユウキに気づき、体の向きを変えた。ユウキめがけて火球を吐き出そうと、ドラゴンは頭を上げて大きく息を吸いこんだ。


    （届け！）


    　ユウキが逆ぎやく袈け裟さに斬きり上げた灼しやく熱ねつの刃が伸びていき、頭を上げたためガラ開きになっている竜の首に抉えぐりこんだ。そこはまさに、ドラゴンの弱点、逆げき鱗りんのある場所だった。


    　いぎゅううぉん、とドラゴンが断末魔の苦しみを声にする。


    　リリアのモノクルに映るドラゴンの残ライフが、とんでもない速さで減っていく。


    「２９０００……１７０００……５０００……０！」
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    　竜りゆう頸けいが分断され、ドラゴンの頭が地面にボトっと落ちた。残された胴体部分から四方八方に閃せん光こうが漏もれた。


    　バァン、と凄すさまじい破裂音がして、ドラゴンの胴体が砕け散り、高密度・高純度のマナが大気中に飛散した。


    　あっという間にドラゴンが消えてしまい、村人の大多数が、呆あつ気けに取られた顔をしていた。彼らは、ドラゴンの撃退に成功したという実感を得られていなかった。


    「やったか……？」


    　反応の薄い村人たちオーデイエンスを見て、ユウキが言った。


    「「やったに決まってんだろバカ！」」


    　ふたりのゼノにどつかれた。


    「「ドラゴンを倒したぞ！」」


    　ゼノが拳こぶしを突き上げ、よく通る声で村人たちにアピールした。それでようやく、村人たちは勝利に喜ぶべきことに気づいた。


    「さすがは勇者様！」


    「必ず戻ってきてくれると信じていた！」


    「伝説は本当だった！」


    　ユウキの周囲に人が集まり、歓喜の渦を作り上げた。


    「みなさん、そういうのはあとにしてください！　先に火を消しましょう！」


    　リリアの呼びかけで、村人たちは我に返り、消火活動を始めた。


    「ぼくたちも手伝おう、ええと……ゼノＡとゼノＢ？」


    「「説明するから、その呼び方はやめろ……」」
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    　ユウキが樹木をグラムでスパスパ切断し、それをゼノがドカドカ蹴けりつけていくという連携プレーで、ふたりは効率よく木を倒していき、広がりゆく炎を食い止めた。


    　リリアは村人に、火傷やけどなどの怪け我がに効く薬を配って回った。ユウキが怪我をしていることを想定していたので、それなりの量の回復薬が手元にあった。リリアは惜しげもなく、手持ちの薬を全て現地民に譲った。アトランティスの錬金術師たちが作っている市販の回復薬は、この地の薬草より優れた効果を発揮した。


    「すまないねぇ……どんな傷でも、すぐに治しちゃう、いい薬があるんだけど、あいにくと在庫を切らしててねぇ」


    　道具屋を営んでいる中年女性が、リリアに言った。


    「必要な時に限って、なかったりするんですよね」


    　リリアは嫌いや味みなく微ほほ笑えみ返した。商人のリリアは、中年女性のセリフに共感できた。


    　このあと集落では、夜、勝利を祝う宴うたげが行われる予定で、ユウキたち３人は、その宴の主しゆ賓ひんとしてもてなされることになっていた。


    「あの、わたしたち、友達を捜している途中なので、あまり長居はしたくないのですが……」


    　リリアが宴のことを言いにきた長老に告げた。


    「その友達というのは、どんな方々ですじゃ？」


    「髪が赤くて、ここに入れ墨をしてて──」


    　リリアは身振り手振りを交えて説明した。


    「やはり。その子なら、今頃は世界樹ユグドラシルの頂上を目指しているはずじゃ」


    「ユグドラシルというのは、あの大きな木のことですよね？」


    「うむ」


    「どうしてまた……」


    　長老はリリアに、この集落を訪れたアイたちがドラゴン退治を請うけ負い、竜りゆう巣そうへ向かったことを教えた。


    「勇者様たちが竜を倒してくれたから、その子らは、もういない竜を退治しに行っておるわけじゃな」


    　骨折り損のくたびれ儲もうけである。


    「みなさん、竜と戦って疲れておるでしょうし、今日は休んでいきなされ。ユグドラシルは、近くにあるように見えて、実に遠いですからのう」


    「ですが、早く迎えに行きたいので……」


    「まぁまぁ。出発を明日にしてくだされば、案ガ内イ人ドもつけますぞ」


    「それは助かりますけど……」


    「遠慮しなさるな。なんでしたら、ここで待っていてくださるだけでいい。腕うでっ節ぷしの強さが自慢の若いのに、みなさんの代わりに行かせますから」


    「そこまでしてくれなくても……」


    「みなさんは、この村の、いや、この世界の英雄ですじゃ。そこまでしてやらんと気が済まんわい。ですからどうぞ、宴には参加してってくだされ」


    「……そうですね、そうさせてもらいます」


    　長老の熱烈な誘いを、リリアは断れなかった。長老は満足げな顔をして、リリアから離れていった。


    「宴なんかに参加してる場合か？」


    「ゼノさん」


    　リリアは視界の外から近づいてきたゼノの方に向き直った。


    「今すぐにでも引き返した方がいいっつうのに」


    　世界樹へアイたちを迎えに行く時間まで含めると、何日かかるかわからない。今日中に船に戻るのなら、ゼノの言うように、アイたちのことは諦あきらめて、危険な夜の時間帯を迎える前に、今すぐ引き返すべきだった。


    「このままじゃ、オレとあんたは死亡者リスト入りだ。いいのか、それで？」


    「よくはありませんが……無む下げにするのも心苦しいですし、現地民と友好な関係を築くことは、開拓における鉄則ですから」


    　現地民が見つかった場合、絶対に戦わないよう言われている。たかが４００人そこらの乗船員が、何万人といるであろう現地民相手に戦争をして、勝てるわけがないからだ。


    「……そういえば、ユウキさんはどうしました？」


    　リリアはユウキとゼノが一緒にいると思っていた。


    「ガキどもと一緒に、どっか行ったぜ」


    「そうでしたか。ユウキさん、大人気ですね」


    「勇者様だからな」


    　ゼノはからっとした笑みを浮かべた。


    「……どうしてユウキさんは〝勇者様〟なんでしょう？」


    「グラムを持っているからだろ。ここには、アトランティスと似たような伝説があるみたいだからな」


    「ええ、まぁ……それはわかりますが、あれはレプリカで──」


    「いや、本物だとよ」


    「──……ああ……やっぱり、そうなんですか……」


    　レベル17の人間が、レベル70のドラゴンに、店売りのショートソードで３万オーバーのダメージを与えられるわけがない。しかもユウキは魔法らしき力を発動させていた。人間の場合、オーパーツなしには不可能な芸当だ。それでリリアは、ユウキの持つグラムが本物なのではないかと疑っていた。


    「オレも気になっちゃいたからな。本人から、さっき聞いた」


    　あの細腕で太い樹木を苦もなさそうに切り倒しているのを見ていれば、訊ききたくもなる。


    「ユウキさんのグラムは、アトランティスにあったものですよね？」


    「当たり前だろ」


    　伝説の魔剣が何本もあってたまるか、とゼノは暗に言った。


    （どうやって船に持ちこんだんでしょう……？）


    　そこでリリアはユウキが盗賊学科生だったことを思い出した。ユウキさんひとりのために、特別に設けられた学科だそうですから、ユウキさんはよっぽど盗賊の才能がおありになるのでしょう。ですから、グラムを密かに船に持ちこむくらい、朝飯前だったんだと思います。


    「ああ、それと……あいつは、アトランティスに戻ることになっても、勇者にはなりたくないらしい」


    「まぁ、そうですよね」


    　勇者になりたいんだったら、アトランティスに残っているでしょうからね。


    「だから、あんまりベラベラ、グラムのことを、ほかの乗船員には吹ふい聴ちようしないでくれってよ」


    「構いませんけれど……ゼノさん、いきなり頼まれたこと無視してませんか……？」


    　わたしも一応、乗船員なんですが。


    「ん？　あんた、あいつの友達なんだろ？」


    「ええ、まぁ……」


    「だったら、いいんじゃねえの？」


    「いいんでしょうかねぇ……？」


    　リリアは腕を組んで首をかしげた。


    「どうせ遅かれ早かれ、あんたも気づいただろ？」


    「それはそうかもしれませんが……」
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    　タマキたち３人は竜りゆう巣そうに到着した。ユグドラシルまでは思った以上に距離があったため、到着する頃には、すっかり日が暮れていた。


    　竜巣では、本来、緑色をしているはずの葉が、内出血している皮膚のような紫色に染まっていた。また、不吉で不浄な空気──障しよう気きが満ちており、気温が２～３度、竜巣の外よりも低く感じられた。


    　タマキとイサミはカメレオン型モンスターから降りて、各々、竜巣を探索し始めた。


    「ドラゴン、いないね～」


    「こっちもでござる」


    「どこ行ったんだか……。どうする？　引き返す？」


    　アイは魔物の上で寒そうに腕を組み、タマキとイサミに訊きいた。


    「いや、待とう。必ず、ここに戻ってくるはずでござる。下手に動いて、体力の浪費はしたくない」


    「そうだね～」


    　３人は竜巣でドラゴンを待ち伏せた。


    「……勝てると思う？」


    　アイがイサミに尋ねたのは、この３人の中では一番、イサミが客観的に状況を見ることができていそうに見えたからだった。


    「できるかできないか、ではなく、やるかやらないか、でござろう」


    　とイサミは答えた。それなりに、勝利への自信が感じられた。


    「やると言ったからには、やるしかあるまい」


    「やっぜ、あたし、やってやんぜ～」


    　タマキもイサミの言葉に賛同している様子だ。


    「しかし……拙せつ者しやが無傷で勝てる相手とも思えぬ。もし、拙者が意識を失ったように見えたら、ふたりとも決して近づかず、離れてくだされ」


    「離れてって……なんで？」


    　意識を失ったら、すぐに駆け寄るべきなんじゃないの？


    「拙者は意識を失うと、殺気に反応して自動的に体が動くようになる」


    「……つまり？」


    「ほぼ敵味方関係なく、攻撃してしまう」


    　侍は、肉を斬きらせて骨を断つことを神髄とする。そのためには、戦闘中に意識を失ったくらいで倒れてはならない。四肢を失い、心臓が止まり、脳が壊れるまで戦い続けなければならない。そう考えたイサミの家では、生まれた男子に、気を失ったままでも戦えるようになるまで、厳しい訓練を施すのが慣わしとなっている。


    　数週間、飲まず食わずの不眠不休で行われる、真剣を使った拷ごう問もんじみた訓練。それは痛覚との戦いであり、幻覚との戦いでもある。それに耐え抜いたひと握りの男子のみが、無我の境地に達し、能力アビリテイを得る。


    「狂戦士状態バーサーカーモードと呼ぶ人もいる」


    　イサミがギムナジウム１年生だった頃の武道大会、イサミは狂戦士化することで決勝の相手を破り、初優勝を飾った。その時の観客たちが、バーサーカーモードの名づけ親だ。


    「バーサーカーモードねェ……」


    　──〝ー〟が多いなァ。


    「拙者はこれまで、仲間と共に戦った経験がほとんどない」


    　イサミの出身国アウトクトンでは、一対一の決闘が好まれる。群れることは、弱い者のすることだというアウトクトン特有の美学。特に武家では、そうした考え方が根強くある。そのためイサミは一対多数の戦闘経験はあっても、多数対一の戦闘経験は非常に少ない。


    「ゆえに、バーサーカーモードになった自分が、どの程度まで仲間の殺気に反応してしまうかは、わかっておらん」


    「攻撃しちゃうかもしれない。しないかもしれない」


    「そういうことでござる。だったら──」


    「近づかない方が賢明だ、と」


    「うむ」


    「ま、アタシは後衛からの援護に努めるから、大丈夫だと思うけど、問題はタマキだね」


    　武器の射程リーチが大差ないので、戦闘中は、どうしてもイサミの近くになりやすい。


    「あたしもダイジョーブで～す。返り討ちにしてやんよ～！」


    「それは違う意味で大丈夫じゃない！」


    　敵味方を判断できる人は、ちゃんと判断してあげてください。


    「実は拙せつ者しやの身の方が危険なのかもしれぬな……」
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    　野外で火を囲んで行われた宴うたげが終わった。大量の果実酒が振る舞われたため、酔い潰つぶれて眠っている者の姿が、集落のあちこちで見かけられた。


    　森は夜を迎えていた。無数の星が輝く夜空に、丸い月が穴ぼこのように存在している。


    「こちらへ」


    　樹木の住宅はほとんどが燃えてしまっていたので、被害のなかった洞どう窟くつの方にユウキたちは案内された。


    　そして、それぞれに個室が与えられた。３人は弾力のある植物の上に横になり、深い眠りについた。


    　それから数時間後、リリアの部屋を村の子供たちが訪れた。ひとりの子供が寝ているリリアの体を揺すった。


    「ふぁぁ……なんですか？」


    　寝ぼけ眼まなこのリリアが子供たちを見た。


    「ゆうしゃさまがたいへんなんです！」


    「たすけてあげてください！」


    「おねがいします！」


    「……なにがあったんですか？」


    　子供たちの話によると、ユウキは村の大人たちに眠っているまま運ばれて、この洞窟の一番奥にある牢ろう屋やに入れられてしまったらしい。


    「そんな……どうして……」


    　リリアは目め尻じりを下げて、困惑していた。


    「みんな、ゆうしゃさまにのこってもらいたいんです」


    「べつのせかいにいってほしくないんです」


    「グラムがないとふあんなんです」


    　初めから村に勇者がいれば、ドラゴンに村人が殺されることはなかった、と村人たちは考えていた。それで、牢屋に入れてでも、勇者をこの集落に留とどめておこうとしているらしい。


    「このままにしてはおけませんね……わかりました。行きましょう」


    　リリアは子供たちに引っ張られるように部屋を出た。


    「このことは、ゼノさんにも言いましたか？」


    「こんな人？」


    　子供は両手を頭に乗せて獣耳を表現した。


    「そうです、そんな人です」


    「まだだよ」


    　子供たちは無愛想なゼノに対して、怖くて近寄りにくいイメージを抱いていた。リリアを先に起こしに来たのは、そのためである。


    「じゃあ、先にゼノさんの部屋に行きましょう」


    　リリアは子供たちを伴ともなって、ゼノの部屋に向かった。


    　部屋でゼノはすやすやと寝息を立てていた。リリアはゼノの体を控えめに揺すった。


    「ゼノさん、起きてください」


    「……あんだよ？」


    　ゼノは身じろぎひとつせず、不快感をあらわにした声で応じた。


    「面倒なことになりました」


    「…………」


    　リリアの張り詰めた声を聞いて、ゼノがむっくりと体を起こした。


    「なにがあった？」


    　子供たちの話によると（以下略）


    「はぁ？　なんでそうなるんだよ。あいつは勇者様なんじゃねえのか？」


    「勇者様だからですよ。この世界には、勇者が必要なんです」


    「だからって、逃げられないよう牢ろう屋やで捕ほ縛ばくするって……あいつの意思はお構いなしか？」


    「そのようです。といいますか、同意の上だろうと、牢屋で生活させるだなんて、おかしいですよ」


    「そりゃそうだ……チッ」


    　ゼノは頭をガリガリと搔かいて寝ね癖ぐせを直し、ヘアバンドを装着した。


    「しゃあねえ。助けに行くぞ」


    「はい」


    　子供たちの案内で、ふたりは牢屋のある地下室たどり着いた。階段の出口の壁にへばりつき、様子を窺うかがう。そこは牢屋というより、巨大な土竜もぐらの通り道のように見えた。囚人を閉じこめているのは鉄格子ではなく、天井から床を貫通して伸びている樹の根だ。この部屋の屋上には、立派なトウテツの樹が生えていて、それが天然の牢ろう獄ごくを形作っている。


    「見張りがいるな……」


    　５人……いや、６人か。


    「やっちゃってください」


    「…………」


    　この女は、見た目や顔に反して武闘派だと思う。


    「いいのかよ？　んなことしたら、現地民を全員敵に回すことになるぞ」


    「いいんです。話し合いでどうにかなりそうなら、ゼノさんを起こしたりなんかしません」


    　断りもなく英雄を牢ろう屋やに入れてしまうような人たちですからね。


    「オマエな……現地民と戦っちゃダメなんじゃなかったのか？」


    「同じ世界の仲間を牢屋に入れられて、なにもしないでいる方が間違っています」


    　リリアが今すぐに考えを直すことは、ありそうになかった。


    「お前らも、いいのか？」


    　ゼノは子供たちを見て言った。


    「オレたちは、勇者様をさらって行こうとしてんだぞ。お前らだって、大人と同じで、あいつには村に残ってほしいんじゃねえのか？」


    　子供たちは澄んだ眼でゼノを見返した。


    「ゆうしゃさまにはかんしゃしてるから、ろうやになんかいれてほしくない」


    「それに、ゆうしゃさまは、このせかいでおわるひとじゃないよ」


    「ほかのせかいも、すくってくれるとおもうから……」


    「…………」


    　なんてよくできたガキどもだ。


    「この子たちの方が、よっぽど大人ですよ」


    「いや……本物の大人が言ったら、キレイごとで終わっちまうよ」


    　子供が言うから、説得力があるのだ。


    「んじゃ、ちゃちゃっと片づけるとするか……」


    　ゼノは階段の方に来た見張りの顔に裏拳を当てて、一撃で昏こん倒とうさせた。


    「どうした!?」


    　いきなり倒れた仲間を見て、ほかの見張りがぞろぞろと駆け寄ってきた。ゼノが階段から飛び出した。


    「神闘滅脚シントウメツキヤク！」


    　ゼノは床についた手を軸にして、地を這はうような低い回し蹴げりを連発しつつ、狭い通路を驀ばく進しんした。人間と同じ大きさの爆竹が暴れ回るかのようだった。見張りの者たちは、あっと言う間に、全員気絶させられていた。


    「楽勝、楽勝」


    　ゼノは手についた埃ほこりを払いながら、ユウキの入っている牢屋に向かって歩いた。


    「起きろ、勇者様」


    「起きてるよ」


    　ユウキは既に出発する準備をしていた。ついさっきまで、ノームとぶつぶつ会話しているのを見張りたちに気味悪がられていたところだ。


    「ひとりで逃げるつもりだったのか？」


    「来てくれなかったらね」


    　ユウキはグラムでトウテツの檻おりを造作もなく切断し、外に出た。


    「でも、助かったよ、ほんと」


    　ゼノが見張りを倒してくれたのは、本当にありがたかった。たとえ相手が悪人だろうと、人間を倒すのには覚悟が必要で、その覚悟が、ユウキにはまだなかった。


    「グラム、取られなかったんだな」


    「いや、取られたんだけど、返してもらったというか……」


    　見張りの手に渡ったところ、またしてもノームが現れ、見張りの手からグラムを奪い返してくれた。幻覚だとばかり思っていたノームがグラムを引っ張る姿を見て、ユウキは驚いた。


    　グラムはノームたち精霊を斬きることができる。それはグラムが精霊に触れられるからであり、逆に言えば、ノームたち精霊も、グラムに触れられるということだった。


    「ユウキさん、ゼノさん、早くここから出ましょう」


    　この先は行き止まりだ。上から現地民に押しかけられたら、全員倒して強行突破するしかなくなる。できるだけ穏おん便びんにことを運びたかったリリアは、ふたりを急せかした。


    「わぁってる。行くぞ」


    「うん」


    　彼らは寝静まっている洞どう窟くつ内の居住区を通り抜けて、深夜の森に出た。


    「お前らはここまでだ」


    　洞窟の出入り口で、ゼノが子供たちに告げた。ゼノの眼は犬猫のように光っている。


    「ゆうしゃさま、おきをつけて」


    「がんばってください」


    「おうえんしてます」


    　子供たちの温かい声で見送られ、ユウキたち３人は森へと逃げこんだ。


    　繰り返すが、夜は、魔物が元気な、危険な時間帯である。


    「はっきり言って、ふたりも面倒見きれねえ」


    　ドラウプニルによる分身ができれば話は別だったが、それはできなかった。ドラウプニルは効果が大きい代わりに、エネルギーのチャージにべらぼうな時間がかかるからだ。満タンになるまでには９日かかる。使ってから１日も経過していない現在は、分身１体を生み出すことさえできない。


    「ユウキ、てめぇのことはてめぇでなんとかしろよ」


    「もちろん」


    　ユウキは自信ありげに答えた。ここまで生き延びてこられたことは、彼に確かな自信をもたらしていた。


    「ひとまず、安全確保のためにも、森を抜けるぜ」


    　同じ夜のフィールドでも、視界が開けた砂浜の方が安全だ。出没する魔物のレベルも低い。


    　夜目が利くゼノを先頭、ユウキを殿しんがりにして、３人は砂浜を目指した。
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    「…………」


    　深夜になったせいだろうか？　アイは竜りゆう巣そうを漂う障しよう気きの濃度が上がってきていることを肌で感じていた。


    　ここにいてはいけない。早く立ち去らないと、恐ろしいことが起こるという、確信に近いものがあった。


    　ドラゴンは一向に戻ってくる気配がない。いっそ早く帰ってきてほしいくらいだった。その方がまだ、具体的な恐怖である分、きっと気が楽だ。


    　アイはイサミとタマキを見た。ふたりは微動だにせず、ドラゴンをひたすらに待ち続けている。そわそわしているのはアイだけだった。


    「…………」


    　いくらなんでも静かすぎやしないか？　眠っていたりはしないよな？　と思い、アイは念のため、ふたりに声をかけてみることにした。


    　まずはタマキから。


    「タマキ？」


    「ん？　なぁに～？」


    「ごめん、なんでもない」


    「ほぇ？」


    　起きていたし、反応も日常のそれだった。タマキは沈黙や静寂が気にならない人なのだろう。


    　続いて、イサミにも声をかけてみようとしたところで、異変が起きた。


    　竜巣全体が戦慄わななき始めた。空間が湾わん曲きよくし、ピシッ、と音を立てて割れた。ピシリピシリと割れ目は広がっていく。割れ目から緑色の煙が漏もれ出ていた。そして、皿が落ちて割れる音を限界まで大きくしたような、ガシャーンという音がして、空間が砕け散った。


    　仄ほのかな月明かりが照らし出したものは、グリフォンと同じ、鷲わしのような力強い翼。引き締まった無駄のない体たい軀く。鋭い嘴くちばしを擁する顔。魔力を帯びた威圧的な瞳ひとみ。その体長は人間の30倍──約50メートルにもなる。


    　アイたち３人の目の前で、巨大風竜ヒユージウインドドラゴンフレスヴェルグが復活を果たした。


    「……は？」


    　ドラゴンって、こんな大きいの？　っていうか今、どこから現れた？


    　なにが起きているのか理解できなかったが、ひとつだけ確かなことがある。


    　こいつには、勝てない。


    （……と決めつけるのは早計か）


    　アイは酔いを醒さますように、頭をぶるぶると振った。


    　諦あきらめたら、そこで戦闘終了ですよ。戦う前から諦めてどうする。


    「やああっ！」


    　早くもタマキは攻撃を仕掛けていた。だが、あまりにも敵のサイズが大きすぎるため、ダメージを与えた箇所は僅わずかしかない。しかも、でたらめな硬さだ。


    　フレスヴェルグがタマキの攻撃を意に介した様子はなく、タマキはダメージを与えられている気がしなかった。それでもタマキは、少しずつ敵のライフが削れていっていることを信じて、地道に攻撃し続けた。


    　フレスヴェルグから見た人間は、人間から見たネズミに等しい。ネズミに嚙かまれたくらいでは、フレスヴェルグは痛くも痒かゆくもない。だからフレスヴェルグはタマキを無視していた。ネズミ１匹を相手にするのが面倒なのだ。


    　フレスヴェルグは竜りゆう巣そうを歩き始めた。タマキは慌てて後退した。人がアリなどの昆虫を踏み潰つぶして殺せるように、フレスヴェルグは人を踏み潰して殺せる。ただの歩行が一撃必殺の威力を秘めている攻撃だった。


    　アイも遠距離から鎖で攻撃を加え始めたが、手応えがないなんてもんじゃなかった。なにもない地面を攻撃している気分だ。「この行為には意味があるの？」と真剣に悩みたくなる点では、滝に打たれる修行や、穴を掘っては埋める刑罰に近い。
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    「あーもう！　……イサミ？　イサミは!?」


    　まさかまだ寝ているのではないかと、アイはイサミが座って待機していた場所に目をやったが、そこにイサミの姿はなかった。


    （あれェ？　どこ行った？）


    　イサミは枝から枝へと跳び移って世界樹を登り、フレスヴェルグを見下ろせる位置にまで移動していた。


    　そこから飛び降りて、フレスヴェルグの背中に着地。イサミは遮シヤ光コウの黒い刃をフレスヴェルグの背中に突き立てた。


    　イサミの攻撃の効果は抜群だった。巨大なフレスヴェルグの体は、部位によって防御力が大幅に変わる。足や腹部に比べ、背中への攻撃はダメージを与えやすかった。


    　だが、それを黙って見ているフレスヴェルグではなかった。フレスヴェルグはダニやノミも同然のイサミを振り払おうと、体に見合った大きな翼を、ばっさばっさと羽ばたかせた。フレスヴェルグの巨体が浮かび上がった。アイとタマキの長い髪が、フレスヴェルグから吹きつける風に煽あおられ、たなびいた。


    「うわッ！　ちょっと、どうなっちゃうわけ!?」


    「逃げられちゃう！　アイちゃん、鎖引っかけて！」


    「あー、はいよっと！」


    　タマキに指示され、アイは浮揚しているフレスヴェルグの足に鎖を巻きつけた。


    「……まァ、こうなるよねェ……」


    　アイの体も浮揚した。このままでいると、カメレオン型モンスターと戦った時の二の舞になりそうだ。


    「ほっ！」


    　タマキがジャンプして、アイとフレスヴェルグを結んでいる鎖を摑つかんだ。彼女は鎖をよじ登り始めた。


    「風カザ切キリ六ロク連レン！」


    　足でフレスヴェルグの背中を摑んだイサミは、真空の刃を飛ばして、その場から動かずに右の翼を攻撃した。翼の動作がくるい、フレスヴェルグがバランスを失った。


    　しかし、墜落させるだけのダメージは与えられなかった。フレスヴェルグは落ち着いて体勢を立て直し、勢いよく竜りゆう巣そうから飛び出した。


    　フレスヴェルグと３人は、星が煌きらめく夜空に躍り出た。


    「ひゃああああァ！　こッ……怖ェェエエエエ！」


    　強制的にスカイダイブさせられ、アイは絶叫した。言うまでもなく足場はなく、手を離せば樹海へと真っ逆さま。夜の森は闇やみそのものと言ってもよく、見ていると吸いこまれそうになる。


    　外に出て興奮したフレスヴェルグは、ドラゴンブレスを吐き散らかした。フレスヴェルグのブレスは火球ではなかった。それは文字通り、竜の息吹──ただの呼吸だった。


    　しかし、ただの呼吸にしては吐き出す息の量が多すぎた。ブレスの当たったところにある木々が、吐き出された息の風圧で、ドミノ倒しのように連なって倒れた。息がぶつかった際の衝撃力は、振り子運動している巨大な鉄球の衝突時に匹敵した。


    　また、フレスヴェルグが羽ばたくたびに、その下の地面ではランダムに竜巻が発生した。飛行のために消費・放出しているマナの余剰分が、自然災害を発生させている。フレスヴェルグに飛び回られるだけで、この地の森は禿はげ上がってしまいそうだ。


    「早くなんとかしてェェエエエ！」


    　アイは上にいるタマキとイサミに哀願した。


    「このっ、このぉっ！」


    　鎖の巻きついている箇所までよじ登ったタマキは、足への攻撃を再開した。


    　タマキの力と、フレスヴェルグの硬い皮膚に挟まれ、タマキの武器である鉄の槍やりは、もう使い物にならないくらい折れ曲がっていた。しかし、代わりに使える武器もないので、タマキは気に留めつつも、めげずに攻撃し続けた。


    「…………」


    　イサミは精神統一に励んでいた。


    　アウトクトンの武士の中には、刀に宿る魂の力を引き出し、魔法のような現象を引き起こせる者がいる。


    　刀トウ魂コン放ホウ気キ。イサミの愛刀・遮シヤ光コウから、ドス黒いエネルギーが放散され始めた。それは夜の闇よりも黒かった。


    「いざ……秘剣、火カ車シヤ切ギリ！」


    　イサミの振るう遮光は、刀魂放気中、対象物を時空間ごと切断する。


    　振るわれた遮光の軌跡──歪ゆがんだ時空間が、重力場を発生させた。


    　強力な重力場は、あらゆるエネルギーを閉じこめ、無力化させる。


    　フレスヴェルグの体が、イサミが遮光で斬きりつけた痕あと──ブラックホールのような暗黒領域に吸いこまれ始めた。


    　火車切は実体を持たない妖ようを斬るための技だが、実体を持つ相手にも有効だ。なにより、イサミが現時点で使える技の中では、もっとも威力があった。


    　翼の強度はそこまで高くないようで、吸いこまれまいと抵抗している右の翼は、バキバキと嫌いやな音を立てて変形していった。


    　ひしゃげた翼では、安定して飛ぶことができない。高度が落ち始めた。フレスヴェルグはマナを消費して再浮上を試みたが、うまくいかなかった。


    　さらにイサミは暗黒領域が消えるのを待たずに、今度は左の翼を真空の刃で攻撃した。フレスヴェルグは、どうすれば安定して飛べるのか、わからなくなった。


    　フレスヴェルグはフラフラとした軌道を描いて、海の方へと墜落した。
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    　森の慟どう哭こく──折れゆく木々、荒れゆく林、崩れゆく地盤──を聞いて、森の民が夜の森に姿を現していた。風が強くて、立っているだけでもやっとといった状況だった。枝や小動物の死骸が飛んできて、体にぶつかることもあった。それでも彼らは、森が哭ないている原因を突き止めるまで、安全な場所へと逃げ帰る気はなかった。


    　吹き荒すさぶ風の音に混じって、逃げ惑う動物たちの声がする。女性や子供は洞どう窟くつの奥に避難していた。外に出ているのは、好奇心旺おう盛せいな若者と、屈強な体格をした戦士のみだ。


    「……鳥？　……いや、竜だ……竜だ！　見ろ！」


    「なんだって？　どこだ……いた！　いた！　あそこだ！」


    　すさまじい速さで動いている雲の切れ間に、彼らはフレスヴェルグを見つけた。


    「せっかく竜を倒したってのに、これじゃあ元の木もく阿あ弥みだ……」


    「あの竜は、勇者に倒してもらった竜よりもタチが悪そうだがな」


    「ああ。元の状態より悪い。このままじゃ、俺たちの住める場所がなくなる」


    「うおお、どうすりゃいいんだ……」


    「どうしようもない」


    　その身も蓋ふたもない答えは、しわがれた声で紡つむがれていた。


    「長老！」


    　長老には村長がつき添っていた。村の男たちは視線を長老に集めた。長老は誰にともなく語りかけた。


    「あれは天災そのものじゃ。我々のような矮わい小しような人間が、どうこうできる相手ではない」


    「だからって……だからって、なにもしないでいていいんですか！」


    　諦観している長老に、澄んだ目をした若者が罵ば声せいを浴びせた。


    「普通の竜相手に手も足も出なかったわしらに、なにができる？」


    　長老の乾いた瞳ひとみが青年を視界に収めた。


    「でも、このままじゃ俺たち、なにもしないうちに全滅ですよ！」


    「全滅か……ふむ、その程度で済めばいいがのう」


    　長老は風に煽あおられている顎あご髭ひげを手で押さえた。


    「……全滅じゃ済まないっていうなら、どうなるっていうんです？」


    「この世界、丸ごと消えるじゃろうな」


    「なにを根拠にそんなこと……」


    　若者は長老の予見に異を唱えた。


    「子供たちが秘密基地として使っている場所に、石碑があったじゃろう」


    　長老の言葉に、若者はハッとした。


    　若者も、今より数年前までは子供だった。週に３日は秘密基地で遊んでいた。なので、長老の言う〝石碑〟に心当たりがあるのは、当然のことだった。


    　石碑には、恐ろしい様相をした魔物が暴れ回る絵が描かれていた。色いろ褪あせてはいたが、絵に宿る力は失われておらず、見た者は決して忘れられない絵だった。


    　絵の脇には古代語が刻まれていた。


    〝この世の終わりを告げる　死者を啄ついばむ巨竜　風のマナ満つる　この地に眠る〟


    「あれが、あの石碑に描かれている竜だっていうんですか？」


    「そう考えるのが自然ではないかの？　普通の竜とは思えぬしのう」


    「…………」


    　この場に居合わせた者は、一様に沈黙した。
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    　潮の香りがしてきて、リリアは顔を上げた。砂浜が近い。


    「ここまでくりゃあ、不意打ちされることもねえだろ」


    　砂浜に到着したゼノは、後ろを振り返った。リリアもユウキも無事についてきていた。


    　３人は休憩がてら、砂浜を歩きだした。


    　その時、どこからか尊大な声が聞こえてきた。


    『聞こえるか……アトランティスの勇者たちよ……』


    　３人は歩みを止めた。


    　ユウキは幻聴だと思ったが、ゼノとリリアにも聞こえているようだ。


    「……誰だ？」


    　ゼノが虚こ空くうに向かって問いかけた。


    『わしの名はポセイドン……この世界の神じゃ』


    「神様、ですか……？」


    　人の姿をしている幻想種、神。オーパーツを造ったと考えられている、伝説上の存在。


    （勇者っていうのは、やっぱりぼくのことなんだろうなぁ……）


    　ユウキは陰いん鬱うつな顔をした。


    「その神とやらが、オレたちになんの用だ？」


    『この世界では、マナがインフレーションを起こしておる』


    　表層世界サーフエスへの霊的エネルギー供給過剰。それが、この地における幻想種ドラゴン復活の原因だった。


    『そこで、おぬしらに頼みがある』


    「言ってみろよ」


    『その前に……なんじゃ、その態度は。わしは神じゃぞ』


    　神の機嫌を損ねてしまったようだ。


    「知るか。オレたちゃ、あんたに頼まれる側だぞ。頼む側が偉そうなこと言ってんじゃねえよ。調子乗んな」


    　ゼノは挑発的な言葉を繰り出し続けた。


    「それより早く顔を見せやがれ。オレはまだ、あんたが本当に存在するとは思っていない」


    　神の不在は長すぎた。アトランティスに現存している神の記録は、竜や妖よう精せいと比べても、圧倒的に少ない。ゼノたちは神の存在に対して懐疑的にならざるをえなかった。


    『……いいだろう……ならば、姿を見せてやろうではないか！』


    　ザバアアア、と音を立てて、寄せては返す波とは別のエネルギーによって海面が揺れ動き、盛り上がり、人の姿を形成する。


    　海上に、水属性の精霊銀で作られた、青い三みつ叉またの槍やり〝トライデント〟を携えた、大男が立ち上がった。


    　三大創造神のうち一体、海を統すべる神の降臨であった。


    『──って、アレ？』


    　実体化した神が目を開いた時、誰も神のことを見ていなかったことに、神は少なからぬ精神的ダメージを受けた。


    　３人は、神の相手をしているどころではなかった。


    「おい……あれ……こっち来るぞ……」


    「あわわわわわ……」


    「に、逃げましょう！」


    　３人は神を置いて走り出した。


    『ぬなっ！　神を軽んじるでなぶふぉあああああ！』


    　神の体はフレスヴェルグが起こした強烈な風に巻きこまれて吹っ飛んだ。せっかく魔法で構築した神の体は、元の海水に分解され、飛び散った。トライデントが海底へと沈んでいく。


    「うわぁ、神が死んだ！」


    「勝手に死んでろ！　置いてくぞオメェら！」


    「ゼノさん、速すぎ……！」


    　フレスヴェルグは森と砂浜の境界に不時着した。そして、ずざざざざと砂浜を滑っていき、全身の半分程度が海に浸かったところで停止した。


    「なに、あれ……？」


    　ユウキたちは後ろを振り返り、墜落してきた巨大な影を見た。


    「鳥、だと思うが……モンスターにしても、でかすぎるだろ……」


    　グリーンドラゴンが小さく感じられるサイズだった。


    「確認してみます」


    　リリアはモノクルをかけて、落下してきたものに焦点を合わせた。


    　名称フレスヴェルグ、レベル３２５──


    「さ、さんびゃくにじゅうごぉ!?」


    　リリアは噴ふき出した。３桁けたの数値レベルがあるだなんて知らなかった。


    　──残ライフ４７７２２０、オフェンス３７３０、ディフェンス２５９０……故障しているのではないかと不安になるくらい、馬鹿げた数字が表示される。


    「どんだけすげえんだよ。オレにも見せろ」


    「それよりも、早く逃げた方がいいような気がしますが……」


    　リリアはゼノにモノクルを貸した。


    「……弱っ！　お前、弱すぎるだろ！」


    「普通の人なら、そんなもんですよ！　というか、わたしのことは見ないでください！」


    　リリアはゼノの目を隠そうとした。このモノクル、身長体重その他諸々まで参照できてしまうという欠点（利点？）がある。


    「そう言われたって、基準がわからねえと驚きようがねえだろ……ん？　故障したか……？」


    「えっ？　やっぱり、おかしいですか？」


    「ああ、だってお前の胸囲が「うきゃ───！　どこ見てんですか!?　それ以上見たらブッ殺しますよ!?　基準が知りたいなら、わたしじゃなくてユウキさんで確認してください！」


    　そう言って、リリアはユウキを見ようとしたが、いつの間にか近くからいなくなっていた。


    「……ユウキさん？」


    「……おい、あのバカ、３２５の方に走ってってるぞ」


    「ええ？」


    「勇者様はトチくるわれてしまったか？」


    　ゼノはリリアにモノクルを返した。


    「わたしたちも行きましょう！」


    　モノクルを受け取ったあと、リリアはゼノの手を引いて駆けだした。


    「なんでオレまで!?」


    「なにか理由があるはずです！」


    「だとしてもだな……あー、クソっ、わかったから手ぇ離せ！」


    　ユウキは砂浜にタマキの姿を見つけていた。


    「姉ねえさん！」


    　ユウキが呼びかけると、タマキは目を大きく開け、口をぽかんと開けた。


    「ユウくん！」


    　タマキは墜落寸前のところで森に飛び降りており、ほぼ無傷だった。


    「姉ねえさーん！」


    「ユウくーん！」


    「姉さブゴフォッ」


    　ユウキはずっこけた。砂の上が走りにくかったせいである。


    「よしきた！　ど～ん！」


    「ぐえっ！」


    　──姉さんのボディプレス……何度食らっても最高さ！


    　この痛みだけが、ぼくの存在を証明してくれる気がするよ。


    「アタシもどーん！」


    「ぐあああ！」


    　ふたり乗りはやめましょう。


    「アイ！　タマキさんも！」


    　駆けてきたリリアの顔が綻ほころんだ。そのうしろにいるゼノは、仏頂面のままだ。


    「うわ、なに？　リリアとモっさんまで来てんの？」


    「モっさんって誰だよ!?」


    　ゼノは半ギレでツッコんだ。


    「そりゃあモリ男オさんのことに決まってんじゃないすか」


    「ゼノだ、ゼノ！　モリオじゃねえっつってんだろ！」


    「それよりもアイ、できれば姉さんも、早くどいてくれるかな……」


    「ふおおおお！　ユウくんのにおい！　いいにおい、いいにおい！」


    「軽くカオスですね……」


    　リリアは苦笑した。だがまぁ、全員、元気そうでなによりだった。


    　……全員？


    「イサミさんはどうしました？」


    　足りない人がいることにリリアは気づいた。グリンのことまでは頭が回らなかったが、イサミの不在にはちゃんと気づいた。


    「そうだ、こんなことやってる場合じゃない！」


    　アイは鎖を手に持って、フレスヴェルグの着水点へと走りだした。


    「みんな、ドラゴン倒すの手伝って！」


    　アイは「我に続け！」と言わんばかりの勢いで告げたが、誰もついてこなかった。


    「ノリ悪ッ！」


    「……どういう意味です？　ドラゴンなら、わたしたちが倒しましたが……」


    「お前は見ていただけだったがな」


    　ゼノは冷たい視線をリリアに向けた。


    「う……」


    　リリアは肩身が狭そうにしていた。


    「倒したァ？　じゃ、あれはドラゴンじゃないの？」


    　アイはフレスヴェルグを指さしつつ、３人を見た。


    「ドラゴンなのかな……」


    　ユウキは唇くちびるに丸めた指を当てて、フレスヴェルグを見た。


    「……でも、ぼくを襲ったのは、あれじゃない。あんな大きくなかった」


    　ユウキを襲ったのは、彼らが村で倒したドラゴンで間違いなかった。


    「じゃあ、なんなの？」


    「なんなのって聞かれても……」


    　アイに質問されたユウキは、頭を搔かくしかなかった。


    「……あ、動いた」


    　とユウキが言った直後、フレスヴェルグは海水に浸かった左の翼のじたばたさせた。激しい水みず飛し沫ぶきが上がり、海水が土砂降りの雨の如ごとく砂浜に降り注いだ。


    「ぶぇ～、ぺっ、ぺっ」


    　タマキは口に入った塩気の多い、砂を含んだ水を砂浜に吐き捨てた。


    「ぬわ───っ!?」


    　フレスヴェルグに振り払われたイサミが海水に続いて落ちてきた。


    「よいしょぉ～！」


    　落下地点にいたタマキがイサミを受け止めた。


    「イサミさん!?　一体どこから……」


    「フフフ、写真に残したいな、この絵面」


    　アイがいやらしい笑みを浮かべてイサミを見ていた。イサミがタマキにお姫様抱っこされているように見えるのがおかしいらしい。


    「ぬう……腹筋ふんっ！」


    　イサミは自力でタマキの腕から脱出した。


    「そんな恥ずかしがらなくてもいいのに」


    　アイはイサミを見てゲラゲラ笑った。


    「笑っている場合か！　来るぞ！」


    　フレスヴェルグはイサミたちを敵と認識した。フレスヴェルグが濡れそぼった右の翼を引きずりながら、６人の方へと近づいてきた。フレスヴェルグの足取りは決して素早くはなかったが、歩幅が大きいので、移動速度がすさまじく、逃げきれる気がしなかった。


    　イサミとタマキは武器を握り締め、臨戦態勢を取った。


    「戦うんですか!?　船に戻りましょうよ！」


    　リリアがふたりを呼び止めた。６人が揃そろった今、当初の目的は、全員、達成されているはずだったからだ。


    「倒すって約束しちゃったから～」


    　現地民の期待を裏切るわけにはいかなかった。それに、ユウキの名誉を回復するのも、タマキにとっては大事なことだった。


    「うむ……武士として、それを反ほ故ごにすることはできぬ。それに、大事な大事な開拓船まで、こいつを招待するわけにもいかぬ」


    　タマキの言葉に同意したイサミは、縮しゆく地ちでフレスヴェルグに急接近し、先陣を切った。


    「ユウくんは、そこで見ててくれればいいよ～」


    　タマキはユウキに向かって手を振ったのち、フレスヴェルグの足あし下もとに飛びこんでいった。


    「いやいやいや、そんなわけにはいかないでしょ……」


    　ユウキはグラムを抜いたが、どうすれば安全にフレスヴェルグに近づけるのか、さっぱりわからず、うろうろするしかなかった。


    「あのふたり、３２５に勝てると思ってんだな……」


    　身の程知らずどもめ。


    「無茶ですよ！　タマキさんなんて、持ってる武器、もう壊れてるじゃないですか！」


    　もはや鉄てつ槍やりではなく、折れ曲がった鉄棒だった。いくらタマキ本人のスペックが高くても、あの武器では活かせまい。


    「レベル、オレはいくつだ？」


    　ゼノはリリアに尋ねた。


    　リリアはモノクルの水滴を拭き取ったあと、ゼノを見て言った。「33です」


    「そんなもんか……」


    　まぁ、そんなもんだろう……。


    「……悪いが、オレは逃げるぞ」


    　ゼノはフレスヴェルグに背を向けた。


    「待ってください！」


    　リリアがゼノの腕を摑つかんで制止した。


    「またかよ……」


    「置いてはいけません！」


    「だったら、あんたは待てばいいんじゃねえの？」


    　それで満足して死ねばいい。


    「あんたがなんと言おうと、オレは逃げるぞ。まだ死にたくねえんだ」


    「そんな……ひとりだけ逃げるなんて卑ひ怯きようですよ」


    「なんとでも言え。オレは勝てる相手としか戦いたくない」


    「まだ戦ってもいないうちから、そんなこと言わないでください」


    「なら、お前が戦え」


    「それは……だって、わたしは……弱いから……だからゼノさんを頼っているんじゃないですか」


    「力がねえヤツは、これだから嫌なんだよ……」


    　ゼノはこめかみをひくつかせた。


    「力があるからって頼られても、こちとら無敵じゃねえんだよ。自分より強ぇ相手とやり合えば、メチャクチャ痛ぇ思いをするし、下手すりゃ死ぬんだよ。他人に指図されて、なんの見返りも期待せずに命懸けの戦いに挑むバカがいるか？」


    　ゼノはリリアの目を見て、顔を近づけ、圧迫感を与えながら言った。


    「うう……」


    　リリアはゼノの高圧的な態度にたじろぎ、目を逸そらした。


    「あんたは、勇者様勇者様ほざいてた、愚鈍で無責任な村人どもと同じだ。いくらグラムを持った勇者だからって、親切心だけで理由もなく世界を救ってくれると思ったら、大間違いだ。なんとなくで世界が救えるかボケ」


    　ゼノがリリアに説教を加えている間も、戦闘は続いていた。


    　フレスヴェルグは〝真・鷹たかの眼〟で６人一挙に照準を合わせた。


    　フレスヴェルグの両翼から、無数の羽が飛び出した。羽の先は棘とげになっていた。羽は一本一本がマナを帯びており、射程内にいた敵を追尾する。


    　さらに翼から漏もれたマナがフレスヴェルグの周囲に竜巻を発生させ、砂さ塵じんが舞い上がった。


    「秘剣、蜘ク蛛モ切キリ！」


    　イサミは蜘蛛の子一匹逃がさぬ連続斬りで羽を次々と叩たたき落とした。砂は線目のイサミには気にならなかった。


    　アイは右手に持ったドローミを自分の周りにまとわりつかせ、羽を弾き返した。砂は目を左腕で庇かばってガードした。


    　タマキは目を瞑つぶったまま走り、岩などの障害物を利用して羽を巻いた。


    「いでっ！　いでででで！　いてぇー！」


    　ユウキは〝鷹の眼〟で飛んでくる羽を捉えたが、その全てをかわしきるには、アジリティが足りなかった。彼は身を守るため、亀のように体を縮こまらせた。彼の上着──高密度に編まれた布地は羽を通さなかったが、ノーダメージとはならなかった。さらに目には砂が入った。


    「クソっ……」


    　ゼノはリリアを庇かばった。背中に何本か羽が刺さった。


    （なにをやってんだオレは……）


    「やっぱり、ゼノさんは、いい人です」


    「うるせえ」


    　いい人と言われると、虫むし酸ずが走る。


    「ゼノさん、お願いします。みんなの力になってあげてください」


    「わかってんのか？　あんたはオレに死ねって言ってんだぞ」


    「大丈夫です。ゼノさんは死にません。もしもの時は、わたしも死にますから大丈夫です」


    　みんなで死ねば怖くない。


    「大丈夫じゃねえ！　全ッ然、大丈夫じゃねえ！」


    　発想が病みすぎだ。


    「ここまで来たら、全員で一緒に帰りたいじゃないですか。ひとりでも死んだら、いやじゃありませんか。わたしたちは、同じ世界から来た仲間なんですから」


    　リリアは噓うそ偽いつわりのない、真剣な目をしていた。村の子供たちの眼をゼノは思い出した。


    「チッ……」


    　仲間か……。


    「……やってられねえ……」


    　ゼノは背中に刺さった羽を無造作に引っこ抜いた。パーカの生地が血で染まった。


    「……今回だけだぞ！」


    「……ありがとうございます！」


    　フレスヴェルグは大きく息を吸いこんだ。


    「アイちゃん、嘴くちばしに鎖！」


    「オーケー！」


    　アイはフレスヴェルグの嘴にレーディングを何重にも巻きつけた。出所を失ったブレスが体内に逆流し、フレスヴェルグが咳せきこんだ。


    「とうっ」


    　タマキは曲芸師も真っ青の身軽さで、嘴に巻きついている鎖の上を走り、フレスヴェルグの頭を目指した。


    　フレスヴェルグ最大の弱点は頭。タマキはフレスヴェルグの弱点に渾こん身しんの一撃を加えた。


    　急所に痛つう痒ようを覚えたフレスヴェルグは、嘴の鎖を振りほどき、自身を鼓こ舞ぶするため雄お叫たけびをあげた。


    「うああっ！」「ぐぁっ！」


    　雄叫びを間近で聞いたアイとイサミは、苦く悶もんの表情を浮かべ、意識を失った。


    　鉄砲の発射音を聞いた狸たぬきが気絶している姿から、狸寝入りという言葉は生まれた。そのように音を聞いて気絶するのは狸に限った話ではなく、人間も、巨大な音を聞くと気絶してしまう。そういう風に人の体はできている。


    　タマキは生まれ持った強きよう[image: ]じんな器官で音波攻撃を無効化した。


    　回復力と頑丈さに定評のあるユウキも、なんとか持ち堪こたえた。


    　ゼノとリリアは接近していなかったため、聴覚がバカになってしまっただけで済んだ。


    　気絶しているアイは、フレスヴェルグにとって格好の的だった。タマキは急いで倒れたアイを抱き上げ、フレスヴェルグから離れた。


    「カアアアアアアッ！」


    　意識を失ったイサミは、狂戦士バーサーカーと化してフレスヴェルグに斬きりかかった。殺すことを躊躇ためらわない、迷いのない太た刀ち筋すじは、普段のイサミにはない剣速を生み出した。


    「キエエエエエエッ！」


    　時空間ごと斬り裂く遮シヤ光コウの刃は、防御力を無視する。フレスヴェルグの硬い皮膚だろうと、滑らかに切断する。


    　だが、巨大なフレスヴェルグ相手には、どんなに足あし下もとで暴れても、決定的な一撃は与えられない。


    　フレスヴェルグの足には鉤かぎ爪づめがついている。歩行とともに降り下ろされるそれは、ギロチンの如く足下で奮戦するイサミに遅いかかった。


    　バーサーカーモードのイサミは攻撃的である分、ガードが疎おろそかになる。イサミの肩に鉤爪が抉えぐりこみ、血が噴ふき出した。そのままイサミはフレスヴェルグに踏み潰つぶされた。イサミはそれでも立ち上がり、臨戦態勢を解かず、ますます激しく殺気をまき散らした。


    　これ以上イサミを戦わせるのはよくない──そう思ったタマキだったが、下手にイサミに近づけば自分が斬られそうだったので、指をくわえて見ているしかなかった。


    「いや、姉ねえさん！　本当に指くわえる必要はないんだよ！」


    　真ま面じ目めに戦ってください。


    「そんなこと言われても、ほらぁ～」


    　鉄てつ槍やりから長い鉄棒に変へん貌ぼうしていたタマキの武器は、ついに短い鉄棒となり、槍としてはもちろん、剣の代わりにもならない長さになってしまっていた。


    　時間をかけてフレスヴェルグの背面へ回ったゼノは、五感を停止させて、空を──月を見ていた。


    　月の光は純度の高いマナを地上の者にもたらす。中でも、満月の日は格別だ。


    　人狼は月光から得られるマナを利用して、狼ろう化かする。満月の日は、狼化を１００パーセントまで進めることができる。


    　完全狼化。ゼノの腕や肩などの筋肉が盛り上がり、上半身の逆三角形が強調された。銀色の毛が全身から伸びて、顔の骨格が変形していく。文字通り目の色が変わり、爪が伸び、牙きばが生え、背中の傷が癒えた。


    　ストレッチ素材でできた衣服が、パッツンパッツンになって張り裂さける寸前のところまで、ゼノの体は膨張した。筋肉の鎧よろいは攻撃力と防御力を倍化させ、銀色の体毛は人外の抗魔力を備わせた。


    　銀ぎん狼ろうと化したゼノは両手を両前足にして、四足走行でフレスヴェルグに接近し、飛び上がって背中に張りついた。頭が弱点であることはリリアから聞いていた。ゼノは背中に齧かじりつき、体毛を毟むしり取りながら、着実に頭へと近づいていった。


    　フレスヴェルグの残ライフが、やっと40万を切った。


    （厳しいですね……）


    　リリアが思っていた以上に、ライフの減りが鈍にぶい。


    　アイが戦闘不能になり、イサミは死に体たい、タマキは徒と手しゆ空くう拳けん。頼みの綱は、まだ元気なゼノと魔剣を持ったユウキだけ。ここから40万も削り取れるだろうか？


    　しかも、ここから戦闘は激化の一途をたどった。フレスヴェルグの行動パターンが変わり、攻撃が激しさを増した。フレスヴェルグは羽を乱射し、竜巻を無差別に発生させ、ドラゴンブレスを吐けるだけ吐き、挙げ句の果てには、どったんばったん跳ね回った。背中のゼノを振り落とそうとしているようだ。


    　イサミはついに動かなくなった。彼の体は、見るも無惨な、血ダルマになっていた。すぐさま、アイ同様、タマキが拾い上げてフレスヴェルグから距離を取り、適当な位置に横たわらせた。まだ息はあるが、早めに回復薬を投与しないと危険な状態だった。


    　タマキがフレスヴェルグの方を振り返ると、戦場からユウキとリリアがいなくなっていた。タマキは戦闘中、ふたりの位置を気にかけていたので、すぐに気がついた。


    　フレスヴェルグの喉のどが動いている。なにかを飲みこんでいるようにタマキには見えた。


    （……食べられた？）


    　──ユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくんユウくん──！


    『エライ目に遭ったわい……思念体でなかったら、どうなっていたか……ぬ？　勇者はどこじゃ？　どこにいった？』


    　死んだかに見えた神が再びマナを消費して体を構築し、今さらながら砂浜に姿を現した。


    　タマキは目ざとく神を見つけた。それから取った行動に、迷いはなかった。


    「誰か知りませんけど、借ります！」


    　タマキは切迫した顔で、厳おごそかな顔をして渚なぎさに佇たたずんでいた神から三みつ叉またの長なが槍やりを引ったくった。


    『ぬなっ！　うぉーい、それ、わしの槍！』


    　タマキは神の言葉を無視して、投とう槍そうモーションに入った。


    『待て！　早まるでない！　大事な槍なのじゃよ！　らめぇぇぇ！』


    　トライデントを握り締めたまま、タマキは高く高く跳び上がった。


    （ユウくんを助けなくちゃ……！）


    



    　タマキにとって、ユウキはただの弟ではない。


    　彼女が幼い頃、彼女の母親が死んだ。死んだ母親のお腹の中には、男の子がいた。その男の子も、母親と共に死んでしまった。


    　彼女は母親と、生まれて来るはずだった弟の死に打ちひしがれた。彼女の住む村には彼女と同年代の人間がおらず、彼女の苦しみを理解し、共有してくれる人がいなかった。いや、いたのかもしれないが、彼女にはそう思えなかった。だから彼女は、自分の心を癒してくれる存在を求めていた。


    　そして、幼い彼女が村の近くの森でひとり泣いている時に、それは現れた。


    　もしかしたら、それは子供だった彼女を飲みこもうとしていたのかもしれない。その時のそれに、自我などなかったのだから。


    　それは森に住む精霊だった。毎日、ひとりで泣きに来る彼女を見て、興味を抱いたのだろう。精霊は音もなく彼女の側そばに近づいて来た。


    　彼女は何者でもない精霊を相談相手にした。壁に話しかけるように、ただ淡々と相談した。なにも言ってくれなくてよかった。ただ彼女は、思っていることを言葉にして、吐き出したかっただけだった。同情や慰めは要いらなかった。


    　言うだけ言って、彼女がふと顔を上げて精霊を見ると、どういうわけか、精霊は彼女そっくりの人ひと型がたに変身していた。精霊は言葉を解かいさなかったが、感情を汲くみ取る能力は持っていた。精霊は理解不能の、赤ちゃんみたいな声を発した。言葉になっていない声ではあったが、自分を励まそうとしてくれているのだと、彼女にはわかった。彼女は精霊を抱きしめた。すると精霊の形が、より一層、人間らしくなったような気がした。


    　それからも彼女は毎日のように、森へ行った。そして精霊と時に語り合い、時に戯たわむれた。精霊は日に日に人間らしくなっていった。いつしか彼女は、精霊を自分の家族にしたいと考えるようになった。彼女は精霊を双子の弟として、家に迎え入れた。


    



    　タマキはこれからも、自分が育てた幻想ユウキを守る。


    　そのために、フレスヴェルグを倒す。


    「ぶっとべええええええ！」


    『わしの槍やりぃぃぃ！』


    　タマキは空中で体を弓のようにしならせたのち、フレスヴェルグ目掛けてトライデントを投とう擲てきした。


    　槍が通過した空間が真空波を巻き起こし、唸うなりを上げた。青い精霊銀から水属性のエネルギーが解放されて、槍そう頭とうが描く軌跡が青に染まる。まるで流れ星のようだ。


    　フレスヴェルグは槍に反応したが、流星──もとい、槍を回避することはできなかった。トライデントはフレスヴェルグの翼のつけ根に深々と突き刺さった。左の翼が完全に動かなくなった。フレスヴェルグは両翼の運動機能を失い、どう足あ搔がいても飛べなくなった。


    　フレスヴェルグは着地して間もないタマキを狙ねらって、首を──嘴くちばしを伸ばした。タマキの回避運動は間に合わなかった。嘴に挟まれて、タマキの着ている鉄製の鎧よろいが撓たわんだ。タマキは押し潰つぶされまいと、嘴を手でこじ開けようとしたが、フレスヴェルグの力が上回った。


    　フレスヴェルグはタマキを嘴の先にくわえたまま、頭を振り回した。タマキの体がすっぽ抜け、頭から地面に高速で叩たたきつけられた。頑丈なタマキでも、意識を手放さずにはいられなかった。


    　残す敵がゼノのみとなったフレスヴェルグは、自滅する覚悟で体を地面に叩きつけた。


    　揺さぶられたゼノは、フレスヴェルグの背中の皮膚に、長く伸びた鋭利な爪を食いこませることで体を固定し、落ちないようにした。


    　そこで、フレスヴェルグは捨て身の行動を取った。


    　尖とがった岩に背中からダイブ。フレスヴェルグの背中に岩が突き刺さると同時に、ゼノの胸部を岩が貫通していた。体を固定していたことが仇あだとなった。


    「ガハッ」


    　内臓を直接破壊され、ゼノは吐血した。吐き出しきれなかった血が呼吸を阻害した。


    （クソッタレ……！）

  


  [image: ]


  
    　ゼノには、後悔や憤怒に心を支配される時間さえ、残されていなかった。


    『…………』


    　神はしてやれることがなく、渚なぎさに所在なげに突っ立っていた。


    　表層世界サーフエス──人間世界の事象に、神は干渉する権限を持たない。干渉すれば、神は人間化し、力を失ってしまう。神が神であり続けるには、人を救ってはならない。


    『ここまでか……』


    　神は俯うつむいて、眼前の惨状から目を背そむけた。


    



    「……ぶはぁっ！」


    　ユウキは海面に顔を出した。


    （あー、死んだと思った……）


    　ユウキとリリアは、吐きっぱなしにしたドラゴンブレス──突風に薙なぎ払われ、リリアは森の方へ、ユウキは海の方に投げ出された。ユウキは海面に叩たたきつけられ、塩水が傷に滲しみて激痛を生じさせたが、死んではいなかった。痛みを感じられるだけの余裕が、まだあった。


    　陸地は遠い。ここから泳いで戻るとなると、相当な体力を消耗することになりそうだ。できることなら、タマキのように水面を走っていきたかったが、そんなことがタマキの模造品レプリカにすぎないユウキに、できるはずもなかった。


    『ユウキや』


    「はい？」


    　雅みやびやかな声に呼ばれ、ユウキは顔を横に向けた。


    　そこには下半身は優美な尾ひれがついた魚、上半身は貝殻ビキニ姿の女性という、いわゆる人魚がいた。ただし、体長は20センチそこらしかないので、いわゆる人魚につきものな、色気は感じられない。


    『わらわはウンディーネ。水を司つかさどる精霊じゃ。どうぞよしなに』


    「……どうせ、わらわを斬きれって言うんですよね？」


    『そうじゃ。わらわたち精霊がサーフェスに干渉するには、先にそちらから干渉してもらわねばならぬからのう』


    「優しく突っつくとかじゃダメなんですか？」


    『それだと、干渉できる規模も減ってしまうぞえ』


    　つまり、発動する魔法の威力が弱まるということだ。


    『さぁ、斬ってたもれ！　わらわたち精霊は、ぶった斬られてナンボじゃ！』


    「…………」


    　精霊の死生観は、人間には理解できそうにない。


    「斬る前に、少し聞かせてもらってもいいですか？」


    『なんじゃ？』


    「みなさんを斬きると、やたらすごいことが起きますけど、それをぼくの意志で起こすことはできないんですか？」


    　ユウキの意志で魔法を発動させられれば、戦闘が楽になることこの上なかった。


    『精霊を呼べばいい。そなたの危機に駆けつけぬ精霊はいない。そこに精霊がいれば、必ず呼び声に応じて、現れてくれるはずじゃ』


    「えっ……じゃあ、使いたい放題じゃないですか」


    　呼んで斬るだけでいいのか。我ながら反則くせえ……。


    『そうはいかんぞえ。そなたの魔法剣は、その場所にあるマナを大量に消費するからのう。連発はできん』


    　マナのないところに精霊は現れない。


    「あれ、一発で倒せますかねぇ……？」


    　ユウキは砂浜でハッスルしているフレスヴェルグを見て言った。


    『わからんが……ちと厳しそうじゃのう』


    「ええー？」


    『大した力になれなくて悪かったの……』


    　ウンディーネは己の無力を嘆き、よよよ、と泣き出した。


    　見ていられなかったユウキは、泣いているウンディーネをグラムで斬った。


    『ぐすっ……わらわの本気、とくと見よ！』


    　海面が青く光り輝き、半径数キロメートルにもなる、極大規模の魔法陣が浮かび上がった。


    　魔法陣は攻撃範囲内にいる敵味方を検知・判別、味方を守り、より敵に被害が出るよう、発動範囲を絞りこみ、部分的に障しよう壁へきを展開した。


    「ウンディーネの悲しみ！」


    　魔法陣内にある海水全部が震動した。海岸から沖へと、海水がぐんぐん引き寄せられていく。沖の方で海水は盛り上がり、高さ50メートルはあろうかという壁を作り出した。海水の壁は猛然と陸地に向かって進み始めた。


    　津波がフレスヴェルグの巨体を飲みこんだ。その水圧は、巨人に体当たりをかまされたような衝撃をフレスヴェルグに与えた。フレスヴェルグは体勢を維持できなくなり、横転し、森の方まで流された。


    『おお！　勇者よ、生きておぶふぉああああ！』


    　津波は、ついでに再び現れた神をも飲みこみ消滅させた。


    「やったか……？」


    　津波に乗って移動したユウキは、フレスヴェルグのいない砂浜に着地した。


    　そこでユウキを待ち受けていたものは、動かなくなった仲間たちの姿だった。


    「ゼノ……」


    　一番最初に目に入ったのはゼノだった。岩に貫かれて絶命しているその姿は、儀式的に殺害されたようにも見えて、気持ち悪かった。岩にはゼノの赤い血が、今もなお、タラタラと垂れ流れていた。


    「姉ねえさん……」


    　倒れているタマキは、ぴくりとも動かなかった。不自然な倒れ方や、ありえない方向に曲がった関節は、糸の切れた木製の操り人形を思わせた。


    「…………」


    　ユウキの存在感が薄れ、体が透け始めた。


    　ユウキの体はタマキの想像力によって形作られている。タマキが望んでいるから、ユウキは表層世界サーフエスで実体を持っていられる。タマキがいなくなれば、ユウキの体は消滅してしまう。生者の誰もがユウキの存在を望まないのなら、ユウキはこのまま無に帰すしかない。


    『ドリュァァァアアアアス！　まだ終わっとらんぞぉぉおおお！』


    　慌てて新たな体を構築した神が叫んだ。神に真名マナを呼ばれ、その言こと霊だまがユウキの存在する力を僅わずかながら回復させた。


    　フレスヴェルグの巨体が、森の中から姿を現した。翼は力なく垂れ下がり、体は傷だらけだったが、まだ戦意を失ってはいなかった。


    「…………」


    　──呼べばいい、とウンディーネ様は言った。


    「……ノームさん！」


    『ほいきた！』


    「早っ！」


    　本当に出てきた。出番を今か今かと待っていたかのような現れ方で。


    「はっ！」


    　ユウキは迷わずグラムでノームを斬きった。グラムは黄色いエネルギーを纏まとった。


    「やってやる……！」


    　みんな死んでしまった今、なんのために戦っているのか、そもそも、なんのために生きているのか……よくわからなかったが、殺されたくはなかった。それは人間として生きてきたユウキが育んだ、生存本能だった。


    　ユウキはグラムを強く強く握り締め、フレスヴェルグへと走り出した。


    　フレスヴェルグはドラゴンブレスを吐いて、ユウキの接近を妨害した。


    『援護する！』


    　この場には、巨竜ヒユージドラゴンと半霊エフエジーのユウキしかいなかった。人の世界サーフエスを舞台に、深層世界デプス──幻想世界の戦いが始まっていた。神は参戦を表明した。


    『風よ、我われに従い、鎮しずまれ！』


    　神はドラゴンブレスのエネルギーを支配し、ユウキに当たる前に分解した。


    『風よ、かの者を導け！』


    　神はブレスのエネルギーを利用して、ユウキの体を空高く飛び上がらせた。


    「うわあああ──」


    　ユウキは突然のことに混乱したが、目の前にフレスヴェルグの額ひたいがあるのを見て、自分がなにをすべきかを思い出した。ユウキの悲鳴は雄お叫たけびへと変わった。


    「──ああああっ！」


    　ユウキはグラムを額に突き刺した。フレスヴェルグの体内へと黄色いエネルギーが注ぎこまれ、魔法陣が浮かび上がった。ユウキはグラムを引き抜くと同時に、叫んだ。


    「ノームの怒り！」


    　フレスヴェルグの体内で、エネルギーが爆発を起こした。フレスヴェルグの口から爆発が漏れ、嘴くちばしが砕けた。フレスヴェルグの体は風船のように膨らんだ。その体は、グリンのように膨らむことを前提に作られていなかった。内部のエネルギー膨張を抑えこめず、フレスヴェルグの体は爆破された。


    　ユウキは勝利の瞬間を見届けることができなかった。


    　魔法剣の発動には、周辺空間を漂っているマナをありったけ消費するが、その中にはユウキ自身を構成しているマナも含まれている。タマキの意識がない今、魔法剣の連発でマナを著しく消費したユウキは、いつ消滅してもおかしくない状態だった。視界がブラックアウトして、なにも考えられなくなっていた。


    『……ドリュアス、おぬしにはまだ、消えてもらうわけにはいかぬ……』


    　神は、体を形成するのに用いていたマナを全て、ユウキに委譲した。ユウキの体が存在感を増し、透けていた体が元通りになった。


    『また会おうぞ……』


    　神は実体を維持する力マナを失い、海に溶けた。
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    　戦闘終了から数時間が経過し、夜が明けようとしていた。


    「…………」


    　ユウキが目を覚ますと、上空を淡い色をした花びらが舞っていた。


    　それは世界樹ユグドラシルの花びらだった。フレスヴェルグを倒したことで竜りゆう巣そうが消滅し、竜りゆう穴けつが復活、ユグドラシルは活力を取り戻した。竜穴から久方ぶりに溢あふれ出した清らかなマナが、ユグドラシルに花を咲かせた。


    「ユウくん、おっきしたぁ～！　なめ回したかいがあったよ～！」


    　タマキがユウキの顔を見下ろした。


    「姉ねえさん……」


    　ユウキはタマキに差し出された手を摑つかみ、上半身を起こした。まさかここは天国とかそういう霊的異世界かと思ったが、目の前には森が広がっていて、後ろには波の打ち寄せる音がしており、フレスヴェルグと戦った砂浜で間違いなさそうだった。


    「よかった……生きてたんだ……」


    　ユウキはタマキを見つめ、柔らかい表情を浮かべた。


    「うん。みんなも無事だよ～」


    「みんな？」


    　ユウキは意外そうな声をあげた。


    「ゼノも？」


    　あれで死んでいなかったのか？　それとも、姉さんはゼノを知らないから、数えなかったのか？


    「勝手に殺すな」


    　ユウキの斜め後ろにいたゼノが言った。ユウキは近くにタマキ以外誰もいないものと思っていたので、ゼノの声には驚かされた。


    　イサミとアイ、それにリリアも、ゼノのすぐそばにいた。灯台下もと暗し、だった。


    　薬用植物である世界樹の花びらが、この場にいた全員の自己治癒力を促進していた。おかげで全員、着ているものはボロボロで、髪型も潮風や竜巻のせいでボッサボサになっていたが、怪け我がは完治していた。


    　ゼノの胸に開いた穴も、完全に塞ふさがっていた。イサミの傷も全て癒えているように見えたが、この花も疲労までは取れないようで、彼は鼻提ちよう灯ちんを膨ふくらませて熟睡していた。


    「感謝しろよォ？」


    「…………」


    　アイに小こ突づかれたゼノは、魂ここにあらずといった様子で、気味が悪いくらい無反応だった。


    「感謝しろって、なんかあったの？」


    　ユウキは軽い気持ちでアイに尋ねた。


    「アタシの血を飲ませてやったんだよ」


    　吸血鬼ヴアンパイアや人狼ウエアウルフにとって、処女の血は最高の気つけ薬だ。


    「こんなヤツに借りを作っちまうとは……」


    「フフフ、そう言うなよ。もうアタシたちは、運命共同体なんだからさァ」


    　とアイが言うと、ゼノはガクッと頭を下げた。


    「それで……みんな、今なにしてるんだい？」


    「なにって、見てわからない？」


    　アイはユウキを見て、首を僅わずかに横に傾けた。


    「ごめん、わからない」


    「花見だよ、花見」


    　アイは顎あごでユグドラシルを指した。


    　瑠る璃り色いろの空を背景に、ユグドラシルは淡い光を放っていた。仄ほのかに発光している世界樹の花は、花吹雪となって、この地のいたるところを舞っていた。この光景を旅行記に残すなら、絵にも描けない美しさであった、などと書き記したい。


    「綺き麗れいだね～」


    「うん……だけど……一番起きるの遅かったぼくが言うのもなんなんだけどさ、船に戻らなくていいの？」


    「そのですね……」


    　リリアは言いにくそうにユウキに告げた。


    「……開拓船……わたしたちを置いて、出発しちゃったみたいなんですよね」


    「えっ？　じゃあ、ぼくたちは……」


    「かなり過激な放置プレイを食らっている」


    　こんなのはプレイじゃない。


    「アイ、冗談言っていいところじゃありませんよ……わたしたちは、遭難したということになると思います」
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    　遭難……ですか。そうなん……ですか。


    「船がある場所まで見に行ってきたの？」


    「いえ。飛んでいくのを見たんですよ」


    　ドラゴンブレスで森の方に吹っ飛ばされたリリアは、開拓船が離陸し、この地から離れていく姿を見送っていた。おそらく、フレスヴェルグの暴れっぷりを見て、これ以上の滞在は危険と上級船員が判断し、緊急発進したのだろう。


    「もしかしたら、この大陸の別の場所に着陸しているかもしれませんが……あまり期待はできませんね」


    「そんな……」


    　ユウキは魂が抜けたような顔をしていた。ゼノの表情の意味がやっとわかった。


    　タマキは、そんなユウキを励まそうと、声をかけた。


    「命があるだけ儲もうけものだよ～」


    「それはそうだけどさ……」


    「最初から、ここに移民するものだったと思えばいいじゃな～い♪」


    「……ちっともよくねぇー！」


    　ユウキの絶叫は、日の出を待ち構えている広い空に吸いこまれて消えた。


    



    
      了
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    あとがき


    



    　はじめまして、相磯あいそ巴ともえです。


    　このたび、第４回小学館ライトノベル大賞『ガガガ賞』という身に余る賞をいただき、こうして小説を出版することになりました。


    



    　正直言いまして、実験的に書いてみたコメディーでデビューすることになるとは夢にも思っていませんでしたが、これを機にもっともっと面白い物を創るべく、精進していきたいと思います。


    



    　さて、この作品ですが、『ワンダーフォーゲル』というタイトルから「登山小説？」と思われた方もいるかもしれませんが、学校によくあるワンゲル部の活動と本作は限りなく無関係です。裏表紙にも書いてあるかもしれませんが、いわゆる王道の冒険ファンタジー小説を目指しました。


    　このタイトルには、社会の固定された規範から自由でありたいという願いが籠こめられています。


    　ですが、現実の社会では、願いは叶わないから、願いとしてあり続けるわけで、理想と現実にはギャップがあります。それを埋め合わせるために幻想フアンタジーと物語ストーリーはあるんじゃないか、と私は思っています。


    　この物語が──私の思い描く幻想が、ひとりでも多くの人に届いてくれるといいな、と、今はただ、祈るばかりです。


    



    　それらしいことが長くなりましたが、結局は、やはり、自分がファンタジーやＲＰＧの世界が大好きで、それに没頭していたからこそ、この物語ができあがったのだと思います。


    　寝る間を惜しんで長時間プレイし続けたＲＰＧの数々、そして、「こんなお話が書けたら」と憧れ続け、今も私にインスピレーションを与え続けてくれる小説の数々に感謝を。


    



    　そして、もちろん、この作品を発表する機会を与えていただいた、編集部の皆様とゲスト審査員の竜騎士07先生に感謝を。


    　また、文字だけのキャラクターたちに素晴らしい絵で命を吹き込んでくれたハラカズヒロさん、本当にありがとうございます。


    　そしてこの本を手にとって読んでくれている読者の皆様、ありがとうございます。


    　一応、この物語は続く予定ですので、よろしければもう少しの間、おつき合いください。
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